














翡翠の花嫁、俳優の溺愛








水瀬結月





[image: ]

角川ルビー文庫









本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載したりすることを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容に基づきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。





本文中に「>>>♥」が付されている箇所にはイラストがあります。その箇所を選択すると、ギャラリー中の該当するイラストが表示されます。読んでいた場所にもどるときは、イラスト直後の「このシーンはこちら♥」を選択してください。







　目次







翡翠の花嫁、俳優の溺愛




　あとがき




ギャラリー













　ずっと、憧あこがれ続けてきた人がいる。

　彼に会えるのはスクリーンやテレビ、雑誌などのメディアの中でだけ。

　国際的俳優である彼は拠きよ点てんをヨーロッパに置いていて、日本に住む一いつ般ぱん人の自分、辻つじ占うら咲さきとはなんの接点もない。

　ただ一方的に彼を応おう援えんできることが、咲にとっての幸福だった。

　かつて、自分を保つだけで精せい一いつ杯ぱいで家族にたくさん心配と迷めい惑わくをかけてしまっていた頃ころに、彼の作品に救われたから。そのおかげで立ち直ることができて、今の生活があるから。

　彼を応援できる自分でいられること自体が、咲にとっては感謝に堪たえない。

　ずっと、一生、一ファンとして応援し続けていきたい。それだけが願いだった。

　自分の存在に気づいてほしいなんて大それた考えを持ったことなど、一度もない。

　それなのに……。

「晴はる季き、もうひとつ占うらなってくれるか？」

　憧れ続けてきた彼──佐さ原はら悠ゆう大だいが、咲の実じつ兄けいである晴季とテーブル越ごしに向かい合って座っている。咲は少し距きよ離りを置いて控ひかえていた。

　悠大から目が離はなせない。琥こ珀はく色いろの髪かみに、宝石のように輝かがやく褐かつ色しよくの眸ひとみ。横顔のせいでさらに強調される高い鼻び梁りよう。長い脚あしを持てあましているのか、すらりと投げだし、リラックスした様子をうかがわせていてなお、滴したたるような男の色いろ香かを漂ただよわせている。

「もちろんです。いくつでもどうぞ」

　にこっと笑え顔がおで受け答えできる兄を、心からすごいと思った。もしも自分があの場所にいたら、悠大の艶つややかなまなざしに魅み了りようされ、彼が零こぼす言葉の一言一句を聞き逃のがすまいと耳を傾かたむけることだけに夢中になってしまうだろうから。

「サンキュ。衣い装しよう合わせで疲つかれてるとこ、悪いな」

「ぜんぜん平気ですよ。むしろ嬉うれしいです。最近はなかなか占わせてもらう機会がないので」

　晴季の職業は占い師だ。そして咲はその補ほ佐さ。

　辻占家には代々伝わっている翡ひ翠すいの指輪があり、それを『神秘の翠みどり』と呼んでいる。言い伝えでは、江え戸ど時代中期に先祖の女性が、神の遣つかいである『白馬』からそれを授さずけられたとされている。『神秘の翠』は不思議な力を持った翡翠で、それを用いて占うというのが、長子が受け継ついできた家業なのだ。

　自宅の敷しき地ち内に『占いの館やかた』があり、晴季は顧こ客きやくのみを対象に占ってきた。けれど現在は、ほぼ休業状態になっている。

　なぜなら晴季は、約一ヶ月後、ここ──ヤーデルブルク王国の、王太子に嫁とつぐから。

　ヨーロッパの中央に位置するヤーデルブルク王国は、緑豊かな山々と点在する湖が国土の大半を占しめる美しい国だ。

　古くはローマ帝てい国こく時代にまで遡さかのぼれるほどの歴史を持つが、周囲を列強国に囲まれた立地のせいで、近世まで頻ひん繁ぱんに戦乱に巻き込まれてきた。現在の形で独立できたのは約三百年前。先の王家が国を捨てて逃にげ出した後、民衆に乞こわれる形で現王家の祖となる初代王が玉座に就ついてからだ。

　かつて良質な翡翠を産出していたこの王国のことは、咲も知識としては以前から知っていた。

　けれど約一年前のある日、王太子が日本の辻占邸を突とつ然ぜん訪おとずれた時には、一体何が起こったのかと度ど肝ぎもを抜ぬかれたものだ。

　王太子はなんと、おとぎ話の王子様が絵本から抜け出してきたかのような麗うるわしいタキシード姿だった。

　煌きら々きらしい金きん髪ぱつ碧へき眼がんに黒い蝶ちようネクタイ。完かん璧ぺきな『王子様』スタイルで、彼は兄の前に跪ひざまずいた。そして『神秘の翠』を嵌はめた左手の薬指にくちづけ、艶やかなバリトンを響ひびかせた。

「偉い大だいなる翡翠の占い師、『神秘の翠』よ。あなたの力が必要なのだ。どうか我がヤーデルブルク王国へ、私とともに来てほしい」──と。まるで映画のワンシーンのように。

　実は王太子には密ひそかに調べている王家についての謎なぞがあり、それを解くために『神秘の翠』の力が必要だったのだという。

　それがどうなったのか、詳くわしいことは聞いていない。

　ただ、その謎を解く過程で晴季と王太子は互たがいに恋こいに落ち、そして実らせたのだ。

　この一年の間、王太子は晴季を正式な后きさきとして迎むかえるために、ありとあらゆる根回しを行ってきた。晴季もまた、ヤーデルブルク王国の未来の后として生きるために必要な、あらゆることを懸けん命めいに学んできた。語学や教養、文化理解にとどまらず、政治や外交、公務について、またマナーや社交術も后として欠かせない素養だ。

　占いの仕事は極限まで減らしたとはいえ、寝ねる間も惜おしんでがんばってきた。

　語学に関しては王国の駐ちゆう日にち大使が毎日のようにレッスンに来てくれたし、家族で協力し、家の中での会話はヤーデルブルク語のみとしたおかげで、比ひ較かく的てき楽しくマスターすることができたが……本当に並なみ大たい抵ていの努力ではなかったと思う。

　以前から尊敬していた兄に、心の底から敬意を抱いだいた。

　この人が自分の兄であることを、誇ほこりに思う。──何度そう感じ、胸が震ふるえたことだろう。

「では、占う事こと柄がらを、心に強く思い浮うかべてください」

　晴季がそう声をかけると、悠大はテーブルの上で両手を組んだ。褐色の眸を閉じ、ゆったりと深呼吸する。

　──かっこいい。

　咲も思わず両手を合わせて握にぎりしめていた。たったそれだけのことでドキドキと逸はやり始める鼓こ動どうを持てあまして。

「占います」

　凜りんと宣言した晴季が、『神秘の翠』を嵌めた左手を悠大の手に重ねる。

　ふっと晴季の表情が変わった。感情がすべて抜け落ちたような、それでいて柔やわらかく包み込むような雰ふん囲い気きを醸かもし出す。それは普ふ段だんの兄とはまったく違ちがっていた。おそらく『神秘の翠』の力を引き出すほんの一いつ瞬しゆんだけ、兄は見知らぬ人になる。

「『是ぜ』。……陰かげりらしき陰りはありません。今、思い浮かべていらっしゃること、そのまま実行されるのがいいと思います」

　それだけ告げると、いつもの兄に戻もどった。以前確かめたところによると、本人はその変化を自覚していないらしい。

「おっ、マジで？　さっき占ってくれたのと比べたら？」

「断然こちらです。数値化することはできませんが、明らかです」

『神秘の翠』での占いは、基本的に『是』か『非』かの二択で答える。しかし同じ『是』でも、明るさという形で差が分かるのだという。

「なるほど。サンキュ。すごく参考になった」

「いいえ～、少しでもお役に立てたならよかったです」

　晴季がそう言った時、端たん正せいなノックの音が響いた。

「失礼する。衣装合わせは終わったかい、私の晴季？」

　ひょいと顔をのぞかせたのは、金髪碧眼の端たん麗れいな青年。彼こそ、ヴォルグルフ・ジャッド・フォーンス・ヤーデルブルク殿でん下か。

　晴季の婚こん約やく者だ。

「ジェイ！」

　晴季が、パァッと笑顔を閃ひらめかせて立ち上がった。キラキラと光を放つような輝かしさに、二十四年も傍そばにいた弟の自分でさえ、見み惚とれてしまう。

　晴季はとても綺き麗れいになった。

　容姿だけに言げん及きゆうするなら、兄と自分の造作はとてもよく似ている。

　大きな黒い瞳ひとみに、すとんと重力に素す直なおな黒い髪。鼻は高すぎず、低すぎず、唇くちびるも特とく徴ちようがあるわけでなく、ごく平均的な日本人の顔立ち。それは末っ子の充みつ希きもほぼ同じで、三人並んで兄弟だと気づかれなかったことがない。

　それでも以前から、やんちゃな弟が可愛かわいく見えたり、長男として自分自身に厳しい兄が気高く見えたり、性格の違いからくる表情や雰囲気の差異はもちろんあった。

　それがここ一年で……殿下との大だい恋れん愛あいで、晴季は一変した。内面の輝きがこれほどまで外見に影えい響きようを与あたえるのだということを、咲は驚おどろきと同時に喜びに感じる。

　兄がどれほど幸せなのか、とてもよく分かるから。

　一般の日本人が王家に嫁ぐというだけでもものすごい重圧に違いないのに、その上、男同士だ。王国では同性婚自体に障害はないが、王太子ともなると世よ継つぎを望む声が上がるのも避さけられない。並大抵の覚かく悟ごではなかった……はずだけれど。

「衣装合わせ、終わっちゃいましたよ。また見てもらえませんでしたね」

　ついぞ聞いたことのない、どこか甘えを含ふくんだ拗すねるような兄の口調に、咲はドキッとした。

「残念だ。こうもタイミングが合わないと、挙式当日のお楽しみだと神にいたずらされている気分になるな。……いや、晴季の愛らしさに私が暴走しないようにという思おぼし召めしか」

　そう言って、ちゅっと額にキスを落とした。

「ジェイッ！」

　真っ赤になった晴季に、殿下が破顔する。とろとろの蜜みつが滴るような甘いまなざしで晴季だけを見つめる。

　──ひゃー。僕まで照れちゃう……。

　熱くなった頰ほおを両手で挟はさんで、こっそりパタパタと冷ましていると。

「咲～、なんだこのバカップルは？　いっつもこんななのか？」

　悠大がたまりかねたというように立ち上がり、ドカドカとこちらに歩いてきた。

　──ゆっ、悠大さんが……！

　全身が鋼はがねになってしまったかのように、咲は硬こう直ちよくする。

　知り合ってもう一年になるのに、時々しか会えないせいで、いつも慣れるまで初心に返ってしまう。咲にとっての悠大は、どうしても憧あこがれ続けた大好きな俳優という意識だから。

　思わず、じりっと後ずさった咲に、悠大はにやりと頰を上げた。

「お？　野生モードか？　ほーらほらほら、怖こわくないぞー？」

　冗じよう談だんめかした口調で両手を広げ、じりじりと間合いを詰つめてくる悠大に、咲は静かにパニックに陥おちいる。

　あの佐原悠大が、まっすぐに視線を向けてくる。間違いなく自分を見てくれている。ここに辻占咲という人間がいることに、気づいてくれている。

　これは本当に現実だろうか。夢や妄もう想そうではないだろうか。今さらそんな疑いを抱いてしまう。

「ちょっと悠大さん、咲は翡ひ翠すいうさぎじゃないんですから」

「確かに翡翠うさぎじゃねぇな。あいつら意外とアグレッシブだからなぁ」

　翡翠うさぎとは王国の固有種で、国の宝として保護されている小さなうさぎのことだ。

　正式名めい称しようは『ヤーデルブルクうさぎ』だが、真っ白な毛に翡翠色の瞳をしていることから、通つう称しようの『翡翠うさぎ』の方が通りがいい。

「でも咲をたとえるなら、うさぎだろ。ぴるぴる震える耳が見えるぜ。ちょっともふらせろ」

　──もっ、もふらせ？

「悠大、私の大事な義弟おとうとをいじめないでくれ」

「人聞き悪わりぃな。どっからどう見ても可愛がってんだろー？」

「おまえの可愛がるは紙かみ一ひと重えだからな」

　しかつめらしい表情をわざと作ったらしい殿下に、悠大は「ひでぇ」と笑って応じる。

　彼らがこれほど気の置けない仲なのは、はとこ同士で幼おさな馴な染じみだからだ。今、扉とびらの脇わきで控ひかえている近この衛え隊たい隊長のリヒト・龍りゆう・ヒッツェライアーと三人、兄弟のように育ってきたらしい。

　悠大は一人っ子だが、殿下とリヒト、それに殿下の五人の妹たちのおかげで、淋さびしい想おもいをしたことは一度もないという。

「ジェイの義弟なら俺の義弟でもあるってことだろ？　超ちよう優やさしーくしてるよなぁ、咲？」

　ひょいと顔を覗のぞき込まれて、心臓が飛び跳はねた。

　何か返事をしなければと思うのに、咄とつ嗟さに声が出ない。せっかく悠大がこうして気を遣つかってくれているのに、どうして言葉一つ返せないのだろう。自分がとても情けない。

　密ひそかに落ち込んでいたら、悠大の手が伸のびてきて、頭をポンポンと撫なでられた。心臓が止まりそうなくらいびっくりした。

「バカップルは放ほうっといて、またお茶しような」

「ティータイムも重要だが、なんのためにここにいるかは忘れないでくれよ」

「分かってるっての。わたくしは王太子殿下の忠実なブライダルメイトですから」

　芝しば居いがかったしぐさで恭うやうやしくお辞じ儀ぎしてみせた悠大に、見惚れてしまう。こういう時の悠大は、一挙手一投足に華はながある。

『ブライダルメイト』とは、結婚を控えた新しん郎ろう新婦に対して、挙式の三ヶ月ほど前からつけられるお世話係のような存在だ。主にメンタルケアを目的としていて、兄弟姉妹や友人が、新郎新婦当人より指名される。

　そして晴季には咲が、王太子殿下には悠大がつくことになった。

　挙式まではあと一ヶ月。悠大はスケジュールをやりくりして、ほぼ完全なオフをもぎ取ってきたという。悠大ほどの売れっ子俳優にそんなことが可能なのかと驚いたが、悠大ほどの立場だからこそ逆にクライアントに振ふり回されることなく休きゆう暇かをきちんと取れるのだそうだ。システムはよく分からないが、難しそうな世界だなと思う。

「ブライダルメイトといえば、実はふたりに頼たのみたいことが……」

　殿下が何かを言いかけて途と中ちゆうで止やめた。扉の脇に控えているリヒトが何かしら合図を送ってきたようだ。そしてその直後、たどたどしいノックの音が響ひびいた。

　リヒトが扉を開けるやいなや、ひょこっと小さな子どもが目から上だけをのぞかせる。

　きらきらと輝かがやく金糸のような黄金色の髪かみに、澄すんだ青空を映しこんだかのような青い瞳。それだけしか見えないのに、天使かと思った。あまりにも邪じや気きのない、愛らしい空気を放っていたから。

『サフィ、そんなところでかくれんぼしていないで、こちらへおいで』

『ジャッドおじたま～！』

　にぱーっと満面の笑えみを煌きらめかせながら、天使が駆かけ寄ってくる。

　びっくりした。殿下にそっくりだったから。幼児特有の丸みを帯びた頰をしていても分かる。まるでミニチュアみたいだ。

　──サフィってもしかして……。

　まふーっと勢いよく殿下に抱だき着いてハグを交かわした男の子は、次いで傍にきた悠大にも同じことをする。悠大はすかさず男の子を抱き上げて、ぷくぷくの頰に頰ずりをした。なんて愛らしい光景だろう。

『ゆーだい！　いちゅ、おーこくへかえったのだ!?　ぼく、まっていたのだぞ!?』

　舌ったらずなヤーデルブルク語。ずきゅんとハートを直ちよく撃げきされる可愛さだ。

『さっき着いたとこだ。サフィール王子様はお勉強中だっただろー？』

　悠大の言葉に、咲は予測が当たっていたことを知る。

　彼の名前は、シエル・サフィール・シュピッツェ・ヤーデルブルク。王太子のすぐ下の妹の長子、つまり甥おいだ。確か四歳のはず。

　現時点では王位継けい承しよう権第三位だが、王太子が同性婚を選んだため、次期王太子は彼になるだろうと考えられている。第二位の妹殿下は年が近すぎるため、継承権を放ほう棄きする予定だ。

　婚こん約やくが発表されてから、晴季とは違ちがった方向に、彼も注目の的となっている。

『こんにちは、サフィール殿でん下か。今日のお勉強はいかがでしたか？』

　晴季が流りゆう暢ちようなヤーデルブルク語で話しかけた。すると彼は。

『殿下ではない！　「ちび王子」と呼んでくだしゃいと言ったでしょ！』

　愛らしい声が言い放った言葉に、咲は目を瞠みはった。今、日本語で「ちび王子」と言わなかっただろうか。

　悠大が噴ふき出す。王太子殿下もクックッと笑いに肩かたを揺ゆらす。そして晴季は苦く笑しようしていた。

　ひとり意味が分からずにいると、晴季がこちらに視線をくれる。

「王子って単語は、ヤーデルブルク語でもたまたま『おーじ』って発音だろ？」

「うん」

「じゃあ、『ちび』って発音の単語の、和訳は？」

「『ちび』……あっ。『偉い大だいな』？」

　答えた咲に、再び悠大が噴き出す。よほどツボだったらしい。

「初めてサフィール殿下にお会いした時、あまりにもジェイに似てたから、思わず『ちび王子』って口走っちゃって……」

　申し訳なさそうに教えてくれる兄に、だんだん事情が吞のみ込めてきた。

　つまり日本語では「ちびっこ王子」を意味する「ちび王子」という言葉が、サフィール殿下の耳には「偉大な王子」と聞こえてしまったということか。

「そしたらサフィール殿下が、うっかり気に入っちゃって……愛あい称しようにするって」

『はるっき！　ぼくの、分かることばで、はなしてくだしゃい！』

『あ、すみません……「ちび王子」』

　晴季がそう言うと、王子は「むふん」と満足そうに鼻を鳴らした。

　悠大はもう声もなく身み悶もだえるように笑い続けている。そのことに対しても、なぜか王子は自じ慢まんげだ。笑わせてやったと思っているのかもしれない。

『サフィ、今のは「忍にん者じやの言葉」だぞ？　覚えたいのではなかったか？』

　殿下がそう言うと、彼は「ふおぉ…！」と感激したように震ふるえた。青い瞳ひとみが大きく見開かれ、キラッキラと輝いている。

『咲、「ちび王子」を紹しよう介かいしよう』

　殿下に手招かれ、晴季の隣となりに並ぶ。

『もう気づいていると思うが、彼は私の甥のシエル・サフィールだ。結婚式で晴季が身に着けるヴェールの裾すそを持つという大役を担になってくれることになった』

　なるほど。だから兄とはすでに面識があったのか。

　式の衣い装しようは、殿下は所属する空軍の大礼服、晴季が純白のフロックコートとウェディングヴェールで臨のぞむことになっている。

『親しい者はふたつめの名前で呼ぶ慣ならわしだから、サフィールと呼んでやってくれ。……と言いたいところだが、本人が「ちび王子」と呼ばれることを望んでいる。よしなに』

　これはもう、愛称で呼ぶ他ほかないのでは。

　いいのかなぁ……と戸と惑まどいつつ、ちび王子自身が気に入っているものを否定するわけにはいかない。

『サフィ、彼は晴季の弟で、咲だ。これから親しん戚せきになる。礼節をもって接しなさい』

『はい！　はるっきに、にているのは、そーゆーわけだったのでしゅね。さき、ぼくは、「ちび王子」だ。なかよくしよう』

　悠大に抱き上げられたままエヘンと胸を反らす姿は、もう可愛かわいくて可愛くて。

　腰こし砕くだけになりそうになっていると、隣で晴季もメロメロになっているのが分かった。

『……え、と。……初めて、お目にかかります。「ちび王子」。咲です。……よろしくお願いします』

『ふむ！　おぼえて、おこう』

『エラそうだな、オイ』

　悠大が突つっ込むと。

『ぼくは、「ちび王子」だからな！』

　この子にメロメロにならない大人がいるだろうか。咲は心からそう思った。　>>>♥





＊　　＊　　＊






「ちび王子、すっごい可愛かっただろ？」

　殿下たちと別れてマナーレッスンが行われる部屋へ向かいながら、晴季がニマニマする。

「うん。可愛かったね。それに殿下のミニ……そっくりでびっくりした」

　ミニチュアと言いかけて、ギリギリで吞み込む。けれど伝わってしまったみたいで、ウンウンと秘密めいた頷うなずきをもらってしまった。

「ジェイの四歳の時の写真と見比べたら、見分けつかないレベルだよ」

「え、そんなに？」

「ちび王子の誕生日の新聞、図書室で見てくる？　ふたりの写真が並んで掲けい載さいされてたから。写した場所が同じで似たような服着ててさ、『シエル殿下の時間旅行疑ぎ惑わく！』ってタイトルついてた」

　それはなんておちゃめな新聞だろう。王家の支持率が九十六パーセントという驚きよう異い的てきな数字を誇ほこるこの国ならではの、愛溢あふれる記事に違いない。

　レッスンルーム前に到とう着ちやくすると、晴季は足を止め、呼吸を整えた。咲は急いでポケットから櫛くしを出し、さらさらの黒くろ髪かみに通してあげる。癖くせのないストレートの髪は梳すくまでもなくきれいだが、こうして身だしなみチェックをしてからレッスンに送り出すのも自分の役割の一つだと教わった。

　ブライダルメイトは四六時中付き従う必要はないとはいえ、咲としてはなるべく兄の変化を見み逃のがさないようにしなければと思っている。いつもがんばりすぎてしまう人だから。

「さんきゅ、咲。じゃあ、行ってくる」

「うん。いってらっしゃい。ハーブティーの用意して待ってるね」

「ん。楽しみにしてるけど、まっすぐ部屋に帰らないで散歩でもしていけよ？　……あ、久しぶりに、もふもふしてくる？」

　首元を手た繰ぐってネックレス状にしている翡ひ翠すいの指輪を出そうとする晴季を、ぶんぶんとかぶりを振って必死に止めた。

「いいよ、兄さん。そんな大事なもの借りられない。こわいよ」

「……そっか」

　つい引きこもりがちになる自分のことを、兄が心配してくれていることはよく分かっている。

　メンタルケアをするはずの自分の方が気き遣づかってもらってどうするのか。

「庭に行ったら、きっと調査員の方がいらっしゃると思うから。翡翠お借りできたらいいなーって期待しながら行ってみるね」

「ん！」

　笑え顔がおになった兄に安あん堵どして、レッスンルームに入るのを見届けてから咲も歩きだした。

　後で兄にちゃんと報告できるように、中庭に向かう。王宮内には数多くの中庭が存在するが、目指す場所は決まっていた。

　ヤーデルブルク王国の宝のひとつ、『翡翠うさぎ』が多数出しゆつ没ぼつする庭だ。

　翡翠うさぎは謎なぞに包まれている。まずは生息地。ヤーデルブルク王国はヨーロッパの中央に位置する小さな国で、国境はすべて陸続き。にも拘かかわらず、翡翠うさぎは王国の外では生きられない。無理に連れ出すと、なぜか衰すい弱じやくして死に至ってしまうという。

　次に形態。翡翠うさぎは確かにうさぎだが、体の大きさはハムスターに近い。物にたとえるならピンポン玉サイズ。跳ちよう躍やく力に非常に優すぐれていて、とてもすばしっこい。そしていまだに巣が発見されていないほど、その生態は神秘的だ。

　そのため国で保護種に指定し、国家公務員である『翡翠うさぎ生態調査員』が日夜研究を行っている。

　咲は迷めい路ろのようになっている石造りの王宮内を迷いなく進み、その中庭にやってきた。

　テニスコート二面ほどの広さに、無む秩ちつ序じよに草木が生おい茂しげっている。庭とは名ばかりの無法地帯。他のどの庭もきれいに手入れされていることを考えると、ここはおそらく翡翠うさぎたちのためにあえて自然に任せているのだろう。

　足元に生き物の気配がないか気を付けながら、咲は庭の中へと進んだ。

　周囲を見回すが、翡翠うさぎは影かげも形もない。『神秘の翠みどり』があれば、彼らは自分から寄ってきてくれるのだが……咲は何も持っていない。

　ふと、手のひらを見つめた。この、特別なものを何も持たない自分は、どうすれば兄の役に立てるのだろう。

　そのことをずっと考え続けている。兄には苦労ばかりかけてきてしまったから。

　──僕がせめてもう少ししっかりしてたら……。

　後こう悔かいのきっかけは、今から十一年前のこと。両親が突とつ然ぜん他界してしまった時だ。

　とても仲のいい夫ふう婦ふで、仕事以外はどこへ行くにも一いつ緒しよだった。そして事故に遭あい、天国にまで一緒に行ってしまった。あまりにも突然のことで、どうしても現実だと思えなかった。

　家には中学三年の晴季、一年の咲、そして小学二年生の充希だけが残された。

　すぐさま叔父おじの隆たか之ゆきが駆かけつけてくれて、「これからは叔父さんが、おまえたちの親代わりだから」と力強く宣言してくれたことは覚えている。

　けれどあまりにも現実感がなくて、すべてが水の膜まくを通した向こう側で起こっているような感覚で……気づけば葬そう儀ぎが終わり、両親の肉体とお別れして、そして──声が出なくなっていた。

　どのタイミングで出なくなったのか、自分でも分からなかった。

　ただ、気がついたら声が出なくて、どんなに話そうとしても呼気しか漏もれなくて、病院で検査を受けたがなんの異常も見つからなかった。医師は精神的ショックからだろうと結論付け、カウンセリングを勧すすめてきた。けれど当時の咲は、それさえも受ける心の余よ裕ゆうがなかった。

　家族の誰だれもそんな咲を責めようとせず、労いたわってくれた。

　情けなくてたまらなかった。つらいのは自分だけではないのに。

　むしろ長男の晴季の方が家業のこともあり絶対につらいに違ちがいないし、まだ小さい充希の方が両親のぬくもりを欲ほつして淋さびしいに決まっている。気き丈じように前を向いている晴季の方が、淋しさに耐たえようとがんばっている充希の方が、そして兄夫婦を失って三人の子どもの後見人になった上に家業がその肩かたにのしかかっている叔父こそが、家族の協力を必要としているのに、気が弱いというだけで労ってもらえるなんて、こんな状じよう況きようは間違っている。

　ぬくぬくと育った真ん中の自分が、なぜ誰よりもつらいかのように「声が出ない」なんてことになるのか、意味が分からなかった。本当に情けなかった。

　情けなさすぎて、消えてなくなりたいと何度も思った。けれど「咲ちゃん、いっしょにいて」と四六時中くっついてくる充希にこれ以上淋しい想おもいをさせるわけにはいかなかったし、全身全ぜん霊れいをかけて自分たち弟を守ろうとしてくれている晴季を、裏切ることなんてできなかった。

　情けないけれど、咲は兄弟と叔父に甘えた。

　級友も本当に優やさしい子ばかりで、咲がぱくぱくと口を動かして伝えようとする言葉を、嫌いやな顔ひとつせず読み取ろうと努力してくれたし、もどかしく思いながらも筆談に切り替かえた時は、書き終わるのを根気強く待ってくれた。

　たくさんの優しさに触ふれた。とてもありがたかった。それは決して噓うそ偽いつわりない気持ちなのに……「待ってもらっている」という状況は、思いがけず焦あせりを生む。誰も急せかしたりしないのに、咲は焦った。焦って、焦りが募つのって……待ってくれている優しさが、つらくなった。そしていつしか、優しさそのものをプレッシャーに感じるようになってしまった。

　そんな恩知らずな自分が、大だい嫌きらいだった。自分を責めた。責めるあまり塞ふさぎこみ、学校も休みがちになり、ますます家族に迷めい惑わくをかけてしまうという悪あく循じゆん環かんに陥おちいっていることに気づけなかった。

　とうとう自室に引きこもってしまった咲に、気分転てん換かんになるかもしれないと古いＤＶＤプレーヤーを貸してくれたのは晴季だ。父が以前使っていたもので、高校に合格できたらお祝いに譲ゆずってもらう約束をしていたのだという。

　そして叔父が貸してくれた数本の映画の中に、たまたま悠大の出演作があった。

　少年のありふれた冒ぼう険けん譚たんだった。その映画自体に何かを感じたりはしなかった。ただ、あまりにも自然に物語の中を生きていた少年のことが気にかかり、他ほかの出演作も観みたくなった。

　悠大の出演作が観たい。それだけの気持ちで、部屋から出て、レンタルショップへ行った。子どもだけでは借りられなくて、叔父についてきてもらった。それをきっかけに、映画をリビングで家族とも観るようになった。

　佐原悠大という俳優のことは、もちろんそれまでも知っていた。同じく俳優である父親の影えい響きようで、乳児期からすでに銀幕に登場していたから、おそらく出演作をテレビで観たこともあっただろう。観るタイミングが違っただけで、こんなにも心を揺ゆさぶる存在になるのかと、不思議な気持ちになった。

　それから咲は、悠大の映画に夢中になった。最新作を映画館で観たいと思ったけれど、ちょうどその時期、悠大はフランスの芸大に進学して休業を発表していた。

　表おもて舞ぶ台たいから完全に姿を消した悠大。まさかこのままもう新しい彼に会えないのではないかと不安になっていたところに、芸大の仲間たちと自主制作作品を作っていることを知ったのだ。学内の劇場で舞台にも多く立っていると知った。

　新しい彼に会いたくて、会いたくて──。

　声が出なくなってから隠かくれるように暮らしていた咲は、なんとかその作品を観られる手段はないかと、勇気を出して中学校の担任に相談した。たどたどしい筆談だったにも拘わらず、美術担当だった担任は熱心に聞いてくれて、日本の芸大に大学間交流という形で悠大の自主制作作品が収められていることを調べてきてくれた。

　そして咲は、ある一本の作品に──『秘密』に、出で逢あったのだ。

　それは二十分ほどの掌しよう編へん映画だった。

　舞台は石造りの壁かべに囲まれた薔ば薇らの庭。映像はモノクロ。感じられるのは陰いん影えいの濃のう淡たんのみ。出演者は悠大ひとり。

　科白せりふはなく、音楽もなく、一いつ切さいの音を排はい除じよした、静かな映画。

　悠大が薔薇を一輪摘つまみ、唇くちびるを寄せた。とても不思議な薔薇だった。モノクロの映像の中、外側の花びらは白く、中心の数枚だけが濃こい影を差していた。見たことのない品種。

　悠大の所作、表情、まなざし。陰影、光、揺れる花、靡なびく髪。ただ静かに、静かに、進んでいく物語──。

　ものすごい衝しよう撃げきだった。

　音も、色も、言葉もないのに、彼は確かに物語を紡つむいでいた。

　──伝わるんだ……。

　呆ぼう然ぜんと、そう思ったことを覚えている。

　瞬まばたきをする瞬しゆん間かんも惜おしいくらい魅み入いられ、映像が終わって画面が真っ暗になった後、泣いている自分に気が付いた。一体いつから涙なみだは零こぼれていたのだろう。画面がぼやけていた記き憶おくもないのに。

　まるでまだ夢の縁ふちを漂ただよっているかのように、咲はパッケージに書かれていた『監かん督とく・演出・出演』欄らんを見つめた。そして、その名前を……するりと呟つぶやいた。

「……『佐原悠大』さん。…………え？」

　びっくりした。自分の言葉に。

　ほとんど声になっていないような掠かすれた囁ささやきだったが、それは自分が発することのできた、約一年ぶりの声だった───。

　それがきっかけで、少しずつ声が出せるようになっていったのだ。

　もしもあの時、『秘密』に出逢わなかったら……咲は今でも、大切な家族に迷惑をかけるだけの存在だったかもしれない。

　そう考えるたび、背筋に悪お寒かんが走る。そして『秘密』に──佐原悠大に出逢えた幸運に心の底から感謝する。

　咲が徐じよ々じよに声を取り戻もどしていった頃ころから、悠大はまた表舞台にも姿を見せてくれるようになった。子役の時から演技力に高い評価を受けていた悠大だが、復帰してからの彼の活かつ躍やくには目を瞠みはるものがあった。

　まるで冬とう眠みんから目覚めた美しい獣けもののように、滴したたるような男の色いろ香かを放ち始めたのだ。

　それまでの少年らしい線の細さはきれいに消え去り、大人の男としての魅力に溢あふれていた。

　端たん整せいながらもどこか野性味を感じさせる整った容よう貌ぼうは、役やく柄がらによって強調されたり、スパイスになったり、同じ人だと気づかない観客がいるくらい印象が変わる。それは決して役者としての印象が薄うすいという意味ではなく、あまりにも自然にその物語の中で「生きている人」になってしまうため、観ている者に「役者」であることを忘れさせるのだ。

　いつしか彼は『七つの顔を持つ男』と異名を取るくらい、様々な役をナチュラルにこなすようになっていた。

　咲は夢中で彼を応おう援えんした。

　子役作品から遡さかのぼって追いかけた。あどけなく笑う幼い悠大、自分と同じ歳としの頃のちょっと生意気そうな悠大、そして年上の頼たのもしい悠大……もちろん役柄の数だけ人物像はあるけれど、そのすべての姿を、まるで親しい友人であるかのように見つめ続けることができる幸福を、何度も神様に感謝した。

　新作が封ふう切きられたら何回も観にいく。ただ新作の中に生きる彼に会いたいという一心で。

　大人になって給料を得られるようになったことで一番嬉うれしいのは、観に行く回数を我が慢まんしなくてよくなったことだ。『悠大さん貯金』をできること自体が楽しい。

　好きで、大好きで、悠大がこの世に存在してくれているだけで幸せで──。

　そんな相手と、思いがけず知り合ってしまったのだ。

　晴季とともに初めて王国に滞たい在ざいしていた約一年前。彼が目の前に現れた日のことを、咲は今でも鮮せん明めいに思い出せる。

　あまりにも驚きよう愕がくして、硬こう直ちよくして、それでも勝手に唇から零れ落ちた掠れ声は、彼の名前を紡いでいた。

「……さ、は、ら……ゆ、だい……さん……？」──と。

　ほとんど聞き取れなかったに違いない。それなのに彼は、ふっと眸ひとみを和なごませた。

「お？　俺のこと、知ってくれてるんだ？」

　声。悠大の声。生の声。耳に心ここ地ちよい低さの、どこか甘さを孕はらんだ、よく通る声。映像に残されるものではなく、聞いた端はしから消えていく声。本物の声。

　ここに、本当に、悠大がいる。

　これは現実。

　そう認にん識しきした瞬間、ものすごい衝撃に心臓が止まるかと思った。呼吸さえうまくできない。

　自分の中にあるすべての細さい胞ぼうが、彼に吸い寄せられていくのが分かった。目や耳だけでなく、すべての感覚が彼を感じたいと切望している。

　硬直してしまった自分の代わりに、隣となりにいた兄の晴季が紹しよう介かいしてくれて。

「そうか、咲。綺き麗れいな名前だな」

　呼んでもらえた。両親からもらった大切な名前を、褒ほめてもらえた。怖こわいくらい胸が熱くなった。

　好きで、好きで、……心から敬愛していて。

　もうこれ以上好きになれるはずがないというくらい、すでに大好きだった『佐原悠大』に、ほのかな『恋こい』という新たな感情が芽生えたのは、この時だったかもしれない──。

　そんなことを考えながら相変わらず生き物の気配のない庭を眺ながめていると、背後でカサッと草を踏ふみ分ける音がした。顔見知りの調査員だろうと思い、咲は振ふり返る。

　ところがそこにいたのは。

　──悠大さん！

「よ。なに黄昏たそがれてんだ？　マリッジブルーか？」

　悠大は気さくで、冗じよう談だんが好きだ。

　じっくり話した一年前と、何も変わらない様子で声をかけてくれるのが嬉しい。

　それなのに自分は、せっかく一時は打ち解けていた空気を台無しにしてしまっている。人見知りな性格なんて言い訳にならない。

「……え、と……」

　声がうまく出なくて、じわっと嫌いやな汗あせが滲にじんでくる。

　大だい丈じよう夫ぶだ。もう克こく服ふくした。悠大とだってちゃんと話せていた。……そう思うのに、焦あせりが生じる。

　何か言わなければと口を開けるのに、零れてくるのは吐と息いきだけ。

　なんで、と混乱した。悠大なのに。大好きな人なのに。話したいのに。

　焦りが焦りを生み、完全にパニックに陥おちいりかけていた──そんな咲の目の前に、突とつ然ぜん、彼は丸い珠たまを掲かかげてみせた。

「これなーんだ？」

　──え？

　突とつ拍ぴよう子しもない展開に、パチパチと瞬きしてしまう。

　至近距きよ離りにまで近づけられたそれは、どう見ても翡ひ翠すいの珠。ビー玉くらいの大きさで、とろりとしたテリのある深い緑色をしている。これはおそらく王国産。

　先の王家が採さい掘くつし尽つくしてしまった王国産の翡翠は、今では非常に貴重なものだ。

　──これって、悠大さんの？

　褐かつ色しよくの眸を見つめると、悠大は無言で人差し指を唇の前で立てた。

　──秘密？

　ドキッとした。まるでさっきまで自分が考えていたことを見み透すかされたみたいで。

　けれどもちろん、そんなわけがない。「静かに」という意味だったのだと悟さとる。

　ぴょーん！　視界の端で何かが跳はねた。

　パッとそちらを見ると、白いもふもふの小さな生き物が、ぴょーん、ぴょーんと向かってくる。

　咲はその正体を知っている。

　──翡翠うさぎ！

　数は多くない。一羽わ、二羽……全部で三羽か。

　悠大が摘つまんでいる翡翠の珠に、ぴょーん、ぴょーんと跳とびかかってきた。

　実は翡翠うさぎは、ヤーデルブルク産の翡翠にくっつきたがる習性がある。これは王国民でも一部の人しか知らない重要な事実だ。

「咲、はい」

　悠大が翡翠を差し出してきた。反射的に受け取ろうと手のひらを出すと、なぜか悠大は、にやっと人の悪い笑えみを浮うかべる。

「なーんちゃって」

「えっ」

　咲の手のひらに置く直前で、悠大はスイッと翡翠を摘まんだままスライドさせた。その動きに釣つられたのか、翡翠うさぎたちが手のひらにぴょぴょーんと跳び乗ってくる。もっふもふの愛らしさに、はわわわ……と咲は大興奮した。

「わ、わ、すごい。可愛かわいい……！」

　思わず笑顔で悠大を見上げた。彼もとても楽しそうに笑っていて、ぎゅっと心臓を鷲わし摑づかみされたようになる。

「簡単に渡わたすと思ったかー？」

　ギクッとした。それは自分に向けられた言葉だと思ったから。しかし悠大の視線は翡翠うさぎたちに向いていて、咲の手のひらの周りをなぞるように翡翠でぐるぐるしてみせる。うさぎたちは手のひらにとどまり、もっふもっふとおしくらまんじゅう状態だ。

「可愛い～……！」

「おっ、真打ちが来たぞ」

　一体なんのことかと周囲を見回したら。

　ぴょ、ぴょ、ぴょーん！　悠大の体を踏み台にして咲の手のひらめがけて跳んできたのは、首元に黒い蝶ちようネクタイを締しめた──もとい、ふたつの三角形の頂点をくっつけて並べたような模様を持つ、特別な子。

「うっさー伯はく爵しやく！」

　晴季との間で呼んでいる愛あい称しようを口にしたら、悠大が「なんだそれ」と噴ふき出した。カーッと頰ほおが熱くなる。　>>>♥

「あ、っ……すみません。勝手に名前つけて……」

「それはいいんじゃねぇの？　こいつなんて模様のせいで目立つから、名前つけられまくってるぜ？　全部並べたら王族なんて目じゃない長さだろ」

　想像したら笑ってしまった。咲が知るのは「うっさー伯爵」と「サーリエ」だけだが、確かに全身純白の子たちの中で、一羽だけこんなふうに模様があると、誰だれもが名前をつけて可愛がりたくなるものかもしれない。

「問題は名付けるという行こう為いじゃない。分かるか、咲？」

「え、……いえ」

「伯爵なんて呼んでもらえて生意気だって言いたいわけ。俺だってそんな爵位持ってねぇのに。これでも王位継けい承しよう権第二十五位だぜ？　──おい、聞いてんのか、『うっさー伯爵』？」

　ブツブツと文句を垂れる悠大に、うっさー伯爵はぴょーんと跳び上がって額に蹴けりを入れた。

「おっ、やるか!?」

　悠大が構えると、うっさー伯爵は彼の肩かたの上を右に左に移動して、ものの見事に翻ほん弄ろうしてみせる。以前、晴季がしみじみと「うっさー伯爵って、実は天才うさぎだと思うんだ」と言ったことがあったが、こういうところを見ると本当に人間の言葉が分かっているみたいだ。

　しばらくじゃれていた悠大とうっさー伯爵は、やがてピタリと動きを止めて、互たがいの健けん闘とうを称たたえるように見つめ合った。種族を超こえた友情が見える。

「引き分けですね」

「勝負は次回へ持ち越こしだな。ご主人様のお迎むかえも来たし」

「え？」

　悠大の視線の先を追うと、強こわ面もての男性が立っていた。歳は五十代半ばくらい。静かな迫はく力りよくに一いつ瞬しゆんビクッとしたが、彼は顔見知りの『翡翠うさぎ生態調査員』だ。

　ご主人様といっても、もちろん飼っているわけではない。野生のうっさー伯爵が、やたらと彼に懐なついているだけだ。

「ご無ぶ沙さ汰たしてます！　本日帰国しました！」

　芝しば居いがかったしぐさで敬礼した悠大に、彼──グラディウスは無言で会え釈しやくすると、うっさー伯爵を引き取って背を向けた。黙もくして語らず。去って行く背中を見ていると、それがあの人の生き様のような気がした。

　かっこいい人だと思う。うっさー伯爵が彼の頭の上でぴょこぴょこ跳ねているせいで、可愛くも見えてしまうのだけれど。

「あーあー、あいつ本当に怖いもの知らずだよなぁ」

　苦く笑しようで見送る悠大のまなざしは、とても優やさしい。それはうっさー伯爵に向けられたものか、それともグラディウスに対するものだろうか。咲には分からない。

　ただ、悠大が彼らに愛情を持っていることはとてもよく伝わってくる。

　──好きだな……。

　悠大の横顔を見つめて、咲はしみじみ思った。

　憧あこがれであり、敬愛であり、……ほんのちょっとの恋心でもある。この気持ちを伝えるつもりはまったくないけれど、大ファンだということはもう知られている。

「さーて。癒いやされたし、俺らも行くか」

「はい。……あっ、でも、すみません。僕だけうさぎに触さわらせていただいて……」

　悠大が翡翠でおびき寄せてくれたおかげで咲は癒やされたが、悠大本人はまだなのでは。おろおろする咲に、悠大はなぜか頰を緩ゆるめた。

「じゃ、俺はこっちのうさぎにしとくか」

　唐とう突とつに、頰を優しくつねられた。そこで咲はハッとする。

　──あ。しゃべれてる。

　いつの間にか、普ふ通つうに会話していた。喉のどがつっかえて声が出ないと焦っていたのに……一体、どのタイミングで？

「咲、時間あるんだろ？　お茶しよーぜ」

「……はい！」

　先に立って歩き出した悠大の後を、急いでついていく。

　そうだ。思い出してきた。一年前もそうだった。

　悠大は咲を待たない。立ち止まってしまった咲を待つのではなく、思いがけない方法で、ぐいぐいと前に連れていってくれるのだ。

　初めて会った時は──まさかのパントマイムだった。

　その時の驚おどろきと喜びを思い出した咲はくすくすと笑いながら小走りに進み、悠大の隣となりに並んだ。並ぶと歩調を緩めてくれる。ふっ、と穏おだやかな空気が流れた。相手が咲に限らず、一いつ緒しよに過ごす人との空気を、悠大はこうしてさりげなく作るのだと感じた。

　悠大と共演したことのある俳優も、仕事を共にしたスタッフたちも、口を揃そろえて言うらしい。彼といるのが心ここ地ちいいと。

　人ひと柄がらそのものももちろんあるが、悠大の場合は人と接するスタンスの方が重要な意味を持っているように思う。

「あの、悠大さん……さっきの話なんですが。マリッジブルーになるとしたら、僕じゃなくて兄だと思います」

　一瞬、不思議そうに咲を見つめた彼は、一いつ拍ぱく置いて盛大に噴き出した。

「いやー、お兄ちゃんはマリッジブルーとは無む縁えんだろ」

「……とは、思いますが」

「だよな。ジェイのやつ、お兄ちゃんにめっろめろだもんな。あんな絵に描かいたようなバカップル、初めて見たぜ。ブルーどころか、あいつらが歩いた後にはピンクの花が咲さき乱れてるんじゃないか？」

　その場面を想像したら、咲も笑ってしまった。

　それはなんて幸せな光景だろう。
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　王太子殿でん下かは毎朝、近この衛え隊たい隊長のリヒト・龍りゆう・ヒッツェライアーと剣けんの稽けい古こをする。

　悠大も王国滞たい在ざい中は基本的に参加している。彼ら三人は同い年で生まれた日も近く、兄弟同然に育ってきた仲だ。

　晴季は歴史好きで、中でも中世ヨーロッパの無骨なかっこよさが大好きなので、『神秘の翠みどりの占うらない師』としてこの国に招かれた時から、その朝稽古に加わっていた。

　──今朝の兄さんの体調はどうかな？　レッスン続きだし、疲つかれてるよねきっと。

　以前は来らい賓ひんとして客間を与あたえられていた晴季だが、今は殿下と同じ部屋で生活するようになっている。そのため、一日の始まりに晴季の顔を見られるのは、この朝稽古だ。

　咲は参加していないが、毎朝、兄の様子を見に来ている。

　──ほんのちょっとの変化も見み逃のがさないようにしないと。

　澄すんだ空気を切り裂さく迫力の金属音が響ひびいてきて、既すでに手合わせが始まっていることを知る。

　場の空気を乱さないように静かに角を曲がると、悠大とリヒトが剣を交えている姿が見えた。

　真しん剣けんな悠大の横顔。ドキッと胸が高鳴った。映画でもなかなか観みることのできないリアルな緊きん迫ぱく感かんは、その剣が本物だということと、対するリヒトの実力によるものだろう。

　リヒトは剣の達人で、国内の剣けん術じゆつ大会でこのたび十連れん覇ぱを果たした。

　ヤーデルブルク人には珍めずらしい漆しつ黒こくの髪かみと眸ひとみで、黒地に金刺し繡しゆうを施ほどこした近衛隊の制服に身を包み、美しい黒毛の馬に跨またがっていることから、『黒の騎き士し』との二つ名で呼ばれている。

　近衛隊の隊長というとただでさえ世間の注目を集めるが、リヒトはその上、殿下と兄弟同然に育った仲だ。王族に次ぎ、王国内での彼の人気は絶大だという。

　咲も、リヒトはかっこいいと思う。しかし自分の目は、どうしたって悠大にピントが合うようにできているらしい。漠ばく然ぜんとかっこいいと認にん識しきしてはいるけれど、対戦が終わるとあまりリヒトの動きは記き憶おくに残っていないのが常だった。殿下とリヒトの対戦の時は客観的に見られるのだが。

　稽古場所に到とう着ちやくするなり彼らの手合わせに目を奪うばわれてしまったが、晴季は……と視線を巡めぐらせると、殿下が剣を手にひとりで佇たたずんでいた。晴季はいない。

　──もしかして、体調が悪いのかな……？

　晴季のことだから、殿下がいくら看病すると言っても「おれは大だい丈じよう夫ぶだから、朝稽古に行ってきて」と譲ゆずらなかったのではないだろうか。

　心配になって、そっと殿下に近寄る。咲の存在にはとっくに気づいていたようで、爽さわやかな笑え顔がおを向けてくれる。

「おはよう、咲。よく眠ねむれたか？」

「はい。おはようございます、殿下」

　殿下とは挨あい拶さつくらいならさらりと交かわせるようになったけれど、その先の会話を自分から切り出すのは、やはりまだ難しい。

　口を開いたものの、兄さんは……と尋たずねることができずにいると、青い眸がじっと見つめてきた。緊張でドギマギしてしまう。

「前から言おうと思っていたのだが」

「……は、はい？」

　何か失敗していただろうか。緊張に息を詰つめたが。

「きみもそろそろ、私を名前で呼ぶのはどうだろう？　もうすぐ義兄弟になるわけだし」

　まさかそんなことを言われるとは思ってもみなかった。目を見開くと、殿下は眸を和なごませる。

「その表情、晴季とそっくりだ」

　やけに嬉うれしそうにそう言って、クックッと肩かたを揺ゆらす。そんなにおもしろいだろうか。

　戸と惑まどうが、名前が出たので聞きやすくなった。

「……あの、兄は……？」

「あー……まだ寝ねかせている」

　やはり体調を崩くずしていたようだ。

「……もしご迷めい惑わくでなかったら、看病に伺うかがいたいのですが……」

「あ、いや……そういうあれでは……」

　珍しく歯切れが悪い。兄から「咲に心配かけないでほしい」とでも言われているのだろうか。遠えん慮りよされるのはとても淋さびしい。

　食い下がりたかったが、殿下の視線が手合わせの方に戻もどってしまったので、咲も釣つられて同じ方を見る。

　悠大とリヒトの手合わせは、ますます激しいことになっていた。重い剣を難なく片手で振ふり回す、たくましい肢し体たい。しなやかに動く筋肉、飛び散る汗あせ。呼吸は荒あらいが、肩で息はしていない。それがどれほどすごいことなのかは晴季に教えてもらった。普通は息が上がり、肩が上下してしまうのだそうだ。

　しばし動きを止めて、ふたりは睨にらみ合う。そして──。

　勝負がつくのは一いつ瞬しゆんだった。悠大が斬きり込んだ剣をリヒトが受け流し、ビシッと切っ先を喉のど元もとに突つきつけた。

「……っ！」

　切り裂いてしまったのではないかと青ざめる。それくらいギリギリの位置。

　一呼吸置いた後、ふたりは同時に動き出した。リヒトは剣を引き、悠大は悔くやしそうに「アー！」と吠ほえる。

　──悠大さん、可愛かわいい……。

　きゅんと胸が高鳴った。一瞬前までの真剣勝負とのギャップが印象的で。

「くっそー、また負けた！」

「簡単に勝たれては困る。私には殿下をお守りするという使命があるのだから」

「ふぅん？　なら、ジェイには負けてもいいんじゃねーの？」

「殿下がお望みなら、十戦に一回くらいは」

　汗を拭ぬぐいながら戻ってきたふたりに、殿下が苦く笑しようする。

「待て、龍。私の勝率は三割くらいだろう。さりげなく『今よりも打ち負かす』宣言をしないでくれ」

「私には殿下をお守りするという使命がありますから」

　しれっと同じフレーズを殿下本人に向かって言い放ってしまうリヒトに、咲は目をぱちくりさせた。悠大と殿下はなぜかウケている。

「咲、今のは龍のおちゃめ発言だから気にするな。おはよ」

「あっ、おはようございます」

　悠大とリヒトそれぞれに頭を下げる。リヒトも「おはようございます」ときっちり返してくれた。この人が……おちゃめ？　咲の目には、一分の隙すきもない生き真ま面じ目めな人にしか見えないのだけれど。

「咲も手合わせするか？」

「えっ、いえ、僕は」

　差し出された剣から後ずさり、ぶんぶんかぶりを振っていると、「知ってる」と笑われる。思わず真に受けてしまったが、冗じよう談だんだったらしい。悠大のおちゃめは分かりやすい。

「龍、次は私と対戦しよう」

　剣を取り上げた殿下に、咲はおろおろとする。

「あの、殿下、兄の看病に伺ってもよろしいでしょうか……？」

　改めて尋ねると、なぜか殿でん下かではなく悠大が噴ふき出した。

「今朝のお兄ちゃんに必要なのは看病じゃなくてひたすら睡すい眠みんだろー。なあ、ジェイ？」

　つまり寝不足ということか。もしかして夜よる遅おそくまでレッスンの復習をがんばっていたのだろうか。日本にいる間も、兄はそうして努力を重ねていた。

　殿下を見上げると……スイッ、と。なぜか不自然に視線を逸そらされる。

　その目め尻じりにうっすらと朱しゆがさしているように見えるのは、気のせいだろうか。

「おいおい、おまえ、何照れてんの？　気持ち悪わりぃ」

「この純真無む垢くな子羊の視線にさらされてみろ。おまえにも私の気持ちが分かる」

「子羊って。……確かに」

　苦笑した悠大の手が、咲の頰ほおに伸のびてきた。びっくりしているうちに、ふにっと頰を優やさしく摘つままれる。こうされるのは二度目だ。どう反応すればいいか分からなくて、ドギマギする。

「咲、歳としいくつだっけ？」

「……二十四になりました」

　悠大が僅わずかに目を瞠みはる。童顔だという自覚はある。

「六つしか変わんねぇのかよ。全然問題ないジャン。まあ、年ねん齢れいと無垢さは必ずしも一いつ致ちしないけどな」

　──むくさ？　って、なんだろう……？

　咲の頰をやわやわと摘まんだまま、悠大が身を屈かがめて耳みみ朶たぶに唇くちびるを寄せてきた。

　心臓が飛び出るかと思った。悠大の汗の匂におい、ほのかなフレグランスの香かおり。そこに色気を感じてしまうなんて。

「お兄ちゃんのことは心配すんな。単にいちゃいちゃして、婚こん約やく者様が朝まで寝かせてくれなかっただけだから」

　耳元で囁ささやかれた声に、ゾクッとした。

　動どう悸きが激しくなって、逆に思考は停止して……言葉の意味を理解したのは、たっぷり数十秒が経過してからだった。

　──…………あっ！　あ、そういう……！

　カーッと全身が熱くなる。殿下が言葉を濁にごした時点で察しなければいけなかったのに、なんて野や暮ぼなことをしてしまったのだろう。

　悠大が何を言ったのか殿下には見当がついているようで、あさっての方を向いたままだ。

　──に、兄さんと……殿下が……。……って、わーっ。僕は何を……っ！

　脳のう裏りに浮うかびそうになってしまった彼らの仲なか睦むつまじい姿を、咲は必死に追い払はらった。

　想像といっても、縺もつれ合って傾かしいでいくふたり──暗転。という一いつ般ぱん的てきな映画のワンシーンでいっぱいいっぱいだが。

「っ、し、失礼しましたっ。失礼します……！」

　悠大から慌あわてて離はなれ、殿下に向かって深々と頭を下げる。そして踵きびすを返した。脱だつ兎とのごとく逃にげる咲の背を、悠大の声が追いかけてくる。

「咲！　朝食が終わったらジェイから頼たのみがあるって！　後で迎むかえにいく！」

　晴季のことだろうか。咲は立ち止まってぺこりとお辞じ儀ぎし、再び駆かけ出した。
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　自室で朝食を摂とり終えた咲を悠大が迎えに来て、一いつ緒しよに殿下の執しつ務む室を訪おとずれた。

　室内には殿下とリヒト、それに晴季がいた。「おはよう」と微笑ほほえむ兄はどこか気け怠だるげではあるものの、表情が輝かがやいている。

　声が掠かすれていることが心配になったが、悠大が小声で「お兄ちゃんに、風か邪ぜ？　とか訊きいてやるなよ。あれも婚約者様のせいだから」と教えてくれたので、失敗を犯おかさずに済んだ。

　恋れん愛あい方面にとんと疎うとい咲は、二十四歳にもなって、なぜ「いちゃいちゃして朝まで寝かせてもらえなかった」ら「声が掠れる」のか、繫つながりが分からない。けれどそういうものらしいと知れたおかげで、兄に羞しゆう恥ち心しんを抱いだかせる質問をせずに済んでよかった。悠大には感謝だ。襟えり元もとからちらりと覗のぞいている赤い斑はん点てんのことも、突っ込んではいけないと学習している。あれは、はしかではない。

「咲、悠大、実は折り入って、ふたりに頼みたいことがある。──これを見てくれ」

　そう言って殿下がデスクに広げたのは、一枚の羊皮紙だった。

　経年劣れつ化かで変色しているものの、破損はない。保存状態がよかったのだろう。

　羊皮紙に描えがかれているのは、地図らしき絵だった。山河があり、いくつかの建物があり、そして所々に茶色い印が書き込まれている。印はすべて歪いびつな楕だ円えん形で、不ふ揃ぞろいだ。

　──なんの地図だろう……？

「なんだこれ？　王国の古地図か？」

　悠大の言葉に、彼も今初めて頼み事の内容を聞くのだと知る。

「一目で王国の地理だと見み抜ぬくとは、さすがだな」

「こう見えましても、王位継けい承しよう権を持っておりますから」

「私と同じだな」

　にやっと笑い合うふたりに、リヒトが咳せき払ばらいして懐かい中ちゆう時計を示す。あまり時間がないらしい。

「悠大の言う通り、これは王国の古地図だ。かなりデフォルメされているが、現在の地図とも特とく徴ちようは一致する」

　殿下がもう一枚広げる。それは一般的な、王国全体の現代地図だった。

　並べると、確かに山河などのポイントが重なる。

「おまえたちに、この印の場所には実際何があるのかを調べてきてほしいのだ」

「なんだそれ。国土管理院の役人どもには任せられないことなのか？」

「ああ。ここにいる五人以外には、他言無用に願う。なぜならこの地図は、我らが王国の初代国王が秘ひ密みつ裏りに残したものだからだ」

　咲は目を瞠った。殿下が『神秘の翠みどり』の力を必要としたのは、初代国王に関する謎なぞを解くためだったと聞いている。それ以上のことは教えてもらっていないが。

「ジェイにはこれが何か、だいたいの見当はついてるのか？」

「翡ひ翠すいうさぎの通路の出入り口があるのではと、考えている」

　きょとんとしてしまった。出入り口──『穴』は、王国中の至るところにあるのでは。

「そんなもん、国中にごろごろあるだろ。それに移動だってする。古地図でわざわざ調べる意味がない」

「ところが、あるのだ。実はここ最近──翡翠うさぎの出現数が異常に減っていると、複数の調査員から報告があった」

　──え？　でも中庭にはいつも通り、うさぎたちいたよね……？

「国王が非常事態として調査を始めたが、私も独自の仮説を立てて調査を行う旨むね、許可を得た。その仮説がこれだ。この古地図に記されている場所には、今も変わらず翡翠うさぎたちが多くいると私は考えた。それを確かめてきてほしい」

　殿下はそう言うが、初代王の時代から三百年は経たっている。この地図で果たして、同じ場所だと特定できるのだろうか。

「その仮説の根こん拠きよは？」

「まだ言えない」

「なんで調査を俺と咲に？」

「誰だれよりも信しん頼らいのおける『ブライダルメイト』だからだ。本当は私と晴季で調べたいところなのだが、私たちがふらふらしていて国民に見つかった時が厄やつ介かいだからな」

「あー、確かに。普ふ段だんなら、プライベートだって分かったら放ほうっといてくれるんだろうが、今はおめでとうって言いたくてたまらんだろうしなぁ」

　その光景は容易に想像できた。婚約を発表する前と後、咲はどちらも殿でん下かの案内で街に出たことがあるから。

　発表前に晴季と咲と殿下の三人で商店街に出で掛かけた時は、国民に気づかれても変に騒さわがれたりしなかった。殿下に気づいた誰もが、驚おどろきの後は喜色満面になりながらも、そっとしておいてくれた。公務の時は老ろう若にやく男なん女によ問わず大だい声せい援えんを送られている姿とのギャップに、咲は驚くと同時に、これがこの国の王族と国民が築いてきた信頼関係なのだと静かに感動した。

　だがしかし、婚約が発表された後に同じ場所へ行くと、さすがに反応が違ちがっていた。一人が思わず、といった様子で「おめでとうございます！」と口にすると……瞬またたく間に祝福の波は広がり、すごい騒ぎになってしまった。

　誰もが殿下とその婚約者に祝福を述べたくて、一定の距きよ離りは置いているもののふたりを取り囲み、次から次へとお祝いを言いに来た。咲は勢いに押されて輪の外側へと流されていった。一方、どこからともなくリヒトが私服姿で現れ、いつでも殿下に手が届く位置をさりげなく陣じん取どったのを見つけてすごいと思った。

　突とつ然ぜん始まった祝いの会はしばらく続き、最終的にはリヒトをはじめとする、駆けつけた近この衛え隊たいが治めることとなった。

　殿下がこの地図の印について密ひそかに調べたいのだとしたら、確かにあのような事態になるのはまずい。

「分かった。俺はいいぜ、引き受ける。咲はどうだ？」

「……はい。僕でよろしければ。……ただ、ブライダルメイトの方は……？」

　あまり役に立っているとは思えないが、それでも兄が助けを必要とした時にすぐさま動けることが何よりも重要だと思っている。

　晴季は落ち着いた笑えみを見せた。

「晩ごはんは、いままで通り一いつ緒しよに食べたい。咲に特別に聞いてほしいことがある日は、その時に言うよ。どう？」

　今のところ、晴季のメンタルは安定していて、自分の出番はまったくない。それならば求められていることをした方が、よほど意味のある行動に思える。

　頷うなずくと、晴季はホッとしたように微笑んだ。

「その夕食会、俺もまぜてくれよ。進しん捗ちよく状じよう況きようも報告できるし」

「ならば晩ばん餐さんは四人で摂ることを基本としよう。個人的には龍も加わればいいと思うが」

「耳だけ参加させていただきます」

　食事の際も、リヒトは常に扉とびらの傍そばで警備についている。休きゆう憩けい時間はあるのだろうかと他人ひと事ごとながら心配になってしまうが、疲つかれた様子を見せたことは一度もない。すごい人だと思う。

「ところでこれ、期限はあるのか？　超ちよう急ぎなら、咲と手分けするけど」

「これは私の独自の仮説の調査であるから、速度よりも過程と結果に重きを置いてほしい。できればふたりで行動してくれ」

「なーんか含ふくみのある言い方だなぁ」

「言葉とは聞き手の心持ちによって、いかようにも解かい釈しやくできるものだ」

　どういう意味だろう。悠大は「おまえなぁ」と苦く笑しようしているので、彼らの間では通じ合っているようだが。

「しかし一応、悠大が王国にいられる間に完かん遂すいを目指してほしい。つまり挙式までということになるな」

「ブライダルメイトとして、一応、挙式の三日後までは休きゆう暇か取ってるぜ？」

「ならば期限はそこまでだな。よろしく頼む」

　話がまとまってしまった。咲としては、さすがに式の直前は兄についておきたいのだが……。

「殿下、そろそろお時間です。晴季様もですね？」

　リヒトが懐中時計をポケットにしまう。解散だ。

「ジェイ、地図の原本の扱あつかいはどうしたらいい？」

「任せる」

「丸投げかよ」

「信頼の証あかしだ。嬉うれしいだろう？」

「大変光栄です、王太子殿下」

　テンポよく交かわされる軽口に、思わず、笑ってしまった。悠大は殿下やリヒトと話す時、本当に生き生きしている。

　執しつ務む室を出て、二手に分かれた。晴季のレッスン室まで殿下が送って、そこから公務へ行くらしい。咲と悠大は反対方向の居住エリアへ歩きだした。

「さて、俺らはまずは作戦会議か。咲の部屋、いいか？」

「はい。もちろんです」

　王宮内には数えきれないほどの客室があり、それぞれに違った特徴がある。その中から、ゲストに似合う部屋をホストが選んで宛あてがってくれるというのが、この王国の習慣だ。

　咲には占うらない師の補ほ佐さとして王国へ来た際に、殿下が選んでくれた。以降、その部屋は咲の専用となっている。

　自室に戻もどると、ちょうどメイドたちが掃そう除じを終えて出てくるところだった。

『いつも綺き麗れいにしてくださって、ありがとうございます』

　ヤーデルブルク語で礼を言うと、メイドたちは嬉しそうに『どういたしまして。召めし上がりたい茶葉がありましたら、遠えん慮りよなくお申し付けくださいね』と答えてくれる。言葉を覚えてよかったと思う瞬しゆん間かんだ。

『咲、本当に流りゆう暢ちようにしゃべれるようになったな』

　部屋に入ってふたりきりになったのに、悠大はヤーデルブルク語で話しかけてくる。少し考えて、咲は答えた。

『ありがとうございます。まだまだ未熟です。精しよう進じんします』

　なぜか悠大は噴ふき出して、咲の頰ほおを、ふにっと摘つまんだ。三度目。再会してから、やたらと悠大はこうして咲の頰を摘まんでくる。もしかして……親しみの表現だったりするのだろうか。そうだとしたら、とても嬉しい。ドキドキして困る一面もあるけれど。

『よくがんばりました』

　もっとがんばらなければいけないのは分かっているのに、悠大にそう言ってもらえると、すごく嬉しい。

　零こぼれてしまうこの笑みは、きっとにやけた顔に違いないから、咲は悠大の視線から逃にげるように俯うつむいた。

　頰を摘まむ悠大の手が、まるで静電気でも感じたみたいにビクッと離はなれる。

　驚いて見上げると同時に、悠大はくるりと体を反転させていた。

「よっし、気合い入れて始めるか！」

　顔を見ずにそう言って、窓まど際ぎわのテーブルに先に行ってしまった。咲のお気に入りの位置に配置した真しん鍮ちゆうのテーブルセットは、悠大のお眼鏡めがねにも適かなったようだ。

　咲の部屋からは、花盛りの中庭が一望できる。四し季き咲ざきの薔ば薇らをメインにデザインされた庭で、雪の時季以外は一年中、目を楽しませてくれる。こんなに癒いやされて、かつ心躍おどる眺ながめがあるだろうかと、いつも嬉しい。

　そして室内も、カーテンや敷しき布ふに白いレースがあしらわれていたり、ベッドサイドの採光窓にステンドグラスが嵌はめ込まれていたりと、咲の理想をそのまま具現化したような素す晴ばらしい部屋なのだ。

　ここを選んでくれた殿下は、魔ま法ほう使つかいではないかと思うくらい読心術に長たけていると思う。

「咲、この地図見て、何か気づくこととか気になること、あるか？」

「拝見します」

　急いで近寄り、地図を覗のぞき込んだ。羊皮紙の古地図なんて、なんだかわくわくしてしまう。

「お？　意外とこういうのも好きなんだ？」

「あ、えっと……映画みたいだな、って思って……」

　にやっと頰を上げられて、恥はずかしくなった。

「だって、『果てなき夢』とか……！」

「ああ、海かい賊ぞくの秘宝を探しにいくやつな。そういえばあの小道具、ちゃんと羊皮紙だったなぁ。羊皮紙っぽい加工の布とかで代用する現場の方が多いんだが」

　そういうものなのか。

「あ、手て抜ぬきって意味じゃないぜ？　本物っぽく作った偽にせ物ものの方が、映像では本物に見えるってことが多々あるわけ。だからその中で、あえて本物を使って、なおかつ映像でも本物に見せちまう現場は、ちょっと士気が違ったりする。あの作品は、俺もすごく思い入れがあるな」

　──よかった。僕もあの映画の悠大さん、大好きです。

　さすがに口に出すのは恥ずかしすぎるから、心の中で語りかける。

「それはさておき、何か気づいたか？」

「あっ、すみません。……えっと……」

　咲は慌あわてて地図に視線を落とす。何か……何か……と懸けん命めいに注視するが、そもそもこういうデフォルメされた形式の地図を見慣れていないので、何が普ふ通つうで何が違ちがうのかが分からない。

「…………すみません」

「とりあえず一ヶ所行ってみるか。案ずるより産むが易やすしっていうしな」

「はい」

「ちなみに一番近い印は──実は、この王宮なんだが」

「えっ」

　古地図に城は描えがかれていない。しかし現代地図を重ねると、かつての山頂の印が、今は確かに王宮になっていた。

「もしかして……あの中庭ですか？」

「ジェイの言う通りこの印が翡ひ翠すいうさぎの穴を示してるとしたら、その可能性が非常に高いな。ここを建てたのは二代目の王なんだが、その当時から、あの中庭は翡翠うさぎのためのものだと厳命されてたらしいから。初代王の指示だったとも考えられる」

　調査はひとまず次のポイントから始めることになり、悠大は現代地図の方に印の位置を書き写していった。そして古地図はスマホで撮さつ影えいする。

「古地図の原本は俺の部屋に保管するってことでいいな？」

「はい。お願いします」

「じゃ、三十分後に通用口に集合で」

　そう言うと悠大はまたしても咲の頰をふにっと摘まみ、ひらひらと手を振ふりながら部屋を出ていった。咲はへなへなと座り込む。

　気さくな悠大は素す敵てきだけれど、気さくすぎて心臓に悪い。もう少し手加減してほしい。

　──違う。僕が慣れないといけないんだ。だって悠大さんは、『身内』として接してくれてるんだから……。

　殿でん下かやリヒトとの弾はずむような会話を思い出す。あの姿が悠大の素すなのだろう。ここは悠大が何も演じる必要がない大事な場所で、だから自分がそれを壊こわしてはいけないと思う。

　心を落ち着けてから、部屋を出た。少し遠回りして、あの中庭を覗いてから通用口へと向かう。グラディウスと、その頭の上でぴょーんと跳はねるうっさー伯はく爵しやくを、遠目に見られただけでも少しほっこりした。

　待ち合わせ場所に到とう着ちやくしたのは、約束の五分ほど前だった。顔見知りの衛兵と挨あい拶さつを交わし、邪じや魔まにならないところに移動する。

　しばらくすると、廊ろう下かの向こうの方から、ぞろぞろと人々が歩いてくるのが見えた。先頭にいるのは、ちび王子を抱だいた女性──王太子殿下のすぐ下の妹殿下、マリールエッタ・カエラスティ・シュピッツェ・ヤーデルブルクだ。

　咲は姿勢を正し、王族に対する礼れい儀ぎを示す角度で頭を下げた。咲も晴季の弟として必要なマナーは、一通り学んでいる。

『やや！　さきでは、ないか！』

　舌ったらずな愛らしい声が響ひびき、妹殿下が足を止めた。後ろにぞろぞろと続いているスーツ姿の男性たちも、それに倣ならう。

　人々の視線が集中するのを感じた。緊きん張ちようで頭が真っ白になる。

『母さま、さきでしゅ！　はるっきの、おとーとだと、ジャッドおじたまが』

　ぷくぷくの頰を元気いっぱいに動かし、ちび王子が紹しよう介かいしてくれる。その愛らしさに目を奪うばわれて、咲は硬こう直ちよくするのをなんとか免まぬかれた。可愛かわいいって、すごい。咲は思う。

『お久しぶりね、咲さん。王宮での生活には、もう慣れたかしら？』

　王太子によく似た面おも差ざしの、凜りんとした美しい女性だ。咲は婚こん約やく発表前の家族同士の顔合わせで、一度挨拶をしている。

『……はい、マリールエッタ殿下』

『いやだわ、カエラと呼んでくださいませ。私たちは家族になるのですから』

　やわらかく微笑ほほえまれ、頰が熱くなってしまう。二番目の名前、カエラスティと呼ぶことを許されるだけでも栄えい誉よなことなのに、さらに愛あい称しようのカエラだ。ものすごくハードルが高い。

『母さま、さきと、もうなかよしだったのでしゅか？　ぼくが、母さまに、おしえたげよーって、おもってたのに』

　ぷくぅと膨ふくらませたちび王子の頰を、突とつ然ぜん、背後から伸のびてきた手がぷにっと押さえた。

　びっくりしてその手の主を見ると、悠大だった。いつの間にその位置につけていたのだろう。

『みんな仲良しじゃダメなのか？』

『ゆーだい！』

　ちび王子が満面の笑えみになる。大好きだと全身で叫さけんでいる。ほっぺをぷにぷにつつかれまくってもまったく嫌いやがらない。

　──あれ？　悠大さんが僕の頰をすぐ摘まむのって、もしかして……。

　ちび王子と同じカテゴリー。

　そう気づいたら、ドギマギしていた自分がおかしくなってきた。

　──なんだー……もう。

『ゆーだい、だっこ、させてやる！』

　両手を「ん！」と伸ばしてきたちび王子の突然の発言に、悠大は噴き出す。

『これ、サフィ！　抱っこしてください、でしょう？』

『いいって、カエラ。サフィに「偉い大だいなる王子よ、あなたの忠実なしもべに、抱っこすることをお許しください」って傅かしずいて遊んでた俺が悪い』

　会話に出てきた「ちび王子」のフレーズに、ドキッとしてしまう。

　案の定、ちび王子は悠大の腕うでに抱き取られてから、エヘンと胸を反らせた。

『ぼくは、「ちび王子」だからな！』

『ちょっと悠大、サフィが尊大な性格になっちゃったらどうしてくれるのよ？　ただでさえ……』

　チラッと妹殿下の視線が後続の男性たちに流れた。一いち瞥べつだけだったが、なんとなく意味深に感じた。

『大だい丈じよう夫ぶだって。ジェイも俺たちもついてるし、そもそもサフィはカエラたちの息むす子こだろ。賢かしこいさ。なー？』

　ちび王子に頰ほおずりする悠大は、子こ煩ぼん悩のうパパみたいだ。きゃっきゃと喜ぶちび王子が、少し羨うらやましくなってしまった。

　妹殿下に、側近が耳打ちする。どうやら時間がないようだ。

『慌ただしくてごめんなさいね、咲さん、悠大。またゆっくり、お食事でもご一いつ緒しよしたいわ』

『おー、いつでも声かけて。じゃ、気を付けてな』

　車寄せに横づけされていた黒くろ塗ぬりの車に乗り込むところまで見送り、後続の男性たちが何か話しかけようとしてくる寸前に、悠大は咲の手を引いた。通用口の脇わきに、大型のバイクが停とまっている。

「咲、バイクに乗ったことは？」

「えっ、ないです」

　答えた時には、スポッとヘルメットをかぶせられていた。

　顎あごをクイッと持ち上げられ、ドキッとする。息が止まるかと思った。悠大の顔が近い。ただし彼の視線は咲の顎の下、留めようとしているベルトに注がれていたおかげで、挙動不ふ審しんには気づかれずに済んだようだ。

「ほい、じゃあ乗って。俺にしっかり摑つかまって」

　運転席にひらりと跨またがった悠大が、後ろを指さす。「え？　え？」と咲はおろおろした。確かにシートは大きくて、ふたりくらい余よ裕ゆうで跨がれそうだが。

「車体が右に倒たおれたら重心は右に、左に倒れたら左に、な？　初めは怖こわいかもしれないが、ぜったいに転んだりしねぇから。俺のこと信じて」

　パチンとウィンクされてしまった。悠大のことなんて、言われなくても信じるに決まっている。

　熱に浮うかされたような夢見心ごこ地ちでシートによじ登り、広い背中におずおずと摑まった。……ら、突然、両手をグイッと前に引っ張られた。

　前のめりになる。悠大の背中に突とつ撃げきしてしまう。悠大の胴どうに回した手を、彼の腹の前で組まされた。引き締しまった腹筋に触ふれる。悠大の体温を感じる。カーッと全身が熱くなる。

「最初はゆっくり行くから。停まってほしくなったら俺の腹叩たたいて。オーケー？」

「はっ、はい」

「じゃ、出発」

　バイクが走りだした。好きな人にくっついているときめきと、初めてのバイクによる疾しつ走そう感かんに、容よう赦しやなく翻ほん弄ろうされる。

　風がびゅんびゅんと通り過ぎていく。咲はほとんどすっぽりと悠大の陰かげに隠かくれられているが、その分、悠大は空気抵てい抗こうをまともに受けている。大丈夫だろうかと心配になった。

　景色を見る余裕などあるはずもなく、懸けん命めいにしがみついているうちに目的地に着いていたらしい。

　バイクが停まった。片足を着いた悠大が体をひねり、「着いたぞ」と咲のヘルメットをポンと叩いて合図してくれる。

「あ、す、すみません」

　慌あわてて手を解く。この腕の中に彼がいたのだと、じんわり恥はずかしくなってくる。

「怖かったか？」

「……いいえ」

　強がりではない。本当に怖くなかった。いろんな意味でドキドキしまくっただけで。

「悠大さんは、怖くなかったですか？　その、後ろに僕を乗せていて」

「転がり落ちられたら怖いが、咲はしっかりしがみついてくれてたから、全然。むしろ楽しかったぜ？」

　そうなのか。それならばよかった。

　到とう着ちやくしたのは、王国立大学の敷しき地ち内だった。立派な図書館の駐ちゆう輪りん場じようにバイクを停めて、建物の裏手に回る。

「あの、僕もこんな奥まで入ってしまっていいのでしょうか？」

「へーきへーき。大学も含ふくめ、王国立の施し設せつは全国民に開放してる。それに俺たちは、なんといっても王太子殿でん下かの身内であるわけだし？　……おっ、いいとこに職員発見」

　悠大はそう言うと、スーツに身を包んだ女性に向かって一直線に進んでいく。咲も慌てて後を追った。

『やあ、今いいかな？』

『っ！　フランシス様……！』

　女性が目を見開き、悠大のファーストネームを口走る。日本ではあまり馴な染じみがないが、海外ではむしろ「フランシス・佐原」という名前で認にん識しきされているらしい。王宮でも、親しい人たちだけが「悠大」と呼ぶ。

　騒さわがれるのではないかと心配した。けれど彼女は興奮に瞳ひとみを爛らん々らんと輝かがやかせながらも、黄色い声を上げたりしなかった。

『きみ、学内の地理に詳くわしい？』

『はい！　総務課なのでっ。ご視察ですか!?　 ごごご案内しましょうか!?』

『サンキュ。でも単なる散歩なんだ。この辺に翡ひ翠すいうさぎの穴ってないかな？』

　──えっ！　訊きいちゃっていいの？

　内密に調査するのではなかったのだろうか。狼ろう狽ばいする咲をよそに、話は進んでいく。

『何ヶ所かあります。でも最近、あんまり翡翠うさぎを見かけないんです……。学生たちとも淋さびしいねって話してまして』

『そうなのか？　残念だな……親しん戚せきの子に見せてやりたかったんだが』

　チラッと視線をくれるから、咲は慌てて会え釈しやくした。

　親戚の子という表現が、じわじわとおもしろくなってくる。

『仕方ない。またの機会にするか……』

『あのっ。もし見られる可能性があるという程度でよろしければ、一ヶ所だけ心当たりがあります。ちょっと奥の方まで行かないといけないので、お時間があればですが……』

　他ほかでは見られなくなっているのに一ヶ所だけというところに、殿下の仮説を連想した。

『この先に、裏山に入る道があります。古ふる井い戸どに行き当たるまで道なりに進んでください。その傍そばに穴があるはずです。今も裏山の方からはポツポツと跳とんでくるので、そこからだと思うんです。……うさぎが見つからなかったら、申し訳ありません』

『見られたらラッキーのつもりで、せっかくだから散歩してくるよ。教えてくれてサンキュ』

　礼を言って別れてからも、女性は見送ってくれる。裏山への道に入って姿が見えなくなるまで、ずっと。

「……今の方、悠大さんのファンでしたよね」

　雑木林に切り拓ひらかれた一本道を歩きながら、咲は我が慢まんできずにそう言った。

　なんとなく彼女に仲間意識を覚えて、そして自分だけが悠大の近くにいさせてもらえることが少し申し訳なくて。

「ん？　そうか？」

「だってあんなに嬉うれしそうな表情……」

「あー、あれはどっちかっていうと、王族への態度だろ。王国の中での俺は、有名俳優より王族の扱あつかいだからさ。基本的にみんな、ジェイに対する時と同じように接してくれる」

　それはつまり、プライベートだと分かるとそっとしておいてくれるということか。

　以前、殿下に対して王国民がそのように接する場面を目まの当たりにして、すごい信しん頼らい関係だと感動したことがあった。

　それが世界的俳優の悠大にも当て嵌はめられるのだとしたら、この国の人々にとって王族とは、咲が考えているよりずっと尊い存在なのかもしれない。

　しみじみと感動を嚙かみしめていると、なぜか悠大が物言いたげな表情で咲をうかがってくる。なんだろう。必死に考えていると。

「有名俳優とか自分で言うなーってツッコミ待ちだったんだが」

　と悠大が苦く笑しようした。

「え？　……だって、悠大さんは有名俳優ですよね？」

　どこに突つっ込む余地があるのだろうと首を傾かしげたら、悠大はワッと両手で顔を覆おおった。

「天然コワイ……！」

　何か失礼なことを言ってしまっただろうか。おろおろするが、今度は笑われる。悠大はなぜか上じよう機き嫌げんのようで、歩きながら咲の頰をむにむに摘つまんできた。

　鼓こ動どうが跳はねたけれど、これはちびっこ扱いだと呪じゆ文もんのように唱えて平常心を心がける。

「……すみません。会話を理解するのが遅おそくて……」

　人付き合いを積極的にせず周囲の人たちに甘えてきたせいだと反省した。それなのに。

「なんで謝る？　それが咲のペースってだけだろ？」

　不思議そうに返されて、咲は目を瞠みはった。

「……でも、苛いら々いらしたり、つまらなかったりしませんか？」

「なんだそりゃ。会話は交流の手段であって、エンタメじゃねぇだろ。そういうの求めてくる奴やつがいたら、エンターテインメント舐なめんなって言ってやれ」

　目から鱗うろこがボトボトと落ちていく。そんな考え方があったとは。

　咲はものすごい衝しよう撃げきを受けているというのに、悠大はさっさと先に歩いていってしまう。むしろ自分の歩調が遅くなっていたのだと気づいて、慌てて追いかけた。

　そこから先は特に話もせず、小道を進んでいく。

　悠大は何かを考えているようで、時折スマホの位置情報を確認したり、撮さつ影えいした古地図の画像を呼び出したりしていた。とても集中していることが、真剣な横顔から伝わってくる。思考の邪じや魔まをしてはいけないと、咲は黙だまってついていく。

　十分ほど歩いただろうか。突とつ然ぜん、小道が川に寸断された。

　川かわ幅はばは四メートルほど。向こう側に道が続いていて、川の中に数ヶ所、橋はし桁げたらしき残ざん骸がいが認められた。どうやら橋が架かかっていたのが、何らかの事情で壊こわれてしまったらしい。

　どうやって渡わたるのだろう……と考えていたら。

　前まえ触ぶれもなく、悠大がトッと地面を蹴けった。そして川の中の橋桁や石の上を、器用にジャンプし続けて、瞬またたく間に川岸に渡ってしまった。

　──すごい！

　あまりの軽かろやかさに、かっこいい、と見み惚とれたのも束つかの間。

　なんと悠大はこちらを一度も振ふり返ることなく、そのまま小道の続きを歩いて行ってしまう。

　──え？　……ええ!?

　あまりにもびっくりして、立ち尽つくしてしまった。悠大の背中が見えなくなって、こんなことをしている場合ではないと慌てて周囲を見回した。

　やはり橋らしき物はない。そして悠大と同じ渡り方ができるような運動神経は持ち合わせていない。ならば川の中を歩いて渡るしかない。

　水深は、咲の膝ひざほどもなさそうだ。流れも速くない。これなら渡れる。

　滞たい留りゆう物で怪け我がをする危険性を考えると裸足はだしにならない方がよさそうだが、この先を濡ぬれた靴くつで進むのは厄やつ介かいだろう。

　迷いは一いつ瞬しゆんだった。咲はズボンを膝の上まで折り返し、靴と靴下を脱ぬいで持った。

　一歩目を踏ふみ出すと水の冷たさに、ひゃっと身を竦すくめた。さすが山の水。おそらく雪解け水が地下水となり、染しみ出したものだろう。

　転ばないように慎しん重ちように、二歩目、三歩目……と歩いていると、川岸に突然、悠大が駆かけ戻もどってくる姿が見えた。

「咲！」

　慌あわてたように悠大も靴を脱ごうとしているから、咲は咄とつ嗟さに声を張り上げた。

「すぐ、追いつきますから！」

　聞こえなかったはずがないのに、悠大は裸足になってズボンをたくし上げると勢いよく川の中に入って来た。あっという間に目の前まで来て、咲の靴を奪うばうと、手を引いてくれた。

　申し訳ないと思いつつ、抜ばつ群ぐんの安定感と安心感に、甘えることにした。

「悪い！　本当にごめん！　わざとじゃないんだ」

　川岸に着くなり深々と頭を下げられて、きょとんとした。

「足、寒いよな。何か拭ふくもの……クソッ、何もねえ」

　パタパタとポケットを探した悠大は、チラッと靴下を一いち瞥べつしたが、却きやつ下かしたらしい。おもむろにシャツを脱ぐような体勢を取った。そして本当に脱ぎかける。

「ゆっ、悠大さん！　僕、ハンカチ持ってます！」

　慌てて止めると、情けなさそうな表情で見つめられてしまった。

「……マジでごめんな」

「あの、どうして謝るんですか？　僕の方こそ、もたもたしてしまってすみません」

　ハンカチを出してきて、「はい、どうぞ使ってください」と悠大に差し出したら、彼はそれを受け取ると、あろうことか咲の足を拭き始めた。

「えっ、えっ……!?」

　あまりのことに咄嗟に反応できずにいると、咲の両足をきれいに拭ぬぐってくれてから、ようやく「借りるな」と断って自分の足を拭きだした。

　──悠大さんに……足を……！

　なんということをしてしまったのかと、羞しゆう恥ちと後こう悔かいに苛さいなまれる。

　しかし悠大は悠大で、何やら悔くやんでいる様子だ。

「……幻げん滅めつしたか？」

「え？　……え、と？」

　一体何に幻滅するというのだろう。

　戸と惑まどいながら見上げていると、悠大はばつが悪そうに視線を逸そらして口を開く。

「……俺はどうも気き遣づかいとかが苦手な性質みたいだ。気になることに集中すると、それだけしか見えなくなっちまう。だから本当に、わざと置いていったわけじゃねぇんだ」

「えっ、そんなの、えっと……」

　言いたいことが一いつ斉せいにいろいろと思い浮うかんで、喉のどで渋じゆう滞たいを起こしてしまったようだった。こんな現象は初めてだ。

　咲は焦あせった。早く何か言わなければいけないと思った。するとさらに喉が詰つまる。それは昔の、声が出なかった時の感覚と似ていた。一瞬、胸がひやっとした。けれどすぐに脳のう裏りに声が響ひびいた。──『それが咲のペースってだけだろ？』──ついさっき悠大がくれた、雷かみなりのような衝撃を伴ともなった言葉。

　すると、詰まっていた喉がすうっと通るのを感じた。ミントティーを飲み込んだ時のような爽そう快かい感かん。

「……あの、悠大さんほど、人に対して細やかに心を砕くだかれる方はいないと、僕は思います。僕だって初めてお会いした日から、とても気遣っていただいていますし……感謝してます」

　まだ晴季と殿でん下かが恋こい人びとになる前のことだった。

　今は見慣れた顔ぶれとなった五人でいたところ、晴季が部屋を飛び出して、それを殿下が追って、そうなると当然リヒトもそちらに従い、咲は悠大とふたりきりで取り残された。

　一方的に好きで、好きで、乳児期の作品から遡さかのぼって網もう羅らしているなんて、ただの一ファンでいるうちは問題なくとも、知り合ってしまったらストーカー行こう為いに分類されてしまうのではないだろうか。そんなことを考えて密ひそかにパニックに陥おちいっていた咲に、悠大は普ふ通つうに話しかけてくれて、彼のペースに巻き込んでくれて、映画の撮影秘話などを聞かせてくれた。

　人見知りの自分には信じられないことに、悠大とふたりきりでお茶を飲んで、ランチまで摂とった。緊きん張ちようで食べ物なんて喉を通らないだろうと思っていたのに、いつも以上に美味おいしく感じた。

　それはすべて、悠大の心遣いのおかげだ。絶対に間ま違ちがいない。

「買い被かぶりすぎだって。それは単に、俺が咲に興味を持ったからだ。俺は人間が好きだから、誰だれかと話す時はだいたいその人に興味を持って集中してる。だから気遣いができるみたいに勘かん違ちがいされちまうんだが……実際はただの自己中だ。あんまり過大評価してると、幻滅したー、なんであんな人のファンだったんだろーって嘆なげくことになるぜ？」

「ならないです」

　即そく答とうしていた。考えるより先に、言葉が飛び出していた。

　するとなぜか悠大は、困ったように苦笑する。

「一いつ般ぱん論として聞いてくれ。あのな……大ファンだからこそ過大評価して、理想の枠わくにがっちり当て嵌はめて、現実の俺がそこから少しでもはみ出ようものなら『幻滅した』って一転して大だい嫌きらいになる……そんなこと日常茶さ飯はん事じなんだぜ？　生身の俺の人権なんて無視されることが殆ほとんどだ」

　淡たん々たんと悠大は語った。そこには怒いかりも嫌けん悪おも自じ嘲ちようもなく、ただ事実をそのまま受け入れている気がした。

「それは……淋さびしいことですね」

「どっちが？」

　間かん髪はつ容いれず問われて、言葉に詰まった。悠大なのか、ファンなのか、どちらが淋しいと思って自分は口にしたのだろう。

　けれど心の中を覗のぞき込んでみた結果は、とても無責任なものだった。

「……すみません。漠ばく然ぜんと、その事象自体が淋しいと感じました」

　悠大の気持ちも、ファンの気持ちも、想像することはできる。けれどそれは想像でしかない。しかも自分の価値観で裁さばいてしまう。ファンだと言いながら悠大を傷つける人には腹が立つし、もしも自分が悠大の立場だったとしたら、そんなことをされたら悲しくてたまらない。しかし物事はそれほど単純ではないと、咲は知っている。一方向から見ただけで、しかも勝手な想像だけで、感情に任せることが咲にはできない。だから漠然とした答えになってしまう。

　申し訳なくて俯うつむきかけた咲の頰ほおを、悠大は容よう赦しやなくむにむに摘つまんだ。そんなことをされたら下を向けなくなる。

「咲ってなんか不思議だなぁ……」

　そうだろうか。

「思考回路が俺と違いすぎるからかな」

　それなら少し分かる。咲もついさっき、悠大の考え方に目を開かされたところだから。

「……置いていったこと、怒おこってないか？」

「えっ。……えっと、そもそも、置いていかれたと思ってません。だから怒りようがありません。むしろ戻ってきていただいて、時間をロスしてしまってすみません。お役に立てなくても、せめて足を引っ張らないようについていけるよう努力します。ですから悠大さんは、どうか悠大さんのペースで進んでください。……でも、さっきみたいにはぐれそうになった時だけ、今度から、呼び止めさせてもらってもいいですか？」

　神しん妙みように申し出ると、悠大はなぜか目め頭がしらを押さえた。

「…………なんだこの可愛かわいい生き物は……」

　よく分からないことをボソボソッと呟つぶやいて、それから「よしっ！」と顔を上げる。

「俺もなるべく気をつけるが、咲も希望や不満やその他諸もろ々もろ、言いたいことがあったらなんでも言ってくれ」

「いえ、僕は…」

「ジェイも、ふたりで行動しろって言ってたしな。もしかしたらこの機会に、俺にこの性格をどーにかしろって言いたかったのかもしれねぇ」

　それはどうだろう。しかし確かに、殿下はふたりで行動するよう推すい奨しようしていた。何か意図があるのかもしれない。

　元通りに靴くつを履はいて、先に進んだ。そこからの悠大は、咲にも何度かスマホの古地図写真を見せてくれたりした。一いつ緒しよに調査しているという感じがして嬉うれしいが、足を引っ張っているのではという不安も過よぎる。

　咲は必死だと悟さとられないように気を付けながら、懸けん命めいに歩いた。やがて古ふる井い戸どに辿たどりつく。

「これだな。さっきの職員が言ってたやつ。ちなみにここの印には」

　ひょいとスマホを見せてくれる。そこには古地図に記された印と、石を円えん筒とう形に積み重ねた絵が描えがかれていた。そして横には桶おけらしきもの。

「あっ、……井戸、ですよね、これ？」

「だよな？　ってことは、ここで間違いないはず……」

　周囲を見回すが、翡ひ翠すいうさぎの気配はない。悠大は翡翠の珠たまを出してきて、手のひらに載のせると、まるでダウジングのように位置を探さぐり始めた。

「……もしかして、特別な力を持った翡翠なんですか？」

「『神秘の翠みどり』みたいに？　ないない。まあ、俺の母親が前国王から賜たまわったものだから、特別っちゃー特別だが」

　前国王ということは、殿下の祖父に当たる人か。

「若い頃ころに、現王おう妃ひとお揃そろいでアクセサリーでも作ればいいと、ひとつずつくださったらしい。だが彼女たちは、いつか好きな人ができたらプレゼントしようと、相談して取っておいた。王妃はめでたくカフスボタンに加工して国王に贈おくったが、うちの親父おやじはどんなアクセサリーが欲しいか訊きかれた時に『きみとの結けつ婚こん指輪以外、装そう飾しよく品はいらない』っつってプロポーズしたんだと。それで感激した母親はこの翡翠のことなんてすっかり忘れちまってたらしい」

　なんて可愛らしいエピソードだろう。悠大の父親である俳優の佐原堅けん治じ郎ろうを思い浮かべ、頰が緩ゆるんでしまった。「自分、不器用ですから」と黙もく々もくと演じる姿がかっこいいのだ。どうやら素すの性格もそれに近いらしい。

「そんで加工されないまま、俺に回ってきたわけだ」

「悠大さんは、何かアクセサリーにされるんですか？」

「いつかな。俺も『好きな子ができたらアクセサリーにしてプレゼントしなさい』って譲ゆずり受けたから。エンゲージリングにでもするかな～？」

　ズキッと胸が痛んだ。

　いつか、きっと遠くない未来に、悠大の隣となりには素す敵てきな女性が並ぶのだろう。過去にも交際報道が何度かあったし、結婚秒読みと言われていたこともある。どのお相手も、華はながあって美しい女性ばかりだった。

　そのたびに少し淋しい気持ちにはなったが、こんなふうに苦しくなったりはしなかったのに。

　──これが、恋ってことなのかな……。

　悠大の幸せを、ちゃんと祝福できるファンになりたいと、強く思う。

「まあ、その場になってみなけりゃ分からんが。俺、大事なものほど独どく占せんするタイプだから。よっぽどの相手じゃなけりゃ、これは贈らねぇだろうなぁ。一生、翡翠うさぎにしか触さわらせてやらねぇ可能性もある。……ほら来た！」

　悠大が示した方を見ると、ぴょーん、ぴょーんとうさぎたちが跳はねていた。幅はばはあるが方向は同じだ。

　悠大がそちらへ歩き出す。雑木林を分け入る後に、咲も続いた。

「おっ、発見。そこに穴がある」

　いくらも進まないうちに、大きな樹きの根元に空いた穴を見つけた。うさぎが飛び出してきたので、翡翠うさぎの出入り口で確定だろう。

　悠大の手のひらには、すでにもこもこ状態に翡翠うさぎたちが乗っていた。そこにさらに一羽わ、また一羽と跳とび乗ってくるから、零こぼれ落ちて、また果か敢かんにジャンプして、可愛いとしか言いようがない。

「ざっと見て十五羽前後か……ここから続く通路は生きてるってことだな」

「はい。……あの、木の根が穴を避さけるように急に曲がってるので……もしかしたらこの樹よりも穴の方が先にあったんでしょうか……？」

「お、ほんとだな。それだけ頻ひん繁ぱんに出入りし続けてるってことか」

　悠大は位置情報を取り、穴を撮さつ影えいして、翡翠の珠をしまった。しまう直前に手のひらに乗ったうさぎたちを咲の手にぽとぽと落としてくれたから、もふもふのおこぼれに与あずかれてしまった。

　王宮の中庭にいる子たちとまったく同じで、翡翠がなくなると興味を失ったように一いつ斉せいに去っていく。この関係は本当に不思議だ。

「よし、次行くか」

　道を戻もどり、川まで来ると、なんと悠大に担かつぎ上げられた。抱だっこというより荷物のように。そして悠大はひとりの時とほとんど変わらない軽かろやかさで橋はし桁げたや石の上を移動し、瞬またたく間に渡わたり切ってしまった。すごすぎる。

　トン、と下ろされて目を白黒させている咲に、なぜか悠大は、にやっと笑う。

「びっくりした？」

　こくこく小刻みに頷うなずく。

「幻げん滅めつした？」

　ぶんぶんかぶりを振ふる。言葉なんて出てこない。

「咲、マジでうさぎみたいだなぁ」

　ピタッと止まって首を傾かしげる。それはよく分からない。

　翡翠うさぎほど小こ柄がらではないし、すばしっこくないし、髪かみも目も黒色で、何ひとつ共通点が見いだせないのだが。

　続きの言葉を待って悠大を見つめると、ふっと微笑ほほえまれた。そして頰を摘ままれる。

　ドキドキと鼓こ動どうが速まった。この人が好きだと、触ふれられるたびに思う。悠大の手にそんな意図はないと分かっているけれど。

　特になんの説明もなく手は離はなれ、悠大は歩き出した。咲も続く。

　バイクに戻り、再び跨またがった。次に到とう着ちやくしたのは、街外れの水車小屋だ。

　かつては小麦を碾ひいていた施し設せつで、今は記念館の扱あつかいで保存されていた。代々、国王の直ちよつ轄かつだったらしい。

　水車小屋の傍そばにも古いものだと分かる翡翠うさぎの穴があり、ぴょこぴょこと愛らしい姿を確かく認にんできた。

　こちらは人目がちらほらとあったため、大っぴらに翡翠を出しておびき寄せることはできなかった。翡翠うさぎがヤーデルブルク産の翡翠に反応することは、一部の人しか知らない秘密だから。

　次のポイントに向かう前に、悠大の馴な染じみのカフェでランチを摂とった。王国産の野菜と川魚をふんだんに使った郷土料理は、頰がとろけるような美味おいしさだった。

「このお店って、地図のどこになりますか？　今度、弟を連れてきてあげたくて……」

「ああ、末っ子？　充希だっけ？」

「はい。まだ学校があるので一緒に来られなかったんです。毎日電話してるんですが、ずっとじりじりしてます。早く来たくって」

「やんちゃで可愛いってジェイに聞いた」

「ありがとうございます！　自じ慢まんの弟なんです」

　我が慢まんしようとしても、にやけてしまう。家族を褒ほめてもらえることが何よりも嬉しい。

「お。咲が『お兄ちゃん』の表情してる。初めて見た」

「え？　……そうですか？」

　何が違ちがうのだろう。自分では分からず、頰ほおを触ってみる。思いがけず悠大に摘つままれた時のドキドキが甦よみがえってきて、恥はずかしくなってきた。

「なんでそこで照れんだよ」

「えっ、ええと……」

　真相なんて言えない。

「他ほかには？　どんな顔があんの？」

　と、訊かれても。そもそも『お兄ちゃんの表情』というものさえも分からないのだが。

　咲は困っているというのに、悠大はなぜかどんどん楽しそうになっていく。

　──もしかして、悠大さんって……ちょっといじめっ子？

　目上の人に向かって「子」はないだろうと思いつつ、それ以外の表現が見つからない。

「俺、咲のいろんな表情が見たい。迷めい惑わくか？」

　そんなわけがない。人間が好きだという悠大だからこその科白せりふだと分かっているが、興味を持ってもらえるなんてものすごく嬉うれしい。

　必死にかぶりを振ると、悠大の眸ひとみが優やさしくなった。ドキッとする。それは映画の中で、特別な相手を見つめる目によく似ていた。

　ランチの後に行った三つ目の印の場所は、古地図上では一帯が緑だったが、現在は王国立の植物園になっていた。

「目印の絵、俺には水たまりに見えるんだが」

　悠大が見せてくれたスマホ画面には、確かに水たまりにしか見えない絵が表示されている。

「……泉のようなものでしょうか？」

「その案、採用。園内に泉があるか聞いてみようぜ」

　方針が決まると、悠大は一直線に向かっていく。足あし出で纏まといにならないように、咲は懸けん命めいに追いかける。

　案内窓口で質問すると、やはり職員は悠大を見るなり『フランシス様！』と歓かん喜きの表情を見せるが、騒さわいだりしなかった。園内パンフレットに、いくつかの泉の場所を書き込んでくれた。

『この一帯は、ローマ帝てい国こく時代以前から、至るところにこんこんと水が湧わき出ていたんです。旅人の疲つかれを癒いやしてくれていたそうですよ』

『なるほどなぁ……。あ、ところで、園内に翡ひ翠すいうさぎの穴ってあるのかな？　親しん戚せきの子に見せてやりたくて』

　また飛び出したそのフレーズに、咲は笑いそうになりながら職員に会え釈しやくする。

『それでしたら、確実に見られるのはこの泉の傍ですね。他の場所にもありますが、ここだけは植物園ができる前からずっと、翡翠うさぎがたくさんいるポイントとして有名だったんです』

　丁てい寧ねいに書き込みをしてくれたパンフレットを受け取り、園内に足を踏ふみ入れた。

　──わぁ！　きれい……！

　真っ先に目に飛び込んできたのは、色とりどりの花々。この季節にもこんなにたくさんの種類の花が咲さくのかと心が躍おどる。

　植物園は大きく三つのエリアに分かれていた。花、草木、温室。そしてそれぞれのエリアの中で、テーマ別に小さな庭がいくつも造られている。

　悠大は職員に教えてもらった場所へまっすぐに向かっていく。すれ違う客の多くが、悠大に気づいていた。目を瞠みはったり笑え顔がおになったりするが、誰だれも目立った行動を起こさない。本当に殿でん下かに対する時と同じだった。

　──悠大さんも、王族なんだな……。

　世界的に活かつ躍やくする俳優というだけでもすごいのに、この王国の人たちにとっては敬愛する王族でもあるということが、かっこよすぎて、少し淋さびしい。

　──遠いなぁ……。

　広い背中を見つめて、咲は思った。そんな当然のことを、なぜ今さらしみじみと感じてしまうのだろう。

　目的の泉に着くと、探すまでもなく翡翠うさぎの穴は見つかった。他の客たちもそこに注目していて、うさぎたちが出たり入ったりしていたから。

　悠大が位置情報を確認し、穴の写真を撮とる傍かたわらで、咲は泉に目を奪うばわれた。

　ものすごい透とう明めい度だ。下へ手たをすると水があることに気づかず足を踏み入れてしまいそうなほど。泉の中を泳ぐ魚は、まるで空中に浮ういているようにも見える。

「瞳ひとみがキラッキラしてる」

　突とつ然ぜん、傍らで悠大の声がして、咲はビクッと身を竦すくめた。

「あっ、すみません。なんのお手伝いもせず……」

「充じゆう分ぶん手伝ってもらってるぜ？　こんなとこに俺ひとりで来たら、よっぽど暇ひまなのかと思われるじゃねぇか。咲が一いつ緒しよにいてくれると街案内してるように見えるだろ？」

　そういうものだろうか。本気で考え込みそうになったが、これは悠大のジョークだと途と中ちゆうで気づいた。

「えっと、じゃあ、次の場所に案内していただいてもいいですか？」

「そうしたいところだが、もう一ヶ所行くには時間が中ちゆう途と半はん端ぱになりそうなんだ。初日としてはこんなもんでいいだろ。せっかくだから、園内の他の穴も確認しとこうぜ」

　冗じよう談だん返しのつもりだったが、普ふ通つうの会話になってしまった。ジョークとは難しいものだ。

　──でも、会話はエンターテインメントじゃないし。

　悠大の言葉を嚙かみしめて、咲はすでに歩き出している悠大の後を追った。

　園内の手入れをしている職員を捕つかまえて、思いつく限りの穴を教えてもらった。すべて確認していくことになり、そのうちの一つが、テーマ別に造られた小さな庭の『薔ば薇ら園』だった。

　薔薇と聞くと、やはりあの掌しよう編へん映画『秘密』を連想する。静せい謐ひつな空気感と、不思議な色を秘ひめた品種。

　──あの薔薇、ここにあるかな……？

　少しの期待に、胸が高鳴った。

　咲はあの薔薇を、積極的には調べていない。薔薇を見かけるたびに「あるかな……？」と目で探すが、検けん索さくしたり人に聞いたりしたことは一度もなかった。

　咲にとってあの映画は、あまりにも特別なものだから。

　いつか、どこかで、偶ぐう然ぜん『秘密』の薔薇に出で逢あえることを……なんとなく夢見ているのかもしれない。

　しかし薔薇のゾーンに入るなり、圧あつ倒とう的てきな華はな々ばなしさに思わず立ちすくんでしまった。

　溢あふれかえるほどの花、花、花……歩く隙すき間まがないくらい、薔薇が咲き乱れている。もちろん整備されているが、この世を謳おう歌かするように競きそって咲く花々の前では、人間の手入れなど及およばない部分があるのだと思った。

　蔓つる薔薇が作るドームも、アーチも、とても美しい。

　見み惚とれてしまったが……花々の間を縫ぬってどんどん先に行く悠大の背中に、ハッと我に返った。ぼんやりしているとはぐれてしまう。

　咲は急いで後を追った。通路に伸のびている蔓を傷つけてしまわないように避よけながら、なんとか追いつこうと必死になっていた時。

　ふと顔を上げると、アーチに巻き付いている大おお振ぶりの薔薇が目に飛び込んできた。

　ドキッとする。それは外側の花びらが白く、中央付近の花びらがピンク色だった。

　──似てる……！

『秘密』の薔薇とは明らかに違う品種だけれど。あの薔薇は、地面から生えた茎くきに一輪ずつ咲いていたから。

　けれどこれほど近い色合いの薔薇には初めて出逢った。せめて品種名が知りたいと、周囲を見回す。どこかに札がかかっているはずだ。

　──あった！　『ピエール・ドゥ・ロンサール』っていうんだ……。

　その名を心のメモ帳にしっかり記していると、不意に横から手が伸びてきて、ふにっと頰を摘ままれた。

　びっくりしすぎて跳とび上がってしまう。悠大だと、もう見なくても分かっているのに。

「悪わりぃ。そんなに驚おどろかせるつもりはなかったんだが」

　謝りながらも、肩かたを震ふるわせて笑っている。咲の驚き方がよほどおかしかったらしい。恥はずかしくて、頰ほおが熱くなった。

「……いえ、すみません。立ち止まったりして」

「それ、気に入ったのか？」

「あっ、いえ！　ちょっと、きれいだなって思っただけです。大だい丈じよう夫ぶです。行きましょう」

　悠大の脇わきをすり抜ぬけて、咲は逃にげるように進んだ。古地図から『果てなき夢』を連想したように、薔薇から『秘密』に話題が及ぶことを恐れた。

『秘密』だけは、思い入れがありすぎて気軽に話せない。

　態度が悪かっただろうかと不安になって振ふり返ると、悠大は楽しそうに薔薇の花を指先でつついていた。

　──薔薇、お好きなのかな……？

　作品の題材にするくらいだから、好きは好きだと思うが、それ以上に悠大にも何か特別な理由があったりするのだろうか。
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　その日の夕食の席。

　約束通り四人で食しよく卓たくを囲みながら、調べてきた三ヶ所の印すべてに翡翠うさぎの出入り口があったことを報告した。

「でも今朝も言ったが、こんなものいくらでもこじつけられるぜ？　調査する意味なんかあるのか？　ジェイの言う通りこれが全部翡翠うさぎの穴だったとして、その仮説の根こん拠きよってやつを教えろよ」

　悠大がそう尋たずねると、殿下はしばし考えながらフォークとナイフを進めていたが、おもむろに口を開く。

「根拠というか、さらなる仮説と言うべきか、難しいところなのだが」

「なんだそれ」

「私はあの古地図が──未み採さい掘くつの翡ひ翠すいの在り処かを示しているのではないかと考えている」

　──ええっ!?

　仰ぎよう天てんして、咲は手にしていたフォークを取り落としてしまった。カチャーンと甲かん高だかい音が響ひびく。

「っ、失礼しました……！」

「いやいや、ナイスリアクション！」

　グッと親指を立てて悠大は面おも白しろがってくれるし、晴季も「気にするなよー」と笑ってくれるけれど、気を付けなければ。

　こんな失敗をしてしまうと特によく分かるようになったのが、晴季の食事姿の優ゆう雅がさだ。王太子妃ひになると、会食も仕事のうちであるため、マナーレッスンには食事関係の時間も多く割さかれているという。その成果が如によ実じつに表れていて、フォークに料理を刺さして口に運ぶという動作ひとつでも美しく見える。

　そんな兄が誇ほこらしくて……なぜか少し、淋しくなった。

「俺も心の中では、咲と同じくらいのびっくりだぜ？　おまえ、何言っちゃってんの？　ヤーデルブルクの翡翠は先の王家が私し欲よくで採り尽つくして、その挙あげ句くに亡命した。それがこの国の正史だろ？」

　先の王家に見捨てられた国民が隣りん国ごくの大公に助けを求め、暫ざん定てい的てきに治めてもらうことになった。その大公が、現在の王家の初代王だ。今から約三百年前のこと。

「正史としたのが、この最後の鉱脈を守りたいと考えている人々だったとしたら？」

「歴史は、いい意味でも悪い意味でも、その時々の権力者に都合よく書かれるものですもんね。もしもジェイの仮説が正しかったとしたら、それはこの王国の未来を慮おもんぱかったご先祖様たちの、優やさしい噓うそなんだと思います」

　歴史好きの晴季から、咲はよく『歴史ではこう書かれてるけど、実はこんな説もあるんだって』とおもしろい話を聞かせてもらっていた。そこから学んだのは、歴史に客観的事実はないと考えた方がいいということ。

　たとえば善政を敷しいた賢けん王おうでも、反対勢力が政権を取ってしまえば、たちまち極ごく悪あく非道な愚ぐ王おうだったと記されてしまう。そしてその時代を生きる人たちは真実を知っていても、時を経ると記録こそが事実だったと判断されてしまう。それが歴史の怖こわいところだ。しかし同時に、それこそが歴史にロマンを感じさせる隙すきにもなっている。

　そして記す権力が良識ある人たちの手に委ゆだねられると、こうして何かを守ることにも使えるのだと考えたら、本当に誰だれが玉座に就つくかで市し井せいの人々の運命は一変してしまうのだなと思った。

「うーん……ありえない話じゃねぇとは思うが、なんでここまでずっと隠かくさないといけなかった？　しかるべき時期に公おおやけにして、保護区にした方が安全だろ。開発する時にうっかり掘ほり当てちまう危険性だってあるんだし」

「問題はそこだ。あの地図を残した初代王は、未み来らい永えい劫ごう隠し通すつもりだったのか、それとも戦乱の世をかいくぐるための一時的な措そ置ちだったのか……今となっては分からない。そもそも本当に未採掘の鉱脈が眠ねむっている保証もない。だからこそ、読み解かなければならないのだ」

　食事をしながら交かわされているが、もしかしてこれはとてつもなく重大な任務ではないだろうか。

　責任の重さに、ふるりと身み震ぶるいした。

「ちょっと待て。この調査って、翡翠うさぎの出現数に関することじゃなかったのか？」

「そこで、根拠かさらなる仮説か難しいという話になるのだ」

「……未採掘の翡翠が眠ってるって前提で、それが出現数に関係してる可能性を考えたってことか？　……もしかして出現が減ってるのは通路の変へん換かん期かなんかか？　でもあの地図の印の場所には今も翡翠うさぎがいるって予測してたってことは……普ふ遍へん的てきな通路ってやつが存在すると、ジェイは考えたんだな？」

「その通りだ」

　殿でん下かが満足そうに、優雅に微笑ほほえむ。

　咲は戸と惑まどった。何がその通りなのかまったく分からない。理解できていないのは自分だけかと密ひそかに焦あせっていると、晴季がさくっと。

「まったく話についていけてないんですけど」

　と苦情を申し立ててくれてホッとした。……が。

　晴季を見つめた殿下の眸ひとみがあまりにも甘くて、ひゃっと視線を逸そらす。

「拗すねている晴季も愛らしい」

「ジェイ！」

　少しずつ、照れてしまう場面に遭そう遇ぐうする直前の空気が分かってきた。

　それから殿下が説明してくれたところによると、翡翠うさぎの出現数が異常に減少したことは過去にも何度かあったという。直近の記録は六十年ほど前。その時に国王の指示で結成されたのが、『翡翠うさぎ生態調査隊』だ。それ以前にも研究機関や担当部署はあったが、現在のように自由度は高くなかった。

　そして残された記録には、出現数が激減したのは多くの個体が地中で新たな通路を掘っていたと考えられることや、数ヶ月後には出現数が回復したこと、また出現場所がそれまでとは変わっていたことなどが記されていた。

　殿下は以前からその現象に興味を持ち、資料を読み込んでいたらしい。

　そこに新たに、初代王が残したあの古地図が見つかったのだ。

　何を表した地図なのか、はじめはまったく見当もつかなかった。しかし印の位置や数から、殿下はやがて、どれだけ時を経ても廃すたれることのない普遍的な通路というものが存在する可能性を考えた。

　だが、なぜそんな通路が存在するのか……そこで閃ひらめいたのが、実はまだ採掘されていない未発見の翡翠の鉱脈が眠っているのではないかということ。

　その通路は鉱脈の強い影えい響きようを受けていて、たとえるなら樹きの幹のようなもの。だから使われなくなることなどありえない。それ以外の通路は枝のようなもので、気候や気分などその時々の条件で、使われたり使われなくなったりするのではないか。

　そう仮定すると、さまざまな辻つじ褄つまが合うのだ。

　翡翠うさぎが国境を越こえた場所に生息しないというのも、その鉱脈から一定以上離はなれられないからではないかと想像できる。

　つまりあの古地図は、翡翠うさぎの普遍的な通路の出入り口を記すことで、記されていない翡翠の鉱脈の在り処かを表している──それが殿下の考えだ。

　そしてそれを証明するために、印の位置に翡翠うさぎの穴が確かに存在することを確かく認にんしたいと思っていた。

　しかし悠大の言う通り、穴など国中の至るところにある。いくらでもこじつけられてしまう……と考えていたところに、今回の出現数減少の報告だ。

　確認するなら今しかないと殿下は思った。

　けれどただでさえ多た忙ぼうな上、挙式を約一ヶ月後に控ひかえた今、自ら現地を飛び回ることはどう考えても不可能だった。

　だから悠大と咲に、白羽の矢を立てた。

「もしマジで翡翠の鉱脈があった場合、ジェイはどうするつもりなんだ？」

「正直なところ、決めかねている。現在のような平和な世の中が続くなら、観光資源として利用する道もある。だが、再び武力がものを言う時代が来ないとも限らない。その時、翡翠は争いの火種になる危険性が高い。それならば悠大の言う通り、地域一体を別の理由で保護区にして隠し続ける選せん択たく肢しもある。簡単に結論は出せない」

　あまりにも普通に語られているが、ものすごいスケールの話だ。

　咲など、自分の将来のことさえきちんと見通せずにいるのに……殿下は今暮らしている国民だけでなく、未来の国民の生活も当たり前のこととして背負っている。

　王様になる人なんだな……と、改めて思った。

　そして晴季はこれから、この人と同じ視点で、物事を、世界を、見るようになるのだ。

　それはなんて──ものすごい重圧だろう。

　今さらそのことを実感して、ゾクッと背筋が凍こおった。

　兄が王太子妃になると分かっていたはずなのに、本当には理解できていなかった。

　世間ではシンデレラロマンスだとか世紀の恋こいだとか持て囃はやされているけれど、キラキラと美しいおとぎ話ではなく、晴季にとってこれは現実なのだ。どれほどの覚かく悟ごで、殿下と添そい遂とげることを決めたのだろう。

　ずっと傍そばにいたのに、兄のことを何も知らない。その事実にショックを受けた。

「ん？　どうした、咲？」

　いつの間にか兄を凝ぎよう視ししてしまっていたらしい。

　小首を傾かしげて微笑む晴季は、とても綺き麗れいで、満ち足りた表情をしていて……もう自分が兄のためにしてあげられることなど何もないのだと、唐とう突とつに理解した。

　それくらい、晴季は王太子妃になるための素養をしっかり身に付けていた。

　──兄さん……。

　彼はもう、一いつ緒しよに育ってきた兄ではない。とても遠い人に感じた。

　その実感が淋さびしくて、それなのに……嬉うれしくて。心から祝福したいと、せつなく思った。

　──兄さんには、何も返せなかったな……。

　長男として懸けん命めいに自分たち弟を守ってきてくれた晴季に、少しでも恩返しをしたかったのに。

　けれどそれは自分の欲よくだ。必要とされていないのに押し売りすることは、かえって迷めい惑わくになる。だから、直接的なことではないけれど、この調査を全力でがんばろうと思った。

「兄さん、僕、……少しでもお役に立てるように、がんばってくるね」

「少しどころか、百人力だよ。ありがとう、咲」

　本当に百人分くらいの力を発揮出来たらいいのに。贅ぜい沢たくなことを、咲は願った。





＊　　＊　　＊






　印は全部で三十八ヶ所。初日のペースで回れたら二週間ほどで完かん遂すいできるのではと思ったが。

「そうだなぁ……首都近きん郊こうは一日に二、三ヶ所いけそうだが、ちょっと離れたこの辺になると、かなりペースダウンしそうだ」

　地図の外側を指さして、悠大はしばし考え込んだ。

「んー、泊とまりでこの辺を集中的に回れりゃかなりの時間短縮にはなるんだろうが……」

　──と、泊まり……!?

　一いつ瞬しゆん、ビジネスホテルのような小さな部屋にふたりでいて、備え付けの浴衣ゆかたを着ている想像をしてしまった。

　ここは王国なのに。浴衣はないだろう。そして悠大がそんな小さな部屋に泊まるとも思えないし、そもそも同じ部屋に泊まる必要はないのだった。自分の妄もう想そうに赤面してしまう。

「いや、泊まりは止やめとこう。俺たちはブライダルメイトだしな。夕食の約束もあるし」

　こくこくこくと小刻みに頷うなずく。

「それに俺も……開けちゃいけない扉とびらを見ちまいそうだし」

「……扉、ですか？」

　どこかに開かずの間でもあるのだろうか。怪かい談だんは得意ではない。幽ゆう霊れいだけは……たとえ幽霊でも、両親に会いたいと願い続けていた時期があるけれど。

「ん。気にするな」

　ふにっと頰ほおをひと摘つまみ。

「遠いなら遠いで、対策を取ればいいだけだ。任せとけ」

　と頼たのもしく請うけ負ってくれたその対策が、まさかこんなことだったなんて。

　翌朝、咲は悠大に案内されたその乗り物の前で、驚きよう愕がくしていた。

「……ヘリコプター!?　……これで、行くんですか？」

「そ。陸路だと山道をぐねぐね回ったり迂う回かいしたりで三時間はかかる街に、こいつだと一直線に三十分くらいで着いちまう。すごいだろ？」

　すごかった。

　飛び立つとすぐに王宮はぐんぐん小さくなり、山々の緑と点在する湖、そして遠目にも分かる美しい建物の街が山間にぽつりぽつりと見えるという、一大パノラマ。

　まるで映画みたいだ。けれどこれは、この目で見ている現実。

「怖こわくなさそうだな。よかった」

　離り陸りく前に装着してもらったヘッドセットに、悠大の声が流れ込んできた。ビクーッと過か剰じよう反応してしまい、違ちがうんです、と言い訳したくてあわあわと隣となりに座る悠大を振ふり向く。

　悠大は肩かたを揺ゆらして笑っていた。プロペラの騒そう音おんが想像以上に大きく、通話状態になっていないと声はまったく聞こえない。おかげで助かった。咲は思わず、いい声すぎてびっくりした、と口走っていたから。

　悠大の唇くちびるも何かを呟つぶやく。聞こえない。口の形は「あまいー」だったが、違うだろう。けれど他に当てはまる単語を思いつかない。視線で尋たずねると、ヘッドセットの通話ボタンを押して話してくれる。

「せっかく一望できてるから、今後の調査のポイントとか説明するな？」

　さっきの単語はおそらく含まれていない。特に意味のある呟きではなかったのだろうか。咲も通話ボタンを押して、「お願いします」と返した。

　それからの空の旅は、悠大の甘い声による完全独どく占せん生ナレーション付きという、あまりにも贅沢すぎるものになった。

　調査ポイントだけでなく名所案内までしてくれたため、知識としてしか知らなかった「現在のこの国の主要産業は『情報』と『研究』。特に研究の分野はいまだに、物理的に世間と隔かく絶ぜつされる立地を好む」というのが、なんとなく理解できた。なぜなら周囲を山々に囲まれた山間の街というのは、自然が天然の砦とりでになることがよく分かったから。街へのアクセスが幹線道路と空路の二択に絞しぼられるため、その気になれば街全体をゆるやかに隔かく離りできてしまう。

「二十数年前に一回あったなー。とある製薬会社の研究所から最高機密の情報が盗ぬすみ出されたって通報があって、国王権限で街を封ふう鎖さして陸路も空路も厳重に検問して、犯人があっさりお縄なわになったっていうの」

　──あれ？　その話、聞いたことがあるような……もしかして。

「ちなみにそれを元ネタにした映画には、俺も子役で出てる」

　──やっぱり！　悠大さんが研究所のエアーダクトを伝って活かつ躍やくするお話だ……！

　コクコク頷くと悠大はなぜか、少し照れたように微笑ほほえんだ。子役時代の作品を観みられていて恥はずかしかったのだろうか。そんなまさか。

　山間に点在する街の中には、「周辺諸国のセレブ御ご用よう達たしのリゾートエリア」も含ふくまれていた。

　雪解け水から成る大きな湖の岸に広がるその一帯は、上空からでさえ、あまりの美しさに息を吞のんだ。

　そこには王家の離り宮きゆうもあり、その敷しき地ち内にも調査ポイントが一ヶ所あるそうだ。

　ヘリコプターが目的の街に到とう着ちやくするまでの三十分は、あっという間のような、悠大の声を耳に注がれ続けて濃のう密みつすぎた永遠の時間のような、不思議な感覚だった。

　──一生の思い出だぁ……。

　咲はしみじみと嚙かみしめた。

　が、しかし。しみじみしていられたのはそこまでだった。

　調査に訪おとずれた街が、国境にもっとも近い観光地で、悠大がファンに見つかって取り囲まれるアクシデントが起こったから。

　王国の人たちにとっての悠大は、俳優の前に王族だ。だから街中で見かけて驚おどろいたり笑え顔がおになったりしても、そっとしておいてくれる。無ぶ遠えん慮りよにカメラを向けてくる人もめったにいない。

　ところが他国からの観光客には、悠大はまず世界的俳優だ。その上、王太子殿でん下かのはとこだと先ごろ大々的に報道された。だから王国内での王族に対する暗あん黙もくのルールなど知らなくて、悠大を見つけた人は歓かん喜きの悲鳴を上げてしまうのだ。

　そうなったらもう、一気に注目を集めてしまう。

　わっと悠大を取り囲んだ人々の手にはスマホがあり、容よう赦しやなく悠大に向けられる。写真を撮とってもいいなんて、一言も言っていないのに。

　みんな悠大のことを好きな人たちのはずなのに、どうしてこんな失礼なことができるんだろうとびっくりして、腹が立った。

　当の悠大はひょうひょうと「因果な商売だよなぁ」と笑って済ませていたけれど。その言葉に、これがこの人の日常なのだと感じてせつなくなった。

「もし今度、同じようなことがあったら、ダッシュで逃にげてください。僕がファンの人をなんとか引き留めますから」

　真しん剣けんにそう言ったのに、悠大には笑われてしまった。

「へーきへーき。対応には慣れてるから。これでも一応、俳優歴イコール年ねん齢れいだしな」

　確かに悠大の対応は、臨機応変で素す晴ばらしかった。

　それからも観光地での調査をするたびにファンに見つかってしまったが、ある時は悲鳴を上げた女性にすかさず『「遥はるかな愛」観てくれた？』と新作映画の話題を振って、不意打ちの質問に『え？』となった彼女は悲鳴をやめていたとか、一いつ斉せいにスマホのカメラを向けてきた人々には悠大もスマホを向けて互たがいに撮り合って笑って解散、とか。またある時は、わっと取り囲まれて万ばん事じ休きゆうすと思いきや、『はーい、前の人は座って～、その後ろの人は中ちゆう腰ごしね。押し合わないように、怪け我がに気をつけて～。きみが怪我すると、俺がパパラッチの餌え食じきになっちゃう』と群衆を笑わせながら指示を出し、突とつ然ぜんパントマイムを始めた。演じていたのはほんの二、三分。出し物を終えて『またね～』と手を振ると、割れんばかりの拍はく手しゆで見送られ、誰だれもそれ以上追いかけてこなかった。

　悠大は、人と対した時の場の空気を作るのがとてもうまい。

　一対一の時に感じたその印象は、これだけの人数を相手にしてもブレないということに驚いて、そして感動した。

　佐原悠大は、本当にすごい人だ。

「咲はとにかく、俺がなんかやらかし始めたら、他人のふりしてスル～っと俺から遠ざかってて。いいね？　一いつ緒しよにいると容赦なく写真撮られちまうから」

　悠大はそう言うけれど、自分だけ逃げるような卑ひ怯きような真ま似ねはできない。

「写真くらい、大だい丈じよう夫ぶです。王太子殿下の婚こん約やく者の家族として、もういっぱい写真撮られてるし、報道だってされてます」

「さんきゅ。そう言ってくれるとありがたい。たぶん俺と外で行動してる以上、隠かくし撮どりされて一緒に写っちまうことは避さけられないと思うから。でも俺がなんかやらかしてる時に撮られるのは、枚数の桁けたが違うんだよなぁ。もしもそれが大量にネットに晒さらされたら、咲は『いつも一緒にいる人』って認にん識しきされちまう。そうなると必ず『あの人は誰だ？』って話になって、噂うわさが独り歩きし始めちまう。──俺は咲を、そういうのの餌食にしたくない」

　笑みを消していつになく真剣に言われたら、「……分かりました」と頷くほかなかった。

　悠大もまた、王太子殿下とは違った方面で、とても多くの人々を背負って生きているのかもしれない。

「俺の場合は、注目してもらえてナンボだからなー。騒さわがれるのが嫌いやなら俳優なんか辞やめちまえって話だよ」

「だっ、駄だ目めです！」

　反射的に縋すがりついたら、「辞めねぇよ！」と髪かみを両手でぐしゃぐしゃされた。これは子ども扱あつかいというより、犬扱いかもしれない。しっぽがなくてよかった。振りすぎて千切れるところだった。

　そんなふうにして最大難関とも言うべき観光地のポイントもなんとかクリアできると、他ほかは地形的な困難さはあるものの、それほど大きな障害もなく着々と調査は進んでいく。

　今のところ、すべての印の場所に、翡ひ翠すいうさぎが活発に出入りする穴を見つけることができた。

　悠大はたびたび翡翠の珠たまを器用に操あやつって咲の手にもうさぎが来るようにしてくれるから、もふもふうさぎまみれになれるのがとても嬉うれしい。

　こんなふうに毎日ふたりで出で掛かけて、悠大を独り占じめして、その上うさぎたちにまで触ふれられるなんて……幸せすぎて怖くなってくる。

　これは王太子殿下に頼たのまれた調査だと頭では分かっているのに、あまりにも楽しい。気を引き締しめなければと自分を戒いましめる端はしから、悠大と一緒にいられる喜びに胸が震ふるえる。

　そして毎晩、夕食の席で兄たちに報告する時に、つい嬉しげに話してしまう。悠大のように、いつでも、どんな話でも楽しそうに話すのと、自分のようにこの話題だけにやけてしまうのはまったく違う。

　幸いにも話題は調査のことだけでなく、兄のレッスンや殿下の公務、そして挙式の準備のことなど多た岐きにわたるため、今のところ大きな失敗はせずに済んでいるが。なんとかこのまま最後まで、気を抜ぬかずにいきたいところだ。

「そういえばジェイ、この夕食会、今のところ皆かい勤きんだな。公務で週の半分は抜けると思ってたのに」

　開始から十日ほどが経たったある日、夕食の席で悠大が言った。

「妹たちの強い助言で、式まではとにかく晴季との食事の時間を第一に考えるという方針になったのだ。公務は彼女たちにできるものは手分けしてくれている」

「えっ、そうなんですか？」

　晴季も知らなかったようだ。

「ああ。もし晴季の食が細くなるようなら、心に何か抱かかえているはずだからすぐに手を打てと言い含められている。他の家に嫁とつぐというのは並なみ大たい抵ていのことではないのだからと。ましてや晴季は文化のまったく違ちがう国から来てくれた。私が全力で晴季をサポートするのは当然だし、私がそうできるように協力するのが家族だと、妹たちに詰つめ寄られたのだ」

「…………そんなの、教えてくださいよ。おれ、知らなかったから……みなさんにお礼も言えてない」

　晴季の瞳ひとみが潤うるむ。咲はそっと目を伏ふせた。

　──兄さん、よかった……新しいご家族にも、こんなに大事にされてる……。

　カエラスティ以外の妹殿下たちには、顔合わせ以来会っていない。そのため親しん戚せきになるという実感はまだあまりなかった。けれど今の話で、彼女たちに親しみを感じた。

　自分の大切な兄を、大切にしてくれる人たち──胸があったかくなって、妹殿下たちに感謝の気持ちが湧わいてくる。

「なるほどね。だから調査の報告を兼かねてとか言って、この夕食会なわけだ？　晴季の精神安定には咲が欠かせないもんな」

　え、と目を見開いた。もしも本当にそんな役割を担になえているのだとしたら、やはり昼間も晴季についていた方がいいのでは……。

「その言い方は誤解を招く。──咲、きみは晴季にとって、たとえるなら『実家』そのものなのだ」

　殿下が咲をまっすぐに見つめて、微笑ほほえむ。咲は手にしていたフォークを置いて、居住まいを正した。大事なことを教えてもらえる予感がした。

「こうして一日に一度、もっともリラックスするべき夕食の時間にきみが必ずいてくれると、晴季はとても安らげる。昼食の食事量が減っていても、夜にしっかり食べられているから体重も落ちていない」

　晴季の昼食は、以前からマナーレッスンの一部に組み込まれていたため、知らなかった。

　大丈夫かなと晴季を見ると、「……体重って」と艶つや々つやの頰ほおを赤らめている。心配なさそうだ。

「悠大の言う通り、きみはある意味で晴季の精神安定剤ざいだ。ただし常に傍そばにいてくれると……どうやら晴季は、『辻占家の長男』モードになってしまうらしいと気づいた」

　その言葉にハッとした。確かに晴季は、咲や充希が一緒にいると、自分自身のことより弟を優先してしまう。今の晴季は何よりも自分の結婚のことを考えなければいけない時期なのに。

　──もしかして古地図の調査を、わざわざこの時期に僕と悠大さんに頼んだのって……。

「そういうことかよ」

　悠大が苦く笑しようする。どうやら同じ考えに至ったらしい。

　──殿でん下かは僕を、日中だけ兄さんから引き離はなしたかったんだ。

　そんな意図にはまったく気づいていなかった。晴季も「長男モード？　なってたかなぁ？」と首を傾かしげている。

「もちろん、先に説明していたこともすべて真実だ。翡翠うさぎの出現数が激減している件について独自に調査する許可を国王からいただいているし、古地図の仮説を証明したいとも願っていた。一石二鳥……いや、三鳥……四鳥？　を狙ねらっただけの話だ。悠大次し第だいで鳥は一羽わ増える」

「おいちょっと待て」

　悠大が殿下を睨にらむ。何かあるのだろうか。しかし殿下は華か麗れいにスルーした。

「咲、きみを手て駒ごまのように動かしてしまったこと、怒おこっているか？」

　唐とう突とつにそんなことを訊きかれて、びっくりした。考えてもみなかったことだから。

「とんでもないです。単にブライダルメイトを外れろって言われるんじゃなくて、」

「外した覚えはない」

　という殿下の声に、晴季の「えっ、外れてないだろ!?」と悠大の「外れてないない」の三者三様のツッコミが重なって、一いつ瞬しゆんシンとなった後、四人で噴ふき出した。

「すみません、言い方を間ま違ちがえました。昼間はついてなくていいって言われるわけじゃなくて、他の役目を与あたえてくださって、とても嬉しいです。手駒だなんて感じるわけがありません」

　言い直すと、殿下は優やさしく微笑んでくれた。

「ありがとう。補足すると、鳥のうちの一羽は、咲が楽しめるということなのだ。引き離した咲のことを、晴季が心配になっては意味がない。離れている時間も咲が楽しくいられるという絶対の信しん頼らいが必要だった。そうすることで、晴季は自分のことだけに集中できる」

　──本当だ……兄さんの性格だと、まさしくそうなるかも。

　楽しんでしまうことに後ろめたさを覚えていたけれど、むしろ素す直なおに楽しいとアピールするべきだったのか。

「そこまでぶっちゃけていいのかよ？　咲のこと考えてるようで、お兄ちゃんのことしか考えてねーってダダ漏もれてるぞ？」

「それは困った。私としては、晴季が最優先の上で、関かかわってくれているすべての人々が大団円というところを目指しているのだが」

　その言葉に、ふと、晴季が殿下に対して行った初めての占うらないの結果を思い出した。約一年前の、初対面の時のことだ。

　晴季はあの時、『あなたが今なさろうとしていることを遂すい行こうすると、それに関わるすべての人々が幸福を得られます』と言った。

　本当に、その通りの道を進んでいる気がする。

「……え、と。殿下のお気持ちは、ちゃんと伝わっています。ありがとうございます」

「こちらこそありがとう、咲。ところで、名前で呼んでくれるのではなかったか？」

　期待に満ちた笑えみを向けられて、言葉に詰まった。約束したつもりはなかったが、確かに以前にもそう言われていた。

「試ためしに今、呼んでごらん？　『ジェイ』だ」

　晴季にもわくわくとした表情を向けられて、咲は困こん惑わくした。

　──僕なんかが……本当に、いいのかな？

　関係上は義弟おとうとになるとはいえ、なんというか、恐おそれ多い。

「ほら、咲。『ジェイ』だよ。殿下より言いやすいって。がんばって」

「……う、……あ、……ジ……」

　頰が熱くなっていく。「その調子！」と励はげまされて、咲は大きく息を吸い込んだ。

「ジェ、……ジェ、ジェ…………ジェ、イ、様」

「咲、俺のことは？　『フランシス』」

　言えた！　と思った瞬間、すかさず悠大にそう求められて、あうあうと混乱してしまった。

　悠大は、にーっこり笑っている。けれどなぜか、眼めが少し怖こわい気がした。

　──悠大さん、何か怒ってる……？

　まさか咲が「ジェイ」と呼ぶことを身のほど知らずだなんて怒ったりはしないと思うのだが。

「おまえはどちらかというと、フランシスより悠大の方が親しみがあるだろう」

「日本じゃ普ふ通つうに悠大って呼ばれてるけどな」

「ならば咲に渾あだ名なをつけてもらったらどうだ？　日本では『ちゃん』や『くん』をつけるのだろう？」

　まさか悠大のことを「ゆーちゃん」やら「ゆーくん」などと呼べと言っているのだろうか。ありえない。一体なぜ、そんな話に……と困惑する咲の傍かたわら、なぜか晴季が顔を伏せて小刻みに震えていた。

　殿下が「晴季？」と声をかけると。

「……ご、め、なさ……ジェイ様って、一歩間違えたら……じい様に聞こえるな、って思って」

　笑いをこらえてぷるぷる震ふるえながら言う晴季に釣つられて、咲も笑ってしまった。

　もう少し慣れるまで、呼び方は「ジャッド様」で落ち着いた。
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　それから数日後。

　悠大と調査に出で掛かける待ち合わせの前に、翡ひ翠すいうさぎたちのいる中庭をのぞくのが日課になっている咲が今朝も立ち寄ると、庭に面した渡わたり廊ろう下かに人が集まっているのが見えた。何かあったのだろうか。

　近寄ってみると、そこには眉まゆをひそめた数人のメイドと、スーツ姿の男性たちがいた。

　そしてその視線の先には……。

『まて～！　うしゃぎ、まて～！』

　──っ！　ちび王子！

　なんと草むらの中を駆かけ回って翡翠うさぎを追いかけ回す、ちび王子の姿があったのだ。

　スーツ姿の男性がひとり傍にいて、信じられないことに翡翠を使ってうさぎたちをおびき寄せていた。

『どうです、シエル殿下！　このパークス、翡翠うさぎどもを集める魔ま法ほうを使えるのですぞ～』

『うむ！　みごとだ！　ほめてやる！』

　はぁはぁと息を切らし、ほっぺを真っ赤にしながらちび王子は走り回る。両手をぱちんと打ち鳴らし、うさぎを叩たたこうとさえしている。

　ぴょーん、ぴょーん、とうさぎたちはすばしっこく逃にげ、ちび王子に捕とらえられる恐れはなさそうだ。しかし、そもそも翡翠うさぎを捕つかまえようとする行こう為い自体が、この国では禁止されている。

　──なんで周りの大人が黙だまって見てるの!?

　カッと腹の底が熱くなった。

　子どもだからと赦ゆるされていいことではない。ましてやちび王子は、将来この国を背負って立つことになるだろう人だ。誰だれよりも率そつ先せんして翡翠うさぎを守らなければいけない立場なのに。

　──そんなの、ちび王子がかわいそうだよ……！

　妹殿下や側近の人は近くにいないのだろうかと、おろおろと周囲を見回す。けれど姿が見当たらない。

　探しに行こうかと思った。しかしこうしている間にも、ちび王子は翡翠うさぎを追いかけ回している。

　そしてついさっき心で叫さけんだ言葉が、自分に返ってきた。──なんで周りの大人が黙って見てるの!?　と。

　──僕も、その大人のひとりだ……！

　気づいた瞬間、ショックを受けた。

　そうだ。自分はもう、部屋に引きこもっていた頃ころのような子どもではないのだ。悠大のおかげで部屋を出て、前に歩き始めることができた。家族に迷めい惑わくをかけるばかりだった頃の自分とは決別したはずだ。

　家族や、自分と関わってくれた人の役に立てる人間になりたいと、願い続けてきたはずだ。

　だったら、今こそ──勇気を出さないと。

　咲は駆け出していた。ちび王子に向かって。

『……っ、失礼します！　サフィール殿でん下か、おやめください』

　突とつ然ぜん割り込んでいった咲に、人々の視線が一いつ斉せいに集まるのが分かった。

『なっ、なんだきみは！　晴季様の弟だというだけの分際で、シエル殿下に指図するのか!?　無礼な！』

　手にしていた翡翠をサッと隠かくした男が、喚わめきたてる。高級そうなスーツを身に着けていたりと身み形なりはよさそうなのに、どことなく不快感を覚える。そしてネズミに似た特とく徴ちよう的てきな顔立ちに見覚えがあった。王太子殿下から、要注意人物だと聞かされている政治家だ。

『シエル殿下、この無礼な者は、今すぐパークスが排はい除じよいたしますので、どうぞ続きを……』

『よい！　さきは、ぼくの、しんせきなのだ！　なかよし、だぞ。さき、こっちへ、こい！』

　手招かれたので、傍そばに寄る。パークスが舌打ちをして睨んできたが、そっと視線を伏ふせて目を合わせないようにした。

　敵意を向けられるのは怖い。けれど今ここに、ちび王子に物事の善悪を教えてあげられるのは、自分しかいないのだから。

　ちび王子の前までくると、咲はしゃがんだ。目線の高さが合う。

　青い瞳ひとみはキラッキラと輝かがやいていた。悪いことをしたなんて、微み塵じんも思っていない眼だ。

『さきも、いっしょに、あそぶか？』

　手を引かれる。咲はゆっくりとかぶりを振ふった。

『いいえ。サフィール殿下、大事なお話があります』

『殿下ではない！　「ちび王子」だ』

『……では、「ちび王子」。──翡翠うさぎを捕まえてはいけない、という決まりがあることを、ご存じですか？』

　青い瞳が、まん丸に見開かれた。傍でパークスが『恐れ多い……！』と非難してくるが、今はとにかくちび王子にきちんと向き合わなければと思った。

『ぼくは、王子だぞ？』

『王子様でも同じです』

『おなじでは、ない！　ぼくは、とくべちゅだ！　なぜ、そんな、いじわるを言うのだ!?』

　ちび王子は握にぎっていた咲の手を、きたないものに触ふれたみたいに払はらった。

　ズキッと胸が痛む。この子を傷つけたいわけではないのに。

　一いつ瞬しゆん、これは自分などがでしゃばって教えていいことだろうかと迷いが生じた。……けれど、見て見ぬふりをするのは自分が嫌いやだ。小さい子に人としてのモラルを教えてあげるのは、大人として当然のことだと咲は思う。

『いじわるではありません。「ちび王子」、まず翡翠うさぎを捕まえたり、傷つけてはいけないという決まりがあることを、知ってください。そしてそのこととは別に、翡翠うさぎだからというわけではなく、どんな生き物にでも、どうか優やさしく接してあげてください。みんな、生命があるのです』

『さきは！　ぼくが！　わるいこだと、言うのか!?』

　全身で怒いかりを爆ばく発はつさせるように、ちび王子は叫んだ。顔が興奮で真っ赤になっている。

　咲はびっくりした。まさかそんなふうに取られるとは思っていなかった。

　言い方が悪かったのだろうか。一いつ生しよう懸けん命めいに言葉を探す。しかしちび王子は待ってくれなかった。

『ぼくは、わるいこでは、ない！　さきなんか、きらいだ！』

　うあーん！　と大声を上げて、ぼろぼろと涙なみだをこぼし始める。四方を囲まれた中庭に、思いがけず泣き声が反はん響きようする。

　──ど、どうしよう。泣かせるつもりなんかなかったのに……。

　おろおろして思わず周囲を見回すと、パークスが逃げるように歩み去っていく後ろ姿が見えた。庭の入り口にいた男性たちも、慌あわてたように散り散りになる。まるで関かかわりたくないと言わんばかりに。

　一瞬、心の中で彼らを責めてしまった。けれど自分も、彼らを非難できるような立場ではない。

　泣かせるつもりはなかったなんて、ひどい言い訳にもほどがある。たとえ泣かせてしまったとしても、間ま違ちがっていることは間違っていると教えてあげる覚かく悟ごも持たずに、小さい子と関わるのは無責任だ。

　咲は、きゅっと唇くちびるを結び、大泣きするちび王子に向き直った。

『ちび……サフィール殿下』

『きかないじょ！』

　涙で顔をぐしゃぐしゃにしながらも、ちび王子は突つっぱねた。

『ぼくは、ぼくはっ、……うえーんっ』

　大泣きしながら、ちび王子は両手足をバタバタさせ始めた。鬱うつ屈くつした気持ちのやり場がないのだろうか。抱だき締しめてあげたいと思った。けれど手を伸のばそうとすると叩き落とされて、むしろちび王子はひどく暴れる。

『ぼくに、あやまれ！』

　ちび王子はそう怒ど鳴なり、ザッと地面を蹴けって咲に砂をかけてきた。草が茂しげっているせいでそれほどの被ひ害がいはないが、本来ならここでも、そんなことはしてはいけないと言うべきなのだろう。けれど咲は躊躇ためらってしまった。

『サフィ！　何してるんだ』

　そこに現れたのが悠大だった。

　振り返ると、颯さつ爽そうとこちらへやってくる姿が見えた。そして同時に、いつの間にか鈴すずなりになっている野や次じ馬うまの人たちにも気づく。どうやら響ひびき渡わたる泣き声に何事かと集まってきていたらしい。

　城で働いている人たちが殆ほとんどのようだが、役割の分からない服装の人たちもいた。いつから見られていたのだろうと、頰ほおが熱くなる。

『ゆーだい！』

　わーんと泣きながら、ちび王子は悠大に抱き着いた。悠大はちび王子をひょいと抱き上げると、涙まみれの頰を指で拭ぬぐう。

　咲は慌ててポケットからハンカチを取り出し、差し出した。

『お、さんきゅ』

　悠大が受け取って使おうとしたが……『や！』と、ちび王子が拒きよ否ひする。

　咲の物だというだけで使いたくないくらい、嫌きらわれてしまったのか。胸が痛んだ。

『おいおい、どうした、サフィ？　咲と仲良しじゃなかったのか～？』

『きらい！　さき、きらい！　いじわる、するの、きらい！　ぼくは、「ちび王子」だぞ！』

　しゃくりあげながらそう言って、ぷいっと顔を背そむけてしまう。悠大の首に抱き着き、もう咲の方を見てもくれない。

『何があったんだ？』

『……え、と』

　うわーんっ！　ちび王子の泣き声が激しくなった。咲の声さえも聞きたくないのかもしれない。

『こら、サフィ。ケンカしたなら、お互たがいの言い分を聞かないといけないだろ～？』

　びっくりした。これはケンカという認にん識しきなのか。

『サフィ、母様もいつも言ってるだろ？　……っていうか、カエラは？』

　最後の問いかけは咲へ。『分かりません』と返事しただけで、泣き声が激しさを増す。咲の声をかき消そうとしているみたいに。

　しばらく悠大が宥なだめようとしたが、まったく駄だ目めだった。

『しょうがねぇ。いったんこいつ引き取るわ。悪いが咲、どこかで待っててくれるか？』

　自分の部屋、と手て振ぶりで示す。もうこれ以上、ちび王子を泣かせたくなかった。

『オーケー。咲の主張はちゃんと後で聞くから、心配すんなよ？』

　茶ちや目めっ気たっぷりにウィンクしてそう言ってくれる悠大に、咲は黙だまって頷うなずいた。

『先に出な。野次馬蹴け散ちらすのは俺に任せとけ』

　冗じよう談だんめかしてくれるけれど、すごく迷惑をかけてしまった。

　悠大の目をまっすぐ見られなくて、咲は深々と頭を下げると、庭を出るために歩きだした。

　人々の視線が自分に降り注いでいるのが分かる。怖こわいと思ってしまわないように、必死に目を伏せて人ひと垣がきを抜ぬける。──その時。

『咲！　ありがとうな！』

　悠大の声が大きく響いた。ザワッと野次馬が揺ゆれる。『ほら、やっぱり咲さんは悪くないんじゃない？』という誰だれかの囁ささやきが耳に届いた。

　もしかしてわざと大声で礼を言うことで、咲をフォローしてくれたのだろうか。この場で訊きくことはできなくて、もう一度ぺこりと頭を下げてから足早に自室に戻もどった。

　少し前に出てきたばかりの部屋は、何も変わらず咲を迎むかえてくれる。ホッとした。咲はいつの間にかこの贅ぜい沢たくな部屋を、自分の居場所だと認識していたらしい。それはとても不思議な感覚だった。

　──ちび王子、大だい丈じよう夫ぶかな……。

　親しみに溢あふれた天てん真しん爛らん漫まんな笑え顔がおと、咲を徹てつ底てい的てきに拒きよ絶ぜつするように泣いていた姿が脳のう裏りに甦よみがえり、胸が痛む。

　どうすればあんなふうに泣かせずにすんだのだろう。ちび王子を止めたことは後こう悔かいしていないけれど、もっと違う方法はなかったのかと自己嫌けん悪おに陥おちいる。

　そのまま気持ちが一直線に下降していく感覚を覚え、咲は急いで窓辺に歩み寄った。

　中庭の薔ば薇らが一望できる。血圧が一気に下がっていくようだった心もとなさが、ふっと途と切ぎれる。薔薇の花たちが朝の光の中で、ふくふくと花びらを開いてくれていたから。

　脳裏に『秘密』の薔薇を思い浮うかべる。暗くら闇やみの中から掬すくい上げてもらったあの瞬間を思い出すことで、咲は自分を少しずつコントロールできるようになった。もう昔のように内に籠こもって大事な家族に迷めい惑わくをかけることは絶対にしない。そう心に誓ちかっている。

　しばらくそうして気持ちを落ち着かせようとしていると、コココン、とリズミカルなノックの音が響いた。

　姿を見なくても分かる。このノックの仕方は悠大だ。

　急いで扉とびらを開けに行くと、案の上、そこには悠大がいた。しかしひとりではなく、ちび王子と妹殿下も一いつ緒しよに。

『よ、お待たせ。泣いてないか？』

　悠大は笑顔で、咲の頰をひと摘つまみする。そのしぐさはもう挨あい拶さつのようになっているのか。

　ヤーデルブルク語なのは、ちび王子たちにも会話が分かるようにするためだろう。

『咲さん、先ほどはごめんなさいね』

　妹殿下が申し訳なさそうに切り出す。

　慌てて部屋に入ってもらい、椅い子すを勧すすめた。けれどもうすぐ公務に出なければならないからと、立ち話になる。ちび王子は妹殿下のスカートの陰かげに隠かくれるようにしがみつきながら入ってきた。もう泣いていないことに、ひとまずホッとする。

『私と側近が急用で外した隙すきに、サフィが部屋の外に出てしまって……馴な染じみのメイドがついていてくれたのですけれど、彼女は助言はできてもサフィを制止する権限がないの。廊ろう下かで待ち構えていた人たちにサフィが唆そそのかされてついていくのを、後からついていって見守ることしかできなかったのですって』

　自分は魔ま法ほう使つかいだとちび王子に言っていた政治家のことを思い出す。

　王宮で働いている人にとって、彼のような存在は非常に厄やつ介かいに違いない。意見しようものなら目の敵かたきにされたり、最悪、職を奪うばわれたりする危険性があるのだろう。

『サフィの愚ぐ行こうを注意してくれて、本当に感謝します』

　ゆっくりと頭を下げられて、咲は慌あわてた。

『そんな、とんでもないです。僕の言い方が悪かったみたいで、たくさん泣かせてしまいましたし……』

『そのことについても感謝しています。咲さんはサフィの愚行を止めてくれたばかりでなく、癇かん癪しやくを起こしたこの子に決してあやまらなかったと聞いたわ。今、この子の周りで、そんなふうにできる人がどれだけ少ないか、私はよく知っているの』

　ドキッとした。それはつまり、次期王太子と目されるようになったことで、ちび王子のご機き嫌げん取とりをする人ばかりになってしまったということだろうか。

『咲さんがよければ、その理由を、この子に教えてやってくれないかしら？』

　妹殿下がそう言うなり、ちび王子はますますスカートの陰に隠れてしまった。

　泣きやんではいても、やはりもう咲の声は聞きたくないのだろうか。母親に叱しかられて、いやいやついてきたのかもしれない。それでも──伝えたいと思った。精せい一いつ杯ぱい、伝えなければいけないと思った。

　そっとその場にしゃがみ、咲はちび王子を怯おびえさせないように、ゆっくりと言葉を選んだ。

『「ちび王子」』

　あえて愛あい称しようで呼びかける。スカートを握にぎる手がビクッと跳はねた。

『……ジャッド伯お父じ様のこと、好きですか？』

　続けてそう尋たずねたら、少しの沈ちん黙もくの後、そろり……とスカートの陰から、ちび王子が少しだけ顔を出してくれた。

　片方だけのぞいた青い瞳ひとみが、咲の目を見つめる。そこに怯えはなかった。怒いかりや癇癪などという、激しい感情も見当たらない。ただ、どうしてそんなこと訊きくの？　と尋ねているように見えた。

『ジャッド伯父様のような、立派な王太子に、なりたいですか？』

『なりたい』

　愛らしい声が即そく答とうする。答えてくれたことにホッとした。

『僕もあなたに、立派な王太子になってほしいです。そのためにまずは、ひとりの人間として、思いやりをもった人になってほしいな……って思いました』

『ぼくは、おもいやりを、もっているぞ？』

　主張したいという気持ちからか、ちび王子がスカートの陰から完全に出てきた。咲と同じ目線で、まっすぐに向き合う。

『はい。すでに持っていらっしゃると思います。でも思いやりって、今持っている大きさで満足してはいけないものだと思うんです。育てていくものだって。……だから僕は、翡ひ翠すいうさぎを追いかけていたあなたを止めました』

　こんな言い方で伝わっただろうか。

　ちび王子はしばし、うーん……と考え込んだ。

『……ひすいうしゃぎを、おいかけるのは、おもいやりがない、ことなのだな？』

　思いやりの話とは別に、王国の法律でもあるのだが、この場で言うと話が混乱しそうだ。

『……ぼくは、わるいこ、だったのか？』

『悪い子なんかじゃありませんよ！』

　思わず、強く否定しすぎた。青い瞳がまん丸になる。

『だってあなたは、もう翡翠うさぎや他ほかの生き物を、無理に追いかけたりなさいませんよね？』

『うむ！　やさしく、せっする』

　こっくりと深く頷いたちび王子は、決意に満ちた表情をしていた。小さくても凜り々りしい。そのことがすごいと思った。

『ご立派です。そのように、間ま違ちがっていたことを改めて、自分を変えることができるのは、素す晴ばらしいことだと思います。あなたは将来、必ず、立派な王太子になられると思います』

『しょーか』

　むふん、とちび王子は満足げに笑った。

　どうやらきちんと伝わったみたいだと胸を撫なで下ろしたが。

『は！　ならば、パークスにも、おもいやりを、おしえてやらなければ』

　ふん！　と鼻息を荒あらくするちび王子に困ってしまった。

　翡翠うさぎをおびき寄せて、ちび王子に追いかけさせていたあの政治家には、あまり近づかない方がいいと思うのだが……そんな個人的な意見を言ってしまっていいのだろうか。彼は王宮内の開放エリアを自由に歩き回れるほどの力を持っている。咲が意見を言うことで何か不都合が生じてはまずい。

　返答に窮きゆうしていると、今まで黙だまって聞いていた悠大が隣となりに片かた膝ひざをついた。

『なあ、サフィ。パークスと話すのは、母様か、父様か、俺か、ジェイが一緒にいる時だけにしてほしいんだが、どうだ？』

『どうして？』

　つぶらな瞳が尋ねる。悠大はなんと答えるのだろう。

『どうしてなのかを、いつかサフィが自分で判断できるようになるためだ』

　びっくりした。そんななぞなぞみたいな言い方でいいのだろうか。

　人に接することがとても上手うまい悠大のことだから、子どもにも分かるように嚙かみ砕くだいた言葉で丁てい寧ねいに説明するものだと思っていたのに。

　ちび王子はまた、うーん……と考えて。

『よく、わからない。でも、ゆーだいが言うなら、わかった』

　にぱっと笑ったちび王子に、咲は小さな衝しよう撃げきを受けた。

　──そっか……全部、全部、答えをあげていいわけじゃないんだ……。

　むしろ「答え」をあげられると思っていたこと自体が、おこがましかったと気づかされる。

　ちび王子は今四歳で、自分が二十四歳だから、まるで自分の判断の方が絶対に正しいみたいに思い込んでしまっていたが、そんなわけがない。

　ちび王子と自分では、立場がまったく違う。咲の常識では思いもつかないような判断基準が、ちび王子には要求されることになるかもしれない。

　だから彼に本当に必要なのは──自分で考える力を、身に付けること。

　そんなことにさえ気づかずに、大人としてモラルを教えてあげなければなんて考えていた自分の傲ごう慢まんさが、恥はずかしくてたまらなくなった。

　──今回はたまたま間違えてなかっただけで……。気を付けよう。

　心からそう思った。しかし同時に、萎縮してもいけないと思った。一歩間違えれば、ご機嫌取りになってしまいかねない。

『さき、なかなおり、しよう』

　ちび王子が右手を差し出してきた。『はい』と握あく手しゆすると……なんと、ちび王子は咲の手を持ち上げ、ちゅっと唇くちびるを押し当てた。

　──わっ！　……キスされちゃった。　>>>♥

　殿でん下かみたいだと思った。初対面の時に晴季にそうしたのを、咲は目もく撃げきしていたから。

　もしかしてこの動作は王子様の嗜たしなみだったりするのだろうか。

『おいおい、気き障ざだな、「ちび王子」』

『おもいやり、だから』

　これもそこに含ふくめていいのだろうか。多少の疑問は残るけれど、ざっくりとした方向性は間違いない。

『ご立派です、「ちび王子」』

　そう言うと、にぱっと笑ったちび王子は、唇を尖とがらせて。

　今度は「ちゅー」と迫せまってくる。咲の顔に向かって。

　──え？　え？　これは……ほっぺを差し出せばいいのかな？

　内心で動どう揺ようしていると、横から悠大の手が伸のびてきて、ちび王子の口を手のひらで塞ふさいだ。

『ストップ、サフィ。それは早い』

『しょーなのか？　……わかった。さき、またこんどな』

「咲、遠えん慮りよなく拒こばめよ。ちびだからって容よう赦しやすんな」

　唐とう突とつに日本語でそう言われ、咲はパチパチと瞬まばたきする。

　なぜ悠大はそんなにも真顔なのだろう。もしかして王族のキスには特別な意味があったりするのだろうか。

『ゆーだい、いま、なんと言ったのだ？　じぶんだけ、さきと、おしゃべり、じゅるいぞ』

『ずるいか？　だが、今のは忍にん者じやの言葉だぞ？』

　ふお!?　とちび王子の瞳が輝かがやく。

『さき！　にんじゃのことばで、「ちび王子」はなんと言うのだ？』

　なんだろう。殿との？　主様？　……いや、若様だろうか。不意打ちの質問に、咲は考え込んだ。

『簡単に教えてもらおうなんて甘いぞ、サフィ。まずは「あいうえお」から俺と特訓だ！』

『あぃえーぅを？』

『惜おしい、もう一度！　あ、い、う、え、お』

　いきなり始まった日本語レッスンに目を白黒させていると、

『あら～、なんだかおもしろいことになっているのね？』

　と、妹殿下のくすくす笑う声が落ちてきた。

　よく考えたら、女性のスカートの傍そばに男たちがしゃがみ込んでいるという失礼な構図だ。

　慌あわてて立ち上がると、妹殿下はなぜかいたずらっぽい笑えみを浮うかべていた。

『悠大の言うように、遠慮なさらないでね？　サフィにとって、とてもいい経験になると思うから』

『……え、と？　……はい』

　語学学習のことだろうか。少し疑問に思いながらも、咲は頷うなずいた。





＊　　＊　　＊






　その日から、やたらとちび王子に出会うようになった。

　あの中庭で、居住エリアの廊ろう下かで、通用口で。

『さき～。ちび王子だぞ』

　物もの陰かげからひょこっと顔を出すちび王子のお決まりの科白せりふの語ご尾びには、ハートが飛んでいる。

　どうやらとても懐なつかれたらしいと、おこがましくも自覚するくらい、全身で好意を表してくれる。理由が分からなくて戸と惑まどったりもするけれど、咲としてはただ嬉うれしい。

　以前は民間の幼児学級に通っていたちび王子だが、次期王太子の最有力候補となってからは、王宮での個人カリキュラムがメインに変わった。そのため王宮自体には数ヶ月前からほぼ毎日通ってきていたのだが、活動エリアが違うとすれ違うこともなかった。

　ところが今は、隙すきあらば咲のところに行こうと部屋を抜ぬけ出すらしい。

　妹殿下が公務に出ている間は教育係がしっかり付き添そっているのだが、カリキュラムの休きゆう憩けい時間に『おさんぽ、いきたいな』と、きゅるんとねだられると断れないという。ちび王子は知ち恵えをつけていた。

　物陰から声をかけたちび王子は、『さき～！』と両手を広げて駆かけてくる。咲は必ずしゃがんで、目線を合わせて抱だき留める。まふっと腕うでの中に飛び込んできたちび王子からは、ミルクのような甘く優やさしい匂においがする。

『おはようございます、「ちび王子」。お母様に、ここに来るとおっしゃいましたか？』

『母さまは、ごこーむで、おとまりだ』

　咲はさりげなく周囲に視線を走らせた。

　少し後方にスーツ姿の男性が数名。パークスはいない。彼らは相変わらず隙あらばちび王子に取り入ろうとしているようだが、先日の翡ひ翠すいうさぎの一件があってから非難の目が強くなり、かなりおとなしくなっている。

　ちび王子には近々、専属の側近がつけられることになった。側近なら四六時中傍にいられるし、ちび王子の行動もある程度制限できる。現在は暫ざん定てい的てきに、王太子直属の近この衛え隊たい──リヒトの部下がひとりずつ日ひ替がわりで派は遣けんされてきている。今も壁かべ際ぎわに控ひかえていて、威い厳げんを見せつけている。近衛隊は金刺し繡しゆうがほどこされた黒い学ランのような制服を身に着けていて、人々から憧あこがれられる存在なのだ。

『さき、さき！　さきの、しゅきなものは、なんだ？』

『好きなものですか？　……家族や翡翠うさぎという答えで大だい丈じよう夫ぶですか？』

『だいじょーぶでは、ない。ひすいうしゃぎは、あげられない。おうこくの、たから、だから』

　キリッと首を振ふるちび王子に、そういう意図の質問だったのかと理解する。それと同時に、翡翠うさぎの大切さを分かってくれたのだと伝わってきて嬉しくなった。

『何かプレゼントしてくださるのですか？　でしたら…』

『あっ、あげるなんて、ゆってないぞ！　さぷらいず、だから！』

　それはもう言っているに等しいのでは。可愛かわいすぎてぎゅうぎゅう抱き締しめたくなってしまった。なんとか堪こらえたけれど。悠大がちび王子の頰ほおをつんつんしまくる気持ちがよく分かる。

『そうですね、お絵え描か……あ、薔ば薇らの花が好きです』

　小さい子が無理なく準備できるものとしてお絵描きが真っ先に浮かんだが、それではちび王子の手を煩わずらわせてしまう。むしろ物をはっきり指定した方がいいかもしれないと思い直した。

『ん、分かった』

　こっくり、頷いて、それから……ちらり、と上うわ目め遣づかいになる。

『さき、ぼくを、だっこしゅるか？』

　──……かっ……！

　倒たおれそうになった。可愛いということがこんなにも攻こう撃げき力のあることだなんて知らなかった。

　駆けてきたちび王子をこうして毎朝抱き留めてはいても、抱き上げたことはなかった。なんだか少し照れてしまう。

『……それでは、抱っこ、しますね？』

『うむ』

　なぜかちび王子がもじもじしながら頷いた、その時。

『ほーれ！　だっこじゃ～！』

　突とつ然ぜん割り込んできたのは悠大の声だった。

　咲の腕の中から、スポッとちび王子が引き抜かれる。

『ゆーだい！　はっ、はなせっ』

『放していいのか～？　ほーら』

　ぐいーんっと勢いをつけて、悠大はちび王子を頭上に放ほうり投げた。

　咲は驚きよう愕がくして目を見開く。ちび王子もピキーン！　と空中で固まり、そのまま落下……と思いきや、余よ裕ゆうで悠大がキャッチした。

『…………ぼく、とんだ！』

　我に返ったちび王子が、パアァッと笑顔を煌きらめかせる。

『さき！　見たか!?　ぼくは、いま、空をとんだ！』

　こくこく頷くと、『ゆーだい、もーいっかい！』とリクエスト。今度は空中でも笑顔全開だ。

　何度も何度も繰くり返し、きゃっきゃと遊んで息切れしてきたところに近衛兵が『サフィール殿でん下か、お時間です』と声をかける。ちび王子は満足した様子で、『さき、ゆーだい、またな！』と去っていった。

　話や遊びの内容が違ちがっても、だいたい毎日このような感じだ。

　朝にちび王子の声が廊下に響ひびき渡わたるのも、今や名物になっている気がする。

「はー、あいつ容赦ねぇ」

　両りよう腕うでをぷらぷらと振りながら苦く笑しようする悠大を、「お疲つかれさまです」と労ねぎらった。するとなぜか、ぐるっとこちらに向き直り。

「あれしきのことで疲れるようなヤワな腕だと思ってもらっちゃ困るな。まだまだ、咲のひとりやふたり！」

　そう言うなり、ガバッと襲おそい掛かかってきた。悠大の行動もたいてい予測がつかない。

　身を竦すくめた次の瞬しゆん間かん、ぐわっと体が浮き上がる。

　ひゃあっ、と叫さけんだような気がした。けれど声は出ていなかった。硬こう直ちよくした咲は、とても間近から悠大を見下ろしている。

　両りよう脇わきの下に手を入れられ、子どもみたいに持ち上げられているだけなのに……ドキドキしてたまらなくて、きっと自分は今、真っ赤になっている。

「ふははは、参ったか！　これくらいアサメシま…」

　笑顔でこちらを見上げてきた悠大が、ハッとしたように笑みを消した。褐かつ色しよくの眸ひとみに浮かんだその感情は──たぶん、後こう悔かい。しまった、と眸が言っていた。

　──まさか……僕の気持ちがバレちゃったりしてないよね!?

　顔は熱いままなのに、ザッと血の気が引く。自分が今、一体どんな表情を晒さらしてしまっているのか、まったく分からない。

「……っ、降ろ…」

「…………ックソ！」

　忌いま々いましげに悠大が吐はき捨てる。そしてなぜか抱き寄せられた。……いや、違う。ぷらりと体を持ち上げていた状態から、担かつぎ上げられるような体勢に変わっていた。あの小川を渡った時と似ているけれど、悠大の腕の力がまったく違う。そしてそのまま歩き出した。

　──ゆっ、悠大さん……!?

　バランスを崩くずしそうになって咄とつ嗟さに摑つかまったのは、悠大の肩かた。艶つややかな琥こ珀はく色いろの髪かみがすぐそこに……頰に触ふれてしまいそうな位置にある。いつものフレグランスの香かおりと、たぶんこれはシャンプーの匂い。心臓がどうにかなってしまいそうなほど、鼓こ動どうが荒あれ狂くるう。

　迷いのない大おお股またで、悠大はガツガツと前へ進む。すれ違ったメイドが目をまん丸にして振り返った。どうすればいいか分からなくて、咲は顔を伏ふせる。

　一体どこへ連れていかれるのだろう。そして何が起こっているのだろう。

　悠大を怒おこらせたというならまだしも、そのような気配はまったくなかったのに。

　困こん惑わくしているうちに、ある廊ろう下かに差し掛かっていることに気が付いた。

　両側に中世の鎧よろいが並ぶ『甲かつ冑ちゆう廊下』。まるで中に人が入っているみたいに感じるのは、甲冑のサイズや所持している武器が違ったり、直立しているものの微び妙みようにポーズがつけられていたりするためだろう。一体一体に個性がある。

　整列する彼らの間を、悠大が無言で闊かつ歩ぽしてゆく。

　ゾクッと背筋が震ふるえた。咲はこのシーンを知っていた。

　科白せりふも音楽もなく、物音ひとつない完全なる静せい寂じやくのシーンであるにも拘かかわらず、部隊全体の士気が徐じよ々じよに高まっていく……悠大が演じる部隊長が、一歩足を前に踏ふみ出すたびに。

「……『決戦の日』」

　その映画のタイトルがするりと唇くちびるから零こぼれた瞬間、ピタッと悠大が足を止めた。

　なぜか突然方向を変え、壁かべに突とつ進しんする。甲冑と甲冑の間に挟はさまるように、咲を壁に追い詰つめた。

「……っ！」

　抱き締められた。

　厚い胸むな板いたに頰を押しつけられる。しなやかな筋肉のついたたくましい腕に、包まれる。

　一体、なぜ、何が、起きているのか。分からない。何も考えられない。悠大の体温。小刻みに打ち鳴らされる力強い鼓動。そして熱い呼吸。

　こんな、まるで、映画のラブシーンみたいな……と考えたところで、心が冷えた。

　違う。これはラブシーンではない。それは登場人物がお互たがいに惹ひかれ合って、恋こい心ごころを確かめ合って、気持ちが高まって、クライマックスとなる重要なシーンだ。

　こんなふうに自分だけが好きで、好きで、一方的に与あたえてもらってばかりな関係で、そんな相手になれるわけがない。

　悠大にとって、自分は『義弟おとうと』だ。

　しかもちび王子と同じカテゴリー。

　分かっているのに……胸が痛い。

「……ゆ、だい、さ……」

　みっともなく声が震える。自分でもほとんど聞き取れないくらい掠かすれていた。

「悠だ…」

「近づきすぎねぇように、気をつけてたのに……！」

　──どういう意味？

　まったく分からなかった。悠大が今、何を考えて、その胸に何を秘ひめているのか……欠片かけらも想像できない。そのことに今さら驚おどろいた。

　──僕……悠大さんのこと、何も知らない……。

　初めてそう思った。そして逆説的に、自分が悠大のことを理解しているつもりでいたことに気づかされた。

　悠大が赤ちゃんの時から、成長をずっと見つめてきたから。映像の中の姿にしか過ぎなかったにも拘わらず、まるで本当にこの人が生きている現場に居合わせていたかのように、錯さつ覚かくを起こしていたと咲は気づく。

　生身の悠大のことなんて、何ひとつ知らなかったのに。

　咲はただ彼の俳優である成果を──仕事の面だけを見せてもらっていただけなのに、なぜか佐原悠大というひとを知っている気になってしまっていた。

　観光地で悠大に群がった人たちに腹を立てたのも、心の奥底を覗のぞいてみたら……自分は彼らとは違う、悠大のことを理解しているという勘違いの優ゆう越えつ感かんを持っていたからではないだろうか。

　そう考えたら、自分がとてつもなく傲ごう慢まんな人間に思えてきた。

　恥はずかしくて、そんな自分の嫌いやな部分をすべてこの人に見られていたのだと思ったら、彼の視界から消えてしまいたいと思った。

　けれど……視界どころか、咲は今、この人の腕の中にいる。

　いつもとまるで違う様子の悠大に接している。

　いつもと違う──それは言い換かえれば、悠大が普ふ段だん、人目に晒していない部分だということ。

　俳優として表に見せることもなく、親しい人たちに囲まれたこの王宮の中でさえ表さない、それはつまり、この人の本質にとても近いのではないだろうか。

　悠大に限らず、人は誰だれでも、ある程度の層を持っている。

　時には声一つ出せなくなってしまうような自分でさえ、占うらないの補ほ佐さとして顧こ客きやく対応をする際は、思いがけず流りゆう暢ちように話せたりするのだ。そして声を出せなくなってしまうことがあるというのは咲にとってもっとも弱い部分で、人には見せたくないと願っている。

　だから今、この『いつもとまるで違う悠大』のことを、咲は知りたいと思った。強く、強く思った。それは自己嫌けん悪おや、悠大の視界からこの恥ずかしい自分を消してしまいたいと願う気持ちをも凌りよう駕がする、強きよう烈れつな望み。

　──この人のこと、知りたい。

　咲は、そっと腕を持ち上げた。背中に回す勇気はなかったから、せめて彼の腕に、触れてみる。

　小さく、悠大の肩が跳はねた。それほど驚かれるようなことをしたつもりはなかったのに。なんだか申し訳なくなって手を離はなそうとしたら、ますます抱だきしめられる。

「……まさに、『決戦の日』だな」

　くぐもった声が落ちてきた。それはどこか笑えみを含ふくんでいた。

　ふと、あの薔ば薇らが脳のう裏りに浮うかぶ。白い花びらが幾いく重えにも重なり、中心だけが濃こく色づいていた……何色か分からない、あの色こそが、もしかしたら悠大の本質なのではないかと思った。

「…………ど、いう、……意味、ですか？」

　掠れ声の問いかけに、悠大は「んー……？」と生返事をして咲の髪に頰ほおずりをしてきた。

　心臓が壊こわれそうなくらいドキドキする。これは悠大の親愛の表現に過ぎないのに。ちび王子にしていた姿を何度も見ている。身内だから……義弟として見てくれているからなのに、どうしてもせつなくなってしまう。

「開けちゃいけない扉とびらを見ちまいそうなんてほざいてる時点で、扉なんてもう存在してんだよなぁ……って意味」

　ますます分からない。ただ、以前もその話をされたことは覚えている。あの時は、どこかに開かずの間があるのだろうかなんてトンチンカンなことを考えてしまったが、どうやら何かの比ひ喩ゆ表現だったらしい。

「……え、と。その扉って、どうして開けちゃいけないんですか？」

　抱ほう擁ようを緩ゆるめた悠大に、顔を覗き込まれた。反射的に俯うつむいてしまったが、これじゃダメだと自分を叱しつ咤たする。

　この人のことを知りたいなら、まずはちゃんと顔を見なければ。

　勇気を振ふり絞しぼって、そろり……と視線を上げる。その瞬しゆん間かん、視線が絡からんだ。褐かつ色しよくの眸ひとみが咲をまっすぐに捉とらえる。見つめ合う。息もできないくらいの緊きん張ちよう感かん。

「開けたりしたら──閉じ込めちまいたくなるだろ？」

　悠大の眸に、不思議な色が差した。それは実際の色しき彩さいではなく、感情の類たぐいなのかもしれない。ただ、確かに、今まで見たことのない色を感じた。

「なあ、……たとえば、な？　……咲は、俺に、……どこかに閉じ込められたら、どうする？」

　ごくり、と悠大の喉のどが動いた。

　この質問が、なんの比喩かは分からないけれど、適当に答えていいことではないと感じた。　>>>♥

「……え、と。それって、ものすごく狭せまい場所ですか？」

　たとえば今、甲冑と甲冑の間に挟まれて、身動きすら難しいというこの空間くらい。

「ある意味、狭い。空間的には……そうだな、咲の今の部屋をイメージしてくれ。あの部屋に、俺に閉じ込められて、俺以外の誰とも会えないとしたら……どうする？」

「え、う…………どうもしないです」

　嬉うれしいです、と咄とつ嗟さに答えてしまうところだった。直前で吞のみ込めてよかった。

　部屋に閉じ込めてもらえて嬉しいなんて、そんなのもう、恋心を告白しているようなものではないか。

　悠大はあくまで何かの比喩として閉じ込めるという表現を使っているはずなのに。

　咲は実際にあの部屋に閉じ込めてもらえるところをリアルに想像してしまった。まるで悠大に飼われているみたいだと。

「どうもしないわけがないだろ？　自由を奪うばわれるんだぞ？」

　悠大の眉み間けんに皺しわが寄る。非難するみたいに。咲の答えはまずかっただろうか。

「え、でも、拘こう束そくされるわけじゃないんですよね？　それに悠大さんには会えるんですよね？　だったら全然……僕、もともと引きこもりがちなので。さすがに身動きもできないくらい狭くて何もない場所でじっとしてろって言われたら苦しいですけど……あの部屋はとても好きですし、悠大さんが会いに来てくれるなら、僕は全然、本当にどうもしないです。むしろ……えっと、楽しいくらいかもしれないです。そういう性格なんだと思います」

　眉間の皺がますます深くなる。咲は焦あせった。何かとてつもない勘違いをしているのだろうか。

「あっ、もしかして、一生ですか？　二度と家族に会えないとかならさすがに淋さびしいし、困りますけど……悠大さん？」

　悠大の表情が歪ゆがんだ。まるで胸の中に閉じ込めていた苦しみが堰せきを切って溢あふれだしたみたいな、ひどく痛々しい……それなのに愛いとしい表情が浮かんだ次の瞬間、咲はその腕に攫さらわれていた。

「……っ！」

　抱き締しめられる。苦しいくらい。悠大の手が、もどかしそうに咲の背を這はう。搔かき抱かれる。

　頭が真っ白になって、何も考えられない。

　まるで縋すがりつかれているようだと思った。自分よりずっと大きいこの人に、なぜかものすごく抱き締めてあげたいという気持ちを搔き立てられた。

　無意識のうちに両手を伸のばす。気が付いたら、抱き締め返していた。ドキドキする。自分の鼓こ動どうだけではない。体が熱い。

「……咲……！」

　掠かすれた声で呼ばれた。泣きたくなるくらいせつない声。

　訳が分からない。悠大が何を抱かかえていて、どうしてこんなことをするのかまったく想像もつかないのに、今、ここに、この腕の中に、この人がいることだけは真実だった。

　──この人のためなら、なんだってできる。

　心の底から確信した。すべてをなげうっても構わないと思った。たとえばこの人が本当に望むのなら、部屋に閉じ込められて、悠大以外の人に……家族にも一生会えなくても、それでいいと思った。

　大切な家族より、悠大の方が大切になってしまった。これが──人を愛する気持ちなのかと愕がく然ぜんとした。

　この人が好きだ。

　きっと、もう、後あと戻もどりできないくらい。

「……僕に、できることはありますか？」

　悠大が動きを止める。しばし沈ちん黙もくが漂ただよった。そして大きく深呼吸する様子が伝わってきた。

　体が離される。ゆっくりと。

　そして見えた悠大の表情は、思いがけず静かだった。嵐あらしが通り過ぎた後の、凪ないだ水面のように。

「俺に閉じ込められる覚かく悟ごをしておいてくれ」

　なんと答えるべきなのだろう。

　はい、分かりました。とすんなり頷うなずいてしまっていいのだろうか。

　反応できずにいたら、悠大は、ふっと笑った。

「冗じよう談だんだ」

　決して冗談ではなかった。それくらいは咲でも分かる。けれどどう答えるべきかは結局見つけられなかった。

　髪かみをくしゃくしゃっと搔き混ぜられて、そのままするりと頰を撫なでられる。指で耳を挟はさんでいじられた。やけにドキドキして、気持ちよくて、咲はうっとりと目を閉じた。

「……俺がいないと立てなくなればいいのに」

　唸うなるような低い声がぼそりと吐はき出された。驚おどろいて目を開けると、悠大はやっぱり、穏おだやかに微笑ほほえんでいた。

「うん、これも冗談。……怖こわい？」

　そうやって訊きくということは、冗談ではないと言っているようなものでは。

　笑顔であることが少し怖かった。けれどその怖さは、この人から逃にげたいような類いのものではなくて、むしろもっと傍そばにいって本音を暴あばいてしまいたくなるような衝しよう動どうだった。

　だから咲は、かぶりを振る。怖くないです、と無言で伝える。

「よし、じゃあ遅おそくなったが、今日の調査に出で掛かけるか」

「……はい」

　手を引かれる。甲かつ冑ちゆうと甲冑の間から引っ張り出されたら、あっさりと手は離はなれていった。

　悠大が先を歩く。それを追いかけて隣となりに並ぶと歩調を合わせてくれる。いつも通りの悠大に戻もどっていた。

　──やっぱり、さっきのは冗談だったのかな……？

　自分だけが、恋こい心ごころを募つのらせてしまった。そんなふうに思っていた。
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　ところが、その日の夜のこと。

　いつも通り四人で夕食を摂とり終え、デザートに舌した鼓つづみを打ちつつ話をしていたところ、リヒトが「殿でん下か、お客様がいらしています。お通ししてよろしいでしょうか？」と告げに来た。そんなことは初めてだった。

「おまえが門もん前ぜん払ばらいしないような人物ということは、まさか国王か？」

　殿下の言葉に、晴季の背筋が伸びる。兄さんがんばって、と心の中でエールを送ったが。

「いえ、将来的にそうなられる可能性はお持ちですが、今は偉い大だいな王子です」

　それは、ちび王子以外いないのでは。

　時計は午後八時過ぎを指している。決して遅すぎる時間ではないが、いつもならちび王子はとっくに帰宅している頃ころだ。

「咲さんにお話があるそうです」

「え、僕ですか？」

　突とつ然ぜん水を向けられて、きょとんとしてしまった。こちらを見た悠大がなんとなく物言いたげな眼めをしている気がしたが、特に何も言われない。

「分かりました。少し失礼します」

「いや、ここで聞くといい。龍、通してくれ」

「御ぎよ意いに」

　身内だけの席でも勤務中は護衛の態度を崩くずさないリヒトは、きびきびと扉とびらを大きく開けた。

　すると、そこには──黒い蝶ちようネクタイを結んだ、ちび王子が立っていた。

　キラキラと黄金色に輝かがやく髪と美しいサファイア色の瞳ひとみが漆しつ黒こくのタキシードに映はえる。しかもなぜか、両手に抱えきれないほどの真っ赤な薔ば薇らを抱えていた。

　一体これは何事か。

　目を瞠みはった咲のもとへ、一直線に、ちび王子が進んできた。

　咲は慌あわてて席を立ち、その場にしゃがむ。ちび王子と目線を合わせる。

　薔薇の花を真ん中に、向かい合った。ぷくぷくの頰ほおが、緊きん張ちようしたようにぴくりと動いた。

「さき、しゅきだ！」

　びっくりした。ちび王子の口から飛び出したのが、日本語だったから。

　そして、バサッと薔薇の花束を押しつけられる。反射的に受け取ってしまう。

「けっこーん、して、くらしゃい！」

　──え？

「ええーっ!?　っあ、すみません」

　思わず叫さけんだらしい晴季が、慌てて口を押さえた。咲も叫びたかった。けれどあまりの事態に、どうすればいいか分からず硬こう直ちよくしてしまった。

『さき？　ぼくの、ことばは、分かったか？　ぼくが、王様になったら、お嫁よめしゃんに、してやる！』

　ちび王子らしい物言いに、勘かん違ちがいではなかったらしいと理解する。

　おろおろと視線を巡めぐらせてしまった。いつの間にか妹殿下夫妻も室内にいた。楽しそうに見守られていて、どうやらこれは親公こう認にんのプロポーズらしいと知る。

　──ど、どうしたらいいの？

　ちび王子は本気だ。期待に満ちてキラキラと輝いている瞳からも分かる。

　悠大に視線をやると、なぜか目が合う前に逸そらされてしまった。思いがけずショックを受ける。そんな自分を恥はじた。悠大に助け船を出してもらえるかもと、無意識のうちに期待したことを自覚してしまったから。

　そんな義理、悠大にはないのに。

　昼間のやり取りがあったせいで、親密になれたように勘違いしていた。

『さきの、しゅきな、バラ。おこじゅかい、ぜんぶだ！　ぼくの、お嫁しゃんに、なるな!?』

　ふんふんと鼻息も荒あらく求きゆう婚こんしてくれるちび王子に、どう言って断ればいいのだろうと逡しゆん巡じゆんしていると。

『ちかいの、キシュだ』

　んー……と尖とがらせた唇くちびるを寄せてこられて、咲は思わず後ずさった。しゃがんだ体勢からそんなふうにしたもので、尻しり餅もちをついてしまう。ちび王子は構わず迫せまってくる。薔薇の花束越ごしに小さな体を抱だき留めるような恰かつ好こうだ。

　──ど、どうしよう!?

　パニックに陥おちいりそうになった時、先日の妹殿下の言葉を思い出した。『遠えん慮りよなさらないでね？』と言っていた。『サフィにとって、とてもいい経験になると思うから』と……彼女はあの時すでに、この展開を予測していたのだろうか。

　咲には今、この瞬しゆん間かんまで、ちび王子がまさか自分にこんなふうな好意を寄せてくれているなんて想像もできなかったのに。

『さき～、んー……』

　愛らしい唇が迫ってくる。こんな小さな子のキスに、二十四歳にもなる自分が本気で狼ろう狽ばいすること自体が自意識過か剰じようなのかもしれない。

　けれどちび王子は、今の彼の本当の気持ちで、自分に求愛してくれているのだと感じた。それを子どもだからという理由で軽かろんじるなんてこと、咲にはできない。

『やめてください、「ちび王子」。僕は……あなたの気持ちには応こたえられません』

　青い瞳がまん丸に見開かれる。ビー玉みたいだと、場違いなことを思った。そしてなぜか、悠大の翡ひ翠すいの珠たまを連想した。

『なぜだ？　ほかに、しゅきなひとでも、いるのか？』

『…………います』

　勇気を出して肯こう定ていした瞬間、みるみるうちに青い瞳に涙なみだが盛り上がってくるのが見えた。そしてちび王子の顔が、くしゃっと歪ゆがむ。

『いやだ！　さきは、ぼくの、お嫁しゃんだ！』

　うわーんと泣き声を上げて、飛びかかるように抱き着かれる。薔薇の花束が押し潰つぶされた。咲は慌てて花束を引き抜ぬき、小さな体を両りよう腕うででしっかり抱き留める。

　タキシードの背中は、今まで触さわったことのない滑なめらかな手て触ざわりだった。こんな極ごく上じようの生き地じを身に着けるのが当たり前の、本物の王子様なんだなぁ、と不思議な気持ちになる。

『ぼっ、ぼくが、ちいしゃいから、ダメなのかっ？　でも、ぼくは、「ちび王子」だ！　おっきく、なったら……なったらぁ！』

　涙でぐしゃぐしゃの顔で、おうおうと盛大に泣くちび王子に、胸がきゅんとした。

　こんなふうに全身で求愛されたら、申し訳なさだけでなく、ちょっと嬉うれしくなってしまう。

　好意を寄せるのに、年ねん齢れいは関係ないのだと思った。ちび王子が自分に抱いだいてくれている気持ちが本当に恋れん愛あい感情かどうかは分からないが、少なくともこの子に好かれて嬉しいと感じる。

　きちんと誠意で応えなければと思った。

　尻餅をついている咲に伸のし掛かかり、四し肢しで絡からみつくように抱き着いてくるちび王子の背中を、トントンと叩たたく。嗚お咽えつ混じりに『しゅき』『さき、しゅきなんだ～』と繰くり返してくれるちび王子に、なぜか咲まで泣けてきた。

　──気持ちを伝えるって……こんなに素す敵てきなことなんだ……。

　誰かに恋愛感情を持たれたこともなければ、悠大以外の人を好きになったこともない咲は、告白という場面にまったく縁えんがなかった。

　だから知らなかった。こんなにも感動するのだということ。

　この小さな王子様が、初めて咲に教えてくれた。

『……ちび王子の気持ちは嬉しいです。ありがとうございます。……でも、すみません』

『さきは、もう、だれかの、こっ、こいびと、なのか？』

『……いえ、片想いで、』

『ならば！　あきらめないっ！』

　ぎゅーっと抱き着かれる。放すまいと叫ぶみたいに。

『さきは、ぼくに、まちがいを、おしえてくれる。ぼくが、りっぱに……ジャッドおじたま、みたいに、なるには、さきが、ひちゅようなのだ……！』

　──あ、そういうことなんだ。

　腑ふに落ちた。おそらくちび王子にとって、あのように真正面から他人に注意されることは青せい天てんの霹へき靂れきだったに違いない。そこで受けた衝しよう撃げきを、恋こいだと思ってしまった可能性がある。

『……え、と。恋人じゃなくても、僕はちび王子とたくさんお話ししますよ？』

『やだ。こいびとが、いい』

『……僕以外にも、たくさんの人が、あなたが立派になるお手伝いを…』

『やーだーっ！　さきが、いい！』

　うわーんとまたしても大泣きし始めた。

『さきは、ぼくの、お嫁しゃんだーっ』

　──ありがとうございます。

　心の中で呟つぶやいて、小さな王子様をぎゅっと抱きしめた。

　こんなふうに全力で気持ちをぶつけてくれたことを、たとえちび王子自身が忘れる日が来たとしても、自分だけは覚えておこうと思った。

『ごめんなさ…』

『デートしゅるじょ！』

　謝ろうとした唇を、手で塞ふさがれてしまった。言わせない、という気き迫はくが伝わってくる。

『こいびとに、なれるか、デートして、はんだんしゅればいい！』

『ちょっと待った』

　沈ちん黙もくを守り続けてきたギャラリーから声を上げたのは悠大だった。

　濡ぬらしたナプキンを手にした彼は、ちび王子の顔を豪ごう快かいに拭ぬぐう。咲とは視線を合わせてくれない。

　顔を拭って綺き麗れいになったちび王子を、悠大は自分に向き直らせた。そして真しん剣けんに話しかける。

『サフィ、おまえの勇気に感動した。だから──そのデート、俺が連れて行ってやる』

　──え!?

『なんで？　デートは、ふたりで、しゅるものなのに？』

　ちび王子の問いかけは、おそらくここにいる全員の心の声と同じはずだ。

　咲も訳が分からなくて……ドキドキした。

『おまえは偉い大だいな王子だぞ？　どうしたって咲とふたりきりってわけにはいかない。警備の者を何十人もぞろぞろ引き連れたデートと、俺たち三人だけのデート、どっちがいい？』

『はっ、しょうか！　さんにんがいい』

『よし、決まりだ。今度の日曜、王国立動物園でどうだ？』

　その言葉に、調査の地図が思い浮うかんだ。確か動物園にも印があったはず。

　──もしかして、ちび王子がいた方が怪あやしまれずに調べられるからかな？

　そうだとしたら、ちび王子の真剣な気持ちを利用しているようで、気が進まない。

『……あの、お城の中でなら、ふたりで大だい丈じよう夫ぶだと思うんですが』

『駄だ目めだ』

　思いがけず強い口調で、悠大に却きやつ下かされてしまった。

　ちび王子も、『しろの中は、デートじゃない』と、ぷくぅと頰ほおを膨ふくらませている。

『どーぶちゅえん、行く。さきと、デート。ゆーだいと、さんにんで、行く。母さま、いいでしゅか？』

　ちび王子がすっかりその気になってしまった。妹殿でん下か夫婦ふうふと王太子殿下の許可も出て、トントン拍びよう子しに予定が決まっていく。

　大泣きしていたはずのちび王子も最後にはご機き嫌げんで『おひるごはんは？　にほんの「おににり」か？』と瞳ひとみをキラキラさせていた。

『じゃ、日曜な。一日デートしてみて、それでも恋人にはなれないと言われたら……ちゃんと諦あきらめられるな？』

『やくしょくは、できない』

　むぅっと眉み間けんに皺しわが寄る。また泣かれるかとギクッとした。けれどちび王子は、もう泣かなかった。

『……ぼくは、せーいっぱい、どりょくしゅる。さきに、お嫁よめしゃんに、なってもらえるように、どりょくしゅる。だって、さきが、しゅきだから』

　まっすぐな言葉に、胸がきゅんとなる。彼の前では誠実な人間でいたいと思った。

『……サフィ、マジでかっこいいな。──おかげで目が覚めた』

『う？　ゆーだい、ねむかったのか？』

　そう尋たずねるちび王子の方が眠ねむそうだ。時間も遅おそくなってきたし、泣き疲つかれたのだろう。

　眠そうにしょぼしょぼしている目をこすりながら、ちび王子は両親とともに帰っていった。抱だっこしようとした父親の手を、『さきが、見てるから』と拒こばんだところにきゅんとした。

　晩ばん餐さん室に五人になると、咲は彼らに頭を下げた。

「あの……お騒さわがせしてしまって、すみませんでした」

「咲が謝ることじゃないだろ！　それになんか、感動したし」

　そう言う晴季の目が、少し潤うるんでいる。

「そうだな。我が甥おいながら、とても真しん摯しな求愛だった。将来が楽しみだ」

「将来……今でさえあんなにジェイに似てるのに、大きくなったらどうなっちゃうんでしょうね。成長したちび王子がタキシード姿で求愛なんかしてきたら……わー！　咲、どうする!?」

「大人になるまで待ってやってくれるか、咲？」

「させねぇよ」

　悠大がぴしゃりと跳はねつけて、咲の手首を摑つかんだ。

「その服、早く着き替がえた方がいい。サフィの涙なみだでぐしょぐしょだ」

　確かに肩かたの辺りが濡れて冷たくなっているけれど。

　にこりともせずそう言った悠大に、晩餐室から連れ出される。咲はかろうじて薔ば薇らの花束を拾い、殿下たちに挨あい拶さつをして部屋を辞した。

　なぜか咲の部屋まで悠大が送ってくれることになり、今まで感じたことのない緊きん張ちようが漂ただよう。

「……え、と……薔薇の花束なんて、初めていただきました。こんなベルベットみたいな赤色、映像でもすごく映はえそうな……あ、『遥はるかな愛』で主人公に贈おくったのもこんな花束でしたね」

　沈黙が気づまりだなんて、悠大といて初めて感じた。何かしゃべらなければと焦あせりながら口を開く。言葉がするすると出てくる。対して悠大は、相あい槌づちだけで何も話さない。いつもなら映画の話題を持ち出すと裏話のひとつふたつ披ひ露ろうしてくれるのに、どうしたのだろう。

　そんなふうに思ってしまった自分を、瞬しゆん時じに恥はじた。話してくれるのは彼の厚こう意いなのに。いつの間にこんな贅ぜい沢たくなことを考えるようになってしまったのだろう。

　隣となりを歩く悠大を横目でチラッとうかがうと、なぜか彼はこちらを見つめていた。

　あまりにも真摯なまなざしに、心を射い貫ぬかれたような衝撃を覚える。

　物言いたげな眸ひとみは、甲かつ冑ちゆう廊ろう下かでの彼を思い起こさせた。

　この人は心に何を抱かかえているのだろう。自分では、それを軽くしてあげられることはできないのだろうか。少しでも……花びら一枚分くらいでいいから、悠大の心を楽にできたらいいのに。

「好きです」

　悠大の目が見開かれる。ふたりして、足を止める。そこでようやく、あれ？　と思った。

　──え？　あれ？　僕……今、何か言った？

　呆ぼう然ぜんとして……それから。

「それって、恋れん愛あいの好き？」

　低い声が囁ささやくように尋ねた。その瞬間、カーッと全身が熱くなる。

　──ぼっ、僕は、一体何を……!?

「俺に閉じ込められてもいいって返事？」

「あっ、ああああの、すみません……！　えっと、もう、ひとりで大丈夫です！　ありがとうございました。おやすみなさい！　失礼します！」

　一方的にまくしたて、咲はダッシュした。花束を抱えて、こんなに一いつ生しよう懸けん命めい走ったことはないというくらい、息が切れても足を緩ゆるめなかった。

　自室に飛び込む。その直前、振ふり返った廊下に、人の気配はまったくなかった。

　ホッとしたと同時に、胸の中に空くう洞どうができたような気がした。

　扉とびらを閉めた途と端たん、ぽろっと涙が零こぼれる。自制する隙すきもなく、ぽろぽろと零れて薔薇の花びらにいくつもの雫しずくを落とした。

　自分が恥ずかしい。悠大が追いかけてきているかもしれないなんて思っていたことを、今、自分自身に暴あばかれて、どれだけ自意識過か剰じようなのかと笑いがこみ上げてきた。

　映画のようなドラマチックな展開を無意識のうちに期待していた。

　そんなもの、ありえるわけがないのに。

　自分は悠大にとって、ただの義弟おとうとなのに。

　──失恋……しちゃった。

　胸の中で呟つぶやいた言葉が、ぽっかりと空いた空洞に吸い込まれていくような気がした。

　とても寒い。体の内側から体温を奪うばわれていく感覚。これが淋さびしいという感情だということを、久しぶりに思い出した。

　悲しい。淋しい。胸が痛い。恋こいを失うというのは、こんなにも切り裂さかれるような痛みを伴ともなうことなのか。大切に、大切に、まるで卵を温めるように抱いだき続けたのに、それはもうおまえが持っていていいものではないとバリバリ割られて引き剝はがされていくような気がした。

　どうして言ってしまったのだろう。

　あんな大事なことを、口を滑すべらせるみたいに。

　声を出せないと苦しむことはあっても、勝手に言葉が零れ落ちるなんてことが自分の身に起こるとは考えてもみなかった。

　悠大の心を軽くしたかったはずなのに、これでは逆だ。

　ぼろぼろと涙が流れた。

「……悠大さん、──好き。……すっ、好き、すき……っ」

　真っ赤な薔薇の花束に顔を埋うずめて、同じ言葉を繰くり返す。

　花だけに秘密を打ち明けているような気がした。

　脳のう裏りに、あのシーンが甦よみがえる。四角く切り取られた薔薇の庭。モノトーンの花畑。音はなく、色もなく、登場するのは悠大だけ。科白せりふもなく、唇くちびるが言葉を紡つむぐ様子さえない。それなのにそこには確かに物語があった。彼は何かを想おもっていた。そして物語の中で、生きていた。

　美しく咲さき乱れる薔薇の園から一本の花を手た折おった彼は、じっとその花を見つめた。薔薇はすべて同じ品種。外側が白く、中心の花びら数枚だけが濃こく色づいていて……そこに彼は、唇を寄せた。

　花に吹ふき込んだのは、吐と息いきか、想いか……分かっているのは映画のタイトルだけ。

『秘密』──そのタイトルが何を意味しているのか、十三歳の頃からずっと想像を巡めぐらせてきたけれど、答えは得られずにいる。

　それは、あの中心の色を調べずにいたからだろうか。

　いつまでも映画の余よ韻いんに浸ひたっていたいだなんて、贅沢なことを考えて……真実から距きよ離りを置き続けてきたから。

　──このままじゃ駄だ目めだ。

　不意に、強く思った。

　あの薔薇のことだけではない。

　悠大の力になりたいと、家族の役に立ちたいと、願っているばかりで咲は何ひとつ自分から行動を起こそうとしなかった。

　占うらないの補ほ佐さしかり、ブライダルメイトしかり、せめて与あたえられる役目をまっとうしなければと自分なりに努力はしてきたつもりだけれど、それだけでは全然足りなかったのではないだろうか。

　殿でん下かが与えてくれた古地図の調査という任務だって、すべてを悠大に主導してもらっている。調べる順序を決めてもらい、その場所まで連れていってもらい、翡ひ翠すいの珠たまで集めたもふもふのうさぎたちに癒いやされて、本当に『与えて』もらうばかり。引っ込み思案な性格だからなんて、なんの言い訳にもならない。

　このまま受け身でい続けたら、何も変わらない気がした。だから。

　──もう一度、ちゃんと……告白しよう。

　この機会を逃のがしたら、一生、変われないような気がした。

　──ちび王子を見習おう。

　想いを告げるのは素す敵てきなことだと教えてくれた、あの勇気に敬意を抱くなら、自分も行動を起こさなければいけないと思った。

　咲はゆっくりと顔を上げる。

　涙なみだを拭ぬぐって洟はなをかんだら、薔ば薇らの甘い香かおりが鼻び腔こうをくすぐった。花束に顔を埋めるまでしていたのに、きちんと準備が整っていないと、こんなに素敵な贈おくり物を受け取ることさえできないのかと反省した。

　花束をひとまず水差しに生ける。明日あしたになったら花か瓶びんを用意してもらおう。

　真っ赤な薔薇を見つめて、咲は心を決めた。──日曜日。三日後。ちび王子と動物園に行った後、悠大に告白しよう。

　改めて、好きだと知ってもらって……これからもずっと一ファンとして応援し続けると、決意を告げよう。

　そう決めたら、少しずつ腹の中の空洞に何かが積もっていくような気がした。泣いたことで、心の澱おりのようなものが洗い流されたのかもしれない。

　流されついでにバスルームに入り、体の隅すみ々ずみまで念入りに洗った。何度か不意に涙が零れたけれど、それは悲しいだけの涙ではなかった。

　──大だい丈じよう夫ぶ。ただ失恋しただけ。

　心の中で慰なぐさめるように繰り返すうちに、ふと思った。

　──よく考えたら……あの悠大さんに失恋できるって、すごいよね……。

　ずっと、映像の中の人だった。

　一年前にこの王宮で紹しよう介かいされるまで、会話することさえ考えたこともなかった。

　ずっと、ずっと、自分を救ってくれた神様みたいに崇あがめていた。それは今も基本的には変わらないけれど……彼は実体のない存在じゃなくて、自分と同じ、生身の人間だと、もう知っている。

　そして自分のことをちゃんと認にん識しきしてくれていて、言葉を聞いてくれて……こんな気持ちを味わわせてくれた。

　映画の登場人物に感情移入して胸が痛むのではなくて、自分の感情で、胸が痛い。悠大のことを想って、叶かなわなくて、自分の中に感情が生まれる。心が揺ゆれる。それはなんて贅ぜい沢たくなことだろう。

　そう考えついたら、また涙が一筋流れた。──嬉うれしくて。

　悠大がくれた失恋の痛みまで愛いとしい気がしてきて、泣き笑いになった。

「……好きです」

　シャワーの音にかき消されながら何度も呟いた。寒々しかった腹の空洞が、少しずつ温まっていくのが分かった。

　バスルームにどれくらい籠こもっていたのか分からない。濡ぬれた髪かみを拭ふきつつ出てきた咲は、また薔薇の花束を眺ながめた。しばらくそうしていたら……。

　コココン、と。

　遠えん慮りよがちに扉とびらがノックされた。そのリズムは悠大以外に考えられなかった。

　悠大と顔を合わせるのは明日だと信じていたから、心の準備ができていない。失恋したばかりの相手にこんな泣き腫はらした顔を……とりあえず洗ったとはいえ、みっともない顔を晒さらしたくない。

　そう思うのに、咲は飛びつくようにドアノブを捻ひねっていた。

　せっかく訪ねてきてくれた悠大を拒こばむなんて思考は、咲の中にはなかった。

「……はい！」

　扉を開ける。さっきと同じ服装の悠大が立っていた。やけに深刻そうだった表情から、咲の顔を見た瞬しゆん間かんに眸ひとみが緩ゆるんだのが分かった。

　ドキッと鼓こ動どうが跳はねる。

　その胸むな元もとに──一輪の花が差し出された。

　まだ固く結ばれた、蕾つぼみの薔薇。花びらは白。見れば分かる。それなのに。

「何色？」

　咲は目を瞠みはった。そんな問いかけをするということは、見た目通りの白色ではないと言っているも同然で。

　──まさか。

　あの映画の、『秘密』の薔薇？

　どうしてこれを悠大が、今ここに持ってきてくれたのだろう。

「咲の表情って、ほんと分かりやすい」

　言葉を探す咲の唇に……トン、と蕾が押し当てられた。

　ひんやりとした固い感かん触しよく。まだ綻ほころぶ気配のない蕾。

「この花が咲いたら、伝えたいことがある」

「…………な、ん、です……か？」

「咲いたら、な？」

　悠大が微笑ほほえむ。滴したたるような男の色いろ香かを感じて、頰ほおが熱くなる。

　そして……スッと身を屈かがめてきた。

　ぐんぐんと悠大の顔が近くなる。硬こう直ちよくして動けない。褐かつ色しよくの眸が咲を捉とらえ、長い睫まつ毛げが伏ふせられた。

　甘い香りが鼻腔をくすぐる。薔薇ではない。それは悠大のフレグランス。湯あがりの自分の石せつ鹼けんの匂においにも紛まぎれてしまわない距離まで近づいた彼は、ゆっくりと顔を傾かたむけた。

　まるで、キスでもするみたいに。

　視界がぼやけた。焦しよう点てんを結べなくなるほどの近さ。そして……トン、と唇に触ふれたのは、さっきと同じひんやりとした固い感触。薔薇の蕾。　>>>♥

　身動き一つできない咲に、薔薇越ごしのキスを落とした悠大は、近づいた時と同じくらい滑なめらかな動作で離はなれて行った。

　意味が分からない。彼の行動に理由を見いだせない。心臓が壊こわれそうなくらい鼓動が荒あれ狂くるう。

「ちびっこ王子を見習わないと、って反省した。正々堂々と──闘たたかってみせる」

　最後にむにっと頰を摘つまんで、薔薇を咲に持たせると、悠大は背を向けた。

「おやすみ、咲。いい夢を」

　たぶん、これが、すでに夢だと思う。

　白い蕾を手のひらで包み、咲はずるずるとその場に座り込んだ。











＊　　＊　　＊






　日曜日、動物園日和びより。薔薇の蕾を渡わたされてから三日目。

　あの翌日は、剣けんの朝あさ稽げい古こを覗のぞきに行くのも躊躇ためらってしまったが、調査に出で掛かけるために誘さそいに来てくれた悠大はあまりにもいつも通りだった。

　──まさか、全部夢だった……？

　困こん惑わくする咲に、悠大がひそやかに「何色か分かった？」と尋たずねてきたから、弾はじかれたようにかぶりを振ふりつつ、夢じゃなかったんだ……と思った。そして悠大は、あの薔薇が咲さくまでまったく触れないつもりなんだ、と悟さとった。

　蕾は、見るたびに膨ふくらんでいく。今朝はもう全体的にふっくらとしていて、いつ開き始めてもおかしくないような気がした。

　なんとなく、気分が高こう揚ようする。花を見るのは昔から好きだったけれど、こんなふうに一輪と対話するように向き合うのは初めてで、さまざまな気持ちを搔かき立てられた。

　そして同時に、真っ赤な薔薇の花束に、申し訳なさと感謝を覚えた。

　──今日は、ちび王子と精せい一いつ杯ぱい遊ぼう。

　そう心に決めて、部屋を出た。

『咲ー、こっちこっち』

　いつもの通用口ではなく王宮の正面玄げん関かんへ、約束の時間より少し早めに行くと、すでに悠大とちび王子は到とう着ちやくしていた。咲は慌あわてて駆かけ寄る。

『お待たせして申し訳ありません』

『気にしゅるな。まつのは、しんしの、やくめだ』

　エヘンと胸を反らせるちび王子の腕うでには、またしても真っ赤な薔薇の花束。そしてタキシードではないが、黒い蝶ちようネクタイをしている。白いシャツにサスペンダーでつるされた半ズボン。どこからどう見てもちびっこ紳しん士しだ。可愛かわいい以外の言葉が出てこない。

　一方、咲は普ふ段だん通りのシンプルな出いで立ちだ。王国ではいつも襟えり付きのシャツを身に着けるようにしているため、見るからに失礼ではないと思うが、アーガイルのカーディガンとチノパンはさすがにカジュアルすぎた気がする。

『あの、大変申し訳ないのですが、もうしばらくお待ちくださいますか？　急いで着き替がえてきます』

『なぜだ？　よく、にあっているのに。さきは、なにを着ても、かわいい』

　むふん、と笑って花束を差し出される。思わず赤くなってしまった。

『……あ、ありがとうございます』

　横で聞いていた悠大が、「……クソッ。強敵か」と吐はき捨てた。その悠大は、これまた普段通りの服装で、少しホッとした。

　受け取った花束を門番に預け、部屋に届けておいてもらうことにする。そしてちび王子が準備しておいてくれた馬車に三人で乗り込んだ。

　そう、馬車だ。映画でしか見たことがないような黒くろ塗ぬりの車体を、美しい装備で飾かざられた栗くり毛げ色の馬が引く。もちろん正装の御ぎよ者しや付きだ。

『……すごいですね』

『ぼくは、「ちび王子」だからな。さきとの、はちゅデートだから、父さまが、ふんぱちゅしてくれた』

『おまっ、そこは言わなくていいの。デートにいくらかかったとか、誰だれが出したとかは黙だまっとけ』

『はっ、しょーか！　ゆーだい、あどばいしゅ、かんしゃしゅる。さき、いまのは、ひみちゅだ』

　目の前で堂々と交かわされる密談に、咲は苦く笑しようするしかない。

　どうなるだろうと緊きん張ちようしていたちび王子とのデートは、思いの外、こんな調子で和なごやかにスタートした。

　動物園は通常通りに営業していた。馬車で乗りつけたちび王子一行はもちろん目立っていて、ものすごい注目を集めたが、変に騒さわいだりされなかった。ちび王子と悠大に気づいた人は目を見開いたり笑え顔がおになったりと反応を示すが、誰も無ぶ遠えん慮りよにカメラを向けてきたりしなかった。

　チケットを買いに並んだ時も、動物の檻おりの前でも、特別扱あつかいはされない。ちび王子もそれを当然のこととして受け止めていて、こういう関係っていいな……と咲は思った。

『さき、つぎは、うしゃぎのいえだ！』

　ちび王子が指示を出すと、彼が跨またがっている乗り物……もとい、肩かた車ぐるましている悠大が動く。

　園に入るなりライオンやリンクスなどの猛もう獣じゆうゾーンに直行し、大興奮したちび王子は、デートだからと初めは拒んでいた肩車をさっさと受け入れた。一度乗ってしまうと大変快適だったらしい。悠大が下ろそうとしても、頭にしがみついて降りようとしない。

『きりんが、しゅごく、近かった！』

　とご満まん悦えつで、『さきも、かたるるま、しゅるか？』とお勧すすめしてくれた。悠大にまで『するか？』と思わせぶりに笑われて、必死にかぶりを振ったのは言うまでもない。

　うさぎの家の前に到着すると、ようやくちび王子は悠大の肩から降りた。咲の手を取り、柵さくの中へ駆け込む。ここは動物と触れ合えるゾーンらしい。

　二重になっている柵を、係員に開けてもらって入る。うさぎが跳とび出してしまわないようにという配はい慮りよらしい。確かに大きなうさぎたちは地面の草をもしゃもしゃと食はんでいるが……。

　ぴょーん、ぴょーん、ぴょぴょーん！

　一いつ般ぱん的てきなうさぎが大きく見えてしまうくらいの小さな白いもふもふたちが、あっちこっちに跳び交っている。大きなうさぎと同様に、子どもたちがきゃあきゃあ歓かん声せいを上げて触さわろうとしていた。すばしっこくてまったく触れそうにないが。

『翡ひ翠すいうさぎが、どうして動物園に……!?』

『飼育してるわけじゃないぜ？　あいつらここが気に入ってるみたいで、遊びに来るんだ。やっぱお仲間が分かるのかねぇ』

　ほら、と悠大が指さした先では、ちょうど柵を跳び越こえる翡翠うさぎの姿があった。柵などなんの意味もない。出たり入ったり好き放題だ。

『……大だい丈じよう夫ぶなんですか？』

　翡翠うさぎを捕つかまえてはいけない規則とか、そもそも野生動物と飼育動物を接せつ触しよくさせて感かん染せん症しよう罹り患かんの恐おそれとか、いろいろ考えてしまうのだが。

『ひすいうしゃぎは、おうこくの、たからだから』

　確かにそうだけれど、それとこれとは別問題な気もする。

『これもある意味、伝統なんだろうな。この動物園の前身は翡翠うさぎの生態観察所で、あらゆる種類の動物と触れ合わせてたそうだから。特に疫えき病びようが流行することもなく、逆に何かの効果をもたらすこともなく、まあ、普通だった。普通すぎて、もういいから動物園にでもするかーって話になったらしいぜ』

　そんなゆるゆるとした感じでいいのだろうか。うっかり噴ふき出してしまった。

『ゆーだい、むじゅかしい、話は、なしだ。きょうは、デートだからな！』

『ごめんごめん。ほれ、触ってこい』

『うむ！　いくぞ、さき。かわいい、うしゃぎを、おしえてやる！』

　手をぐいぐい引かれて、うさぎたちのたまり場へ行く。他の子どもたちもそれぞれうさぎを撫なでていて、ちび王子を見かけると『おーじしゃまだ～。いっしょに、なでなでしゅる？』と仲間に入れてくれる。

『うむ！　こころじゅかいに、かんしゃしゅる。だが、ぼくは、デートちゅうなのだ』

　──えっ、言っちゃっていいのかな？

　狼ろう狽ばいした咲をよそに、子どもたちは『ひゅー、ひゅー』『おーじ、しゅげぇ！』『どうぶちゅえんデートは、てっぱんだよねぇ』等々盛り上がっていた。同年代との順応性がすごい。そういえばちび王子は、以前は民間の幼児教室に通っていたのだった。

『デートなら、にんきうさぎを、ゆずってあげる！』

　腕わん白ぱくそうな男の子がそう言って、自分の撫でていたうさぎから離れる。毛の長いモップみたいなもふもふうさぎだ。どこに目があるのか分からないくらい、もっふもふしている。

　──かっ、可愛い……！

『かんしゃしゅる。きみ、名は？』

『名のるほどの、ことじゃねぇ。おーじ、デートがんばれよ』

　かっこ可愛くてくらくらした。ちび王子と男の子はガシッと握あく手しゆして別れた。

「……やべぇ、俺、完全に負けてるわ」

　悠大が独りごちる。そんなことないですよ、と咲は心の中で呟つぶやいてくすくす笑った。

　人気ナンバーワンのモップうさぎをもふもふと撫でさせてもらって、ちび王子とも他の子どもたちともきゃっきゃとじゃれあっていると、悠大がぼそりと呟いた。

「あー、飼いてぇ……」

「翡翠うさぎは無理ですけど、普通の子なら飼えるんじゃないですか？　……あ、でも、お仕事柄がら、お世話が難しいでしょうか」

「……だな」

　苦笑した悠大は、なぜか咲の頰ほおを摘つまんできた。

『ゆーだい！　さきと、なにを、おしゃべりしてるのだ!?』

　むいむいと割り込んできたちび王子のお腹なかが、ぐぅと鳴った。すっかり昼食時になっていたらしい。『うしゃぎが、鳴いた！』と言い張るちび王子に、『そろそろお昼ごはんにしましょうか？』と提案する。

　昼食は、準備しておいた弁当を従者が運んできてくれた。飲食自由なゾーンに設置された木製のテーブルセットに、ちび王子を真ん中にして三人並んで座った。

『おににりだ！』

　蓋ふたを開けた途と端たん、ちび王子の瞳ひとみがキラッキラと輝かがやく。ちび王子のリクエストに応こたえたくて、料理長に協力してもらったのだ。さまざまな具を入れたおにぎりを中心に、出し巻き玉子や鳥の唐から揚あげ、うさぎさんウィンナーなど、ちびっこが好きそうなメニューにした。

『これ全部、咲が作ったのか？　すごいな』

『いえ、本当に簡単なものばかりで……すみません。お口に合うかわかりませんが……』

　悠大にも食べてもらえるのだと思ったら、緊張する。取り皿と箸はしを配り、「いただきます」と日本式に三人で挨あい拶さつをした。

『さき、さき、これは、どーやって、うしゃぎにしたのだ!?　うちのシェフにも、おしえてやらねば！』

　長いミミの飛び出したウィンナーに、ちび王子は大興奮だ。実は料理長にもその点はすごく感心してもらった。ちょっとした手間で食材が動物に変身するという小こ技わざは、王国ではあまり馴な染じみがないらしい。咲は昔、充希に作ってあげたので、一通りのことはできる。

『ん、シャケだ。美味うまい』

　おにぎりを頰ほお張ばった悠大が、やけに嬉うれしそうで、きゅんとした。

「あー……なんか懐なつかしいなぁ。ガキの頃ころに親父おやじと山登りした時に作ってくれたの、思い出す。手がデカいからソフトボール……いや、ハンドボールくらいの大きさになってたな。具がいろんな場所に何種類も入ってて、シャケ、おかか、梅干し…」

『ゆーだい！　なんて、言ったのだ!?』

　すかさずちび王子の質問が飛び、『んー？　これが日本の伝統的な弁当ってやつかーって話だよ。忍にん者じやも食べてたかもな？』とまったく違ちがう話になり、ちび王子が『ふおぉ！』と興奮して忍者のおにぎり談義になってしまったが、咲の耳には日本語の悠大の言葉が印象的に残った。

　──きっと悠大さんにとって、大事な思い出なんだろうな……話してくれたの、嬉しいな。

　咲もおにぎりを齧かじってみた。具はおかかもどき。鰹かつお節ぶしがなかったから、王国産の川魚の干物を削けずって炒いって、魚ぎよ醬しようと少量のはちみつで味付けした。思ったよりうまくできていて嬉しい。

『うむ！　さきは、うしゃぎに、にている』

　物思いに耽ふけっていると、突とつ然ぜんそんな言葉が耳に飛び込んできて、え？　となった。

『そうかー、サフィもそう思うのか。どんなところが似てる？』

『かわいくて、いやされるところ！』

『おっ？　いっちょまえに、癒いやされたりすんの？　どんな感じ？』

『いやされるとは、いっしょにいて、ふわ～んと、なることだ。こころが、ぽかぽかして、ふわ～んと、なる。な！　さき？』

　にぱーっと笑え顔がおで見上げてくれるちび王子のほっぺには、ごはん粒つぶがもしゃもしゃとついていた。両手で大事そうに持っているおにぎりも、もはやおにぎりとは呼べないくらいに崩くずれてしまっている。それなのに可愛かわいい。蝶ちようネクタイでおにぎりを頰張るちび王子の可愛さは、本当に偉い大だいだ。

『……え、と？　僕も、「ちび王子」と一いつ緒しよにいたら、癒やされます』

『さき～！』

　感激したように飛びつく体勢となったちび王子を、『待て』と悠大が背後から拘こう束そくした。

『その米こめ粒つぶだらけの顔と手で咲に飛びつくな。アリに食われるぞ。いや、アリの前に動物が寄ってきてムシャァッとやられるぞ』

　ぶつぶつ言いながら手や口を濡ぬれタオルで拭ぬぐってあげる悠大のまめまめしさは、まるで子こ煩ぼん悩のうパパみたいだと、以前も思ったことを再び思った。

　──素す敵てきなお父さんになるんだろうな……。

　そう考えたら、胸が引き絞しぼられるように苦しくなった。

　悠大に子どもを産んであげられる、まだ見ぬ女性が羨うらやましい。

　──やだな、こんなもやもやした気持ち……。

『さき、おいしかった。「ごちそーしゃま」。そろそろ、ぼくを、しゅきになったか？』

『えっ？』

『脈みやく絡らくねぇな、おい』

　悠大のツッコミに、『だって、デートだから』とちび王子は答える。

　──そうだよ、デート中なんだ。今日はめいっぱいちび王子と遊ぶって決めたのに。

　邪よこしまな想おもいを振ふり払はらい、咲はちび王子と向かい合うことに集中した。

　昼食を終えて、再び園内を巡めぐり始める。ちび王子と手を繫つなぎ、咲は駆かけ回った。ちび王子のの身長では見えにくい檻おりの前でだけ、悠大が肩かた車ぐるまする。

　そのたびにちび王子は咲を見下ろし、『ぼくは、おとなになったら、これくらいだぞ！　しゅきになったか？』と訊きいてきて、返答に困りながらも微笑ほほえましくなってしまった。

　ちび王子は、本当に、大人になったら素敵な男性になるだろう。

『さき！　つぎは、ぺんぎんのいえだ！』

　ぐいぐいと手を引かれて園内を進んでいくと、園の裏口と思おぼしきフェンスの前で立ち話をしているふたりの男性が目に入った。

　ひとりは動物園のロゴ入りのつなぎを着ているため、ここの職員だと分かる。しかしもうひとりは……。

『やや！　あれは、しろでよく見る、ちょーさいんではないか？』

　ちび王子も見覚えがあったらしい。やはり『翡ひ翠すいうさぎ生態調査員』のグラディウスだ。がっしりとした体つきの五十代半ばくらいの男性で、頭の上で翡翠うさぎがぴょこぴょこ跳はねているのが特とく徴ちようだ。

「うっさー伯はく爵しやく!?　こんなところにもついて来るの!?」

「あいつほんと師し匠しようのこと大好きだからな～」

『なんて言ったのだ!?』

　うっかり日本語で話してしまった。咄とつ嗟さのひとり言は、やはりヤーデルブルク語になってくれない。

『あっ、ごめんなさい。えーと……』

『行ってみようぜ。なんかおもしろそうだ』

　さっさと歩き出した悠大の後を、ちび王子と手を繫いでついていく。

　近づくと、グラディウスたちがこちらに気づいた。左手を胸に当て、王族への敬意を表す体勢でゆったりと頭こうべを垂れるグラディウスに、職員も慌あわてて倣ならう。

『こんにちは、師匠。まさかこんなところでお会いするとは』

『ししょー？』

『おっ？　まだ知らなかったか？　この方は今は「翡翠うさぎ生態調査員」だが、実はものすごい剣けん士しなんだぜ。俺と、ジャッドおじさんと、リヒト隊長の剣のお師匠様だ。おまえくらいの頃からこの方に習ってた』

『リヒトたいちょーも！　それは、しゅごい！』

　キラッキラした瞳はそのままグラディウスに向けられる。

『おししょーたま、ぼくは、「ちび王子」でしゅ！』

『……お目にかかれて光栄です、シエル殿でん下か』

　余計なことは言わず、ちび王子に挨拶し、咲にも目礼したグラディウスは、そのまま去ろうとする素そ振ぶりを見せた。避さけられているわけではなく、彼はいつもこのような感じだ。

　悠大も慣れていて、本人ではなく職員に話しかける。

『何かあったんですか？　この方が動物園って珍めずらしいから』

『あっ、いえ、その……この先の山に入るには王室の許可が必要だという話を……』

　職員が示したのは、フェンスの向こう側。確かに続く道は勾こう配ばいになっていて、山に繫がっているようだが、ここは裏口ではないのだろうか。園の敷しき地ちではないなら、別の場所から入れるのではと思ったが。

『なぜ、きょかが、ひちゅよーなのだ？』

『保護地なのです。えっと……殿下のおじい様のおじい様が、ここを動物園にされる時に、お山の上にある建物とその周辺を、特別な許可がない限り立ち入れないように決められたのです。翡翠うさぎたちが人間と触ふれ合わない地域も必要だろうとお考えになって』

　──もしかして、古地図の印の場所もこの先にあるのかな……？

　動物園に来てから一度も、悠大は調査のことを口にしなかった。咲としては、今日は調査のことを考えたくないと思っていたから、あえて問いかけずにいたけれど。

『師匠、もしよかったら、後日ならご一緒できますよ。ジェイの指示でこの先に立ち入る用事があるんで』

　思わず悠大を見上げた。彼は眉まゆ尻じりを下げ、「ごめんな。今日はこいつに付き合ってやりたかったから、調査の準備をしてきてない」と小声で謝る。それを聞いて、胸が熱くなった。悠大が動物園を提案したのが調査のためではなかったと知って、すごく嬉しい。

『……なんの用かも訊かずに、そんなことを言っていいのか』

『教えてくださるなら訊きますけど？　国王から全ぜん幅ぷくの信しん頼らいを置かれているあなたのすることに間違いはないと分かっていますから、俺ごときが詮せん索さくするのも失礼かなーって』

　それは職員に聞かせるための言葉だったらしい。グラディウスがそこまでの人物だったと知ったせいか、おののいている。

『あのっ、もしお急ぎでしたら、今から王国立施し設せつ管理課へ問い合わせてみましょうか？　王族のどなたかに連れん絡らくがつきましたら、許可が下りるかもしれません』

『う？　ぼくも、おーぞくだぞ？』

　きょとんと自分を指さすちび王子に、悠大が噴ふき出した。

『確かに……っ！』

『さき、さき！　ぼくは、おーぞくだ！　おししょーたまに、きょかできる！』

　むふっ、むふっと鼻息も荒あらく報告してくれたちび王子は、職員の前にずいっと進み出て、グラディウスを指さした。

『かれを、とおしてやってくれ！　シエル・サフィール・シュピッツェ・ヤーデルブルクの名において、きょかしゅる！』

　かっこよかった。悠大がすかさずスマホを向けて動画を撮とったのには驚おどろいたが。しかしおろおろする職員に『これ、王太子に見せときますから。俺も二十五位とはいえ一応は王族だし、大だい丈じよう夫ぶですよ』と悠大が言うと、ホッとした表情になったので、理由が分かった。

『書類を用意してきます！』

『いや、無理を言いたくない。私は後日、改めて許可を…』

「師匠、サフィは咲にいいとこ見せたいんです。喜んでやってください」

『ゆーだい？　なんて言ったのだ？』

『今のも忍にん者じやの言葉だ。実はお師匠様もしゃべれる』

『ふおぉ…！　おししょーたま……！』

　ちび王子の中でのグラディウスへの評価がさらに高まった気がする。

　職員が急いで用意してきてくれた書類に、ちび王子はサインをした。のたのたとした字だが、丁てい寧ねいでちゃんと読める。けれど彼はまだ公文書へのサインをしたことがなく、本物であるという証明の登録をしていない。念のために拇ぼ印いんを求められたら、勘かん違ちがいして手のひら全部にインクを塗ぬりたくって手形になってしまった。

　ぺたーっと捺おされたもみじみたいな手形の愛らしさに、ほっこりする。

『では、行ってらっしゃいませ。お帰りの際は事務所に電話してください。鍵かぎを開けにきます』

　フェンスの扉とびらの鍵が開けられて、グラディウスが通り抜ぬける……と、なぜかその後にちび王子が続いた。

『おい、サフィ？』

『いくぞ。おーぞくの、きょかがひちゅような、とくべちゅな、ばしょだ』

『いやいや、俺らがついて行ったら邪じや魔まだから』

『やだ。とくべちゅな、ばしょを、さきに、見せてやるのだ』

　押し問答していると、通りがかりの来場者たちが何事かと注目し始めた。

『……え、と、……じゃあ、少しだけ入ってみましょうか。でもたぶん道が整備されていないはずなので、あまり奥まで行かない方がいいと思います。すぐに戻もどってきて、いいですか？』

『うむ！　しゅこしだけだ』

　フェンスを潜くぐり抜けた時、グラディウスの姿はすでになかった。

『サフィ、肩車……は、枝にぶち当たりそうだな。抱だっこするか？』

『いらない。だっこされて、デートなど、はじゅかしい』

　ぷいっと顔を背そむけるが、でこぼこした山道に足を取られてつまずいている。

『……あの、じゃあ、僕と「くっつきごっこ」はどうですか？　ぎゅーってします』

　しゃがんで両手を広げると、ちび王子は『う、うむ！　では！』と抱き着いてきた。甘いミルクのような匂においにきゅんとなる。

『咲、俺の前歩いて』

　珍しいな、と思った。いつもなら先に立ってぐいぐい引っ張ってくれるから。

　──あ、危なっかしいからかな？

　抱っこしているちび王子を心配しているのかもしれない。

　チラッと振ふり返ってみると、ん？　と視線で尋たずねられた。そのまなざしがものすごく優やさしくて、ドキドキする。

『さき？』

『っ、はい？　なんですか？』

　腕うでの中のちび王子が、なぜか眉み間けんに皺しわを寄せて見上げていた。

『……なんでも、ない』

　ぎゅうっとしがみつかれたら、金色の髪かみが顎あごをくすぐった。柔やわらかな感かん触しよくはもふもふの翡ひ翠すいうさぎと少し似ている。

　山道は思ったよりも荒あれていなかった。足元を遮さえぎる倒とう木ぼくもない……と思っていたら、少し進んだところでグラディウスの背中が目に入った。彼は道に落ちている枝などを蹴けって、足場を慣らしつつ進んでいるらしい。自分たちが後についてくると思ったからだろうか。

『無言でああいうことやっちゃうとこがカッコイイんだよなぁ』

　咲もそう思う。ちび王子も咲の胸から顔を上げ、グラディウスを認めた。

『ぼくも、かっこいいこと、やる』

『えっ？　あっ、……足元に気を付けて、ゆっくり歩いてください』

　ぴょいと飛び降りたちび王子が、グラディウスに駆かけ寄った。彼の真ま似ねをして、ケリッとする足が可愛かわいい。グラディウスはちび王子を一いち瞥べつした後、元の作業に戻った。うっさー伯はく爵しやくは相変わらず頭の上で跳はねている。

「俺……何やってんだろうな」

　突とつ然ぜん、悠大がぼそりと呟つぶやいた。何事かと振り仰あおぐと、苦く笑しようされる。

「サフィが四歳で命拾いした」

　どういう意味だろう。

「咲、あの花、咲さいた？」

　かぶりを振る。悠大は困ったように眉尻を下げた。

「……咲いたら伝えたいことがあるなんて、余よ裕ゆうぶっこいてた自分が恥はずかしいな」

　ドキッとした。薔ば薇らの蕾つぼみ越ごしのキスを思い出して。

　悠大の整った唇くちびるに視線が吸い寄せられる。なんとか引き剝はがしたけれど、一度意識してしまうともう駄だ目めだった。

『さき～？　何をしてるのだー？』

　不ふ審しんそうに声をかけられてハッとした。咲も慌あわてて歩を進める。

　なぜかグラディウスが立ち止まり、藪やぶの方を凝ぎよう視ししていた。頭の上にうっさー伯爵がいない。

『あれ？　うっさー……翡翠うさぎはどうしたんですか？』

『とんで、いった』

　それは大変なことではないだろうか。周囲を見回すが、うさぎの気配はまったくない。

『はぐれてしまったんですか？』

　グラディウスに尋ねると、『……いや』と小さく否定される。どういうことだろう。

「……悠大さん、いつもの翡翠の珠たまは…」

「悪わりぃ、持ってない」

　思いがけない答えだった。あの翡翠は調査とは関係なく、お守りみたいな感覚で常に携けい帯たいしているのかと勝手に思っていた。

「……使いなさい」

　ちび王子の頭を越こえてグラディウスが差し出してきたのは、翡翠のバングルだった。小声で話したつもりだった今の会話が聞こえていたようだ。

『翡翠うさぎ生態調査員』の彼は、もちろん王国産翡翠とうさぎとの関係をよく知っている。

「あっ、いえ、すみません。お持ちならいいんです。うっさー伯爵を呼び戻すのに必要かなと思っただけなので」

「……そうか」

『さきーっ？』

　腰こしに抱きつかれ、慌ててヤーデルブルク語に頭を切り替かえる。

『「ちび王子」、そろそろ園内に戻りませんか？　ペンギンの家に行くんですよね？』

『いやだ。ぼくは、まだ、こわくない』

　どうやらちび王子の中では、度胸試だめしのような感覚になっているらしい。

　──困ったな。たぶんグラディウスさんは、僕たちがいるから立ち止まってしまわれたんだよね？

　何か調べたいことがあってここに入ったはずだ。翡翠うさぎの出現率減少について、国王が緊きん急きゆう事態として指示を出しているということだし、重要な調査に違いない。

　ちび王子が引き返したくなる理由を、懸けん命めいに考えていた時だった。

　前まえ触ぶれもなく、藪の中から、弾だん丸がんのように丸いものがヒューン！　と跳びかかって来た。

「わっ!?」

　顔に張りつく。もふっとした感触と温かさ。翡翠うさぎだと咄とつ嗟さに理解した。恐おそれるようなものではなかった。けれどすでに体は仰け反ってしまっていて、体勢を立て直せない。

「咲！」

　ほとんど転ぶ直前だった咲の腰を、力強い腕が抱き留めてくれた。

　引き寄せられる。悠大の胸に突とつ進しんする。顔がぶつかる直前、咲に張り付いていたもふもふはぴょーんとジャンプした。

　押し潰つぶしたりしないと安心したら、全身で悠大に抱き着いてしまった。

　ドッと心臓が脈打つ。厚い胸むな板いたに頰ほおを押しつけると、それは抱ほう擁ようのような体勢で……体中から火を噴ふくように熱くなった。

　ここがどこで、何をしていたかを、一いつ瞬しゆん完全に忘れてしまった。

　ただ悠大のことだけで、いっぱいになる。

『……さき？』

　ハッと我に返ったのは、足元から聞こえたそんな呟きのせいだった。

　ちび王子はなぜか、恐ろしいものにでも出で遭あったみたいに青い瞳ひとみをぎょろりと見開いて、ぶるぶると震ふるえている。

　どうしたのかと尋ねようとした、その直前。

『……さきの、しゅきなひとは…………ゆーだい、なのか？』

『っ!?』

　驚きよう愕がくした。まさか言い当てられるなんて思ってもみなかったから。

　もしかして咲は今、悠大への恋こい心ごころを垂れ流しにするような表情をしてしまっていたのだろうか。

『……あ、あの、』

『聞かない！』

　ダッとちび王子が駆け出した。グラディウスの脇わきをすり抜ぬけ、勾こう配ばいを駆け上がろうとする。グラディウスが反射的に摑つかまえようとしてくれたが、うさぎが跳び出してきて阻はばまれてしまう。

　咲はちび王子を追いかけた。

　気づけば、どこからともなくたくさんのうさぎが集まってきていた。不規則に跳ねまわるうさぎたちにぶつからないように、前へ進むのは至難の業わざだ。

　小さな体はうさぎを躱かわし、どんどん離はなれていってしまう。

『止まって、「ちび王子」！　危ないから！』

　咲は叫さけんだ。こんなに大きな声を出せるなんて自分でも知らなかった。

「咲、俺が行く」

　すぐ傍そばで悠大の声がした。この細い道では自分が退どかなければ悠大は追い越せないのだと気づく。

　今すぐ道を譲ゆずるべきだ。頭ではそう理解していた。けれどできない。ちび王子を傷つけてしまったのは自分なのだから。

「僕が……！」

　前方に、道を塞ふさぐように横たわる丸太が見えた。大人なら跨またげるくらいの太さだが、ちび王子には無理だ。

　立ち止まったちび王子は、抜け道を探しているのか周囲を見回した。そして比ひ較かく的てき越えやすそうな、道の端はし辺りを選んでよじ登り始めた。

　ひやっと胸が凍こおる。あまりにも危なっかしい。

　咲はますます足を速めた。跳び交かううさぎたちをかいくぐり、草に足を取られながらも懸命に駆け寄った時、丸太の上でちび王子がバランスを崩くずした。

『サフィ！』

　悠大が強ごう引いんに咲を追い抜かした。迫せり出していた枝に突つっ込むような形で、バキバキと木の折れる音がした。きっと痛いはずなのに、悠大はまったく意に介かいさずちび王子のところまで一直線に駆けつけて、丸太から転がり落ちた小さな体をキャッチした。

　──よかった！

　そう思った、次の瞬間。

『やーっ！』

　ちび王子が四し肢しをバタつかせた。そして悠大の胸を突き飛ばす。その反動で、木々の生おい茂しげる道みち端ばたに体が投げ出される。

　その様子が、スローモーションのように咲の目には見えた。

　渾こん身しんの力でジャンプして、両手を伸のばす。ちび王子と落下地点の間に滑すべり込むようにダイブして、想像以上の衝しよう撃げきで受け止める。腕うでの中に体温を感じたと同時に、背中でバリバリと音がした。木にぶつかる想像はしていたが、思いがけず落下する感覚に襲おそわれる。

「咲！」

　悠大が叫ぶ。咲は無我夢中でちび王子を抱だき締しめた。この子を傷つけたくない、守らなきゃ。それしか考えられなかった。

　がくんっと体が止まる。いつの間にか閉じていた目を開けると……悠大がそこにいた。映画でも見たことがないくらいの緊きん迫ぱくした表情が、目前に迫せまっていた。眸ひとみに余裕がない。そんな観察ができる自分が不思議だった。　>>>♥

「そのまま、片手だけ俺に回せるか!?」

　夢から醒さめたみたいに我に返る。うまく呼吸ができなかった。背中をぶつけたらしいと、遅おくればせながら気が付いた。悠大の片腕が咲の肩かたに回っている。そしてもう片方の手で木の枝を摑み、急勾配を滑り落ちないようにしてくれていると理解した。

　──ちび王子は!?

　慌てて見下ろすと、ちゃんと腕の中にいてくれた。驚おどろきすぎたためか硬こう直ちよくしてしがみついているが、見たところ怪け我がもなさそうだ。

　悠大に言われた通り、片手だけちび王子から離して彼に摑まろうとした。けれどうまく動かない。どうやら袖そでが木の枝か何かに引っかかっているらしい。

　なんとか周囲の様子をうかがうと、どうやら道の脇に落下して、細い木々をなぎ倒たおしてきたらしい。落ちてきた部分がぽっかりとトンネルみたいになっていて、空が見える。

　それほど遠い距きよ離りではない。

「ちび王子だけ、受け取ってもらえますか？」

「ひとまずサフィは引き受ける。だが咲も抱かかえてくからな」

　いくら距離が短くとも、この急勾配を、足場の悪い中で登るのは困難だと思う。ましてやふたりも支えてなんて、もしも悠大が怪我でもしたらと考えるとゾッとした。

「危ないです。どうかちび王子だけ先に…」

「惚ほれてるやつを置いていけるか！」

　──え？

　心臓を鷲わし摑づかみにされる。幻げん聴ちようだろうか。

「クソッ。誰だれよりも大事にしたかったのに……！」

『……ゆーだいも、さきが、しゅきなのか？』

　震える声が尋たずねてきた。咲のシャツをぎゅっと握にぎりしめる小さな手が震えている。

　悠大の言葉は気になるけれど、それよりも今はちび王子のことが優先だ。

『痛いところはありませんか!?』

『ない。…………ごめ、なしゃい……』

　ぶわっと涙なみだが盛り上がる。きっとこんな事態になってしまったことを反省しているのだろう。本当に悪いのは、ちび王子を傷つけてしまった咲なのに。

『サフィ、あとでちゃんと謝らせてほしい。でも今はとにかく、誰も怪我しないように戻もどらないといけないから……俺のとこ来てくれるか？』

　強引に抱き取って、また暴れられることを恐れたのかもしれない。

　ちび王子は涙を浮うかべた目で、じっと悠大を見つめた。

『さきが、しゅきなのか？』

『──ああ、好きだ。おまえと同じ、お嫁よめさんにしたい「好き」だ』

　そんな言葉が悠大の口から飛び出すなんて……悠大の声で聞けるだなんて、想像したこともなかった。

　これは現実だろうか。信じられなくて、それなのに彼の声一つ漏もらさずに自分のものにしたくて、体の中の細さい胞ぼう全部が彼に吸い寄せられていくのが分かった。この人だけだ。悠大にしか、こんなふうに惹ひかれたりしない。

『…………わっ、わがっ、だ。……えっ、えぐっ……ゆー、だい、なら、……えっ、えっ……さき、をっ。……じあわぜっ、にっ……うわーんっ！』

　大声を上げて泣きながら、ちび王子は悠大の腕におとなしく抱き取られてくれた。『はなみじゅ、ちゅけてやる』という不ふ穏おんな言葉は聞こえたが。

　咲は思考のままならないふわふわとした状態の中、それでもとにかく彼らを早く安全な場所にという一心で、自由になった手で、袖に引っかかっていた枝を外した。

「おっ、置いていけないとおっしゃるなら、自力で登ります。だから悠大さんは、ちび王子とご自分のことだけ考えてください」

「……ますます惚れるわ」

「っ！」

　せっかく気合いを入れたのに、動どう揺ようさせるのは止やめてほしい。

　その時、咲の背後で、ガサガサッと枝をかき分ける激しい物音がした。そして巨きよ大だいな生き物の気配。

　──熊くま!?

　咄とつ嗟さにそう思った。逃にげてください、と叫びかけた……が、しかし。

『登るよりも、下りる方が安全だ。ルートは確保した。こっちだ』

　なんと藪やぶの中から現れたのはグラディウスだった。

　彼にサポートされながら木々の間を縫ぬって下っていくと、ぽっかりと開けた場所に出た。そこには──。

　ぴょーん、ぴょーん、ぴょぴょーん。あっちにもぴょーん、こっちにもぴょーん、驚く程の数の翡ひ翠すいうさぎたちが縦じゆう横おう無む尽じんに跳とび交っていた。

『あー、うしゃぎだー！』

「……な、んで……？」

　よく見ると、小さく土が盛られたようなでこぼこがぽこぽこあり、無数の穴が空いている。そこをうさぎたちは出たり入ったりしていた。

『……まさか、通路の出入り口ですか？　これ、全部!?』

『翡翠うさぎの生態は神秘に満ち溢あふれていますから』

　当然のように言うグラディウスは、この場所のことを知っていたのだろうか。もしかしてここが、彼がこの場所に入りたかった目的？

『そちらの藪の間に道がある。そこを行きなさい。観察所を中ちゆう継けいして、もとの道に戻れるだろう』

　グラディウスは行かないのだろうか。視線で問うと、彼の頭上にうっさー伯はく爵しやくがいた。いつの間に戻ってきたのだろう。

「俺たちが探す予定だったのも、たぶんここだな」

「……この中の、どれか一つですか？」

「そこまでは分からないが……いや、おそらくこの場所だろうな。ちょっと位置情報だけ確かく認にんしとく」

　ささっとスマホを操作する悠大を、グラディウスが睨みつけた。

「その情報をどうするつもりだ？　使い方を誤れば、この国の損失に繫つながるぞ」

　決して声を荒あららげたりしていないのに、鋭えい利りな刃は物ものを突つきつけられたような感覚になった。ちび王子も悠大の腕の中で凍こおりついている。

「そう言う師し匠しようこそ、なんでここを調べようと思ったんです？　国王から何か指示がありました？　俺はジェイの手足ですけど」

「……王太子殿でん下かのご指示なら、私が口を出すことではない。失礼する」

「ずるいっすよ、師匠～」

　そう言った途と端たん、うっさー伯爵が悠大に向かってジャンプした……と思いきや、額に跳び蹴げりを食くらわせた。

「痛いてっ。……おいこら、おまえなぁ」

　ぴょ、ぴょ、ぴょーん！　うっさー伯爵は、捕つかまえようとする悠大の手から器用に逃げて、近くにあった穴に飛び込んでしまった。そのまま出てこない。

「ど、どうしましょう？　翡翠で呼びますか？」

「……いや、問題ない」

　それだけ言って、グラディウスは目礼すると背中を向けた。そして穴の個数を数え始める。こちらのことは気にせず、調査員としての仕事を始めたらしい。

「師匠～、俺にだって、王太子殿下様にご報告申し上げる義務があるんですけどー？」

　しばらく黙もく々もくと作業していたグラディウスだが……どこからともなく、ぴょーんと跳んで戻って来たうっさー伯爵を頭上で跳はねさせながら、溜ため息をついた。

「私がどこに行こうと、こうして勝手についてくる。だが決して乗り物には一いつ緒しよに乗らない。どのように移動しているのか距離と時間を観察し続けた結果、この辺りの場所に、縦横無尽に張り巡めぐらされた通路の中継地点のようなものがあるのではと推測した。──それだけだ」

　それだけと言っていいような小さな発見ではないと思うのだが。おそらくものすごく重大なことで、今後の全調査に影えい響きようしてくる大発見のはずだ。

『……ぼくも、にんじゃのことば、おぼえる……』

　むすぅと呟つぶやいたちび王子に、咲は慌あわててヤーデルブルク語で話しかけた。





＊　　＊　　＊






　ちび王子を家まで送り届けた後、悠大とふたりで王宮に戻って来た。

　そのまま、「じゃあまた夕食で」と別れるのかと思っていたら。

「俺の部屋に来てほしい。──俺の恋こい人びとになるのが、嫌いやでなければ」

　人ひと気けのない廊ろう下かの片かた隅すみでそう囁ささやかれて、頭が真っ白になってしまった。

　嫌なわけがない。この人のことが好きなのだから。成り行きとはいえ告白だってした。……失しつ恋れんしたと、一時は思っていた。けれど悠大から贈おくられた薔ば薇らの蕾つぼみと──その蕾越ごしのキスで、まさか、もしかして……と、浅ましく期待する心を止められなかった。

　──さっきの……聞き間ま違ちがいじゃなかったんだよね……？

　山の中で聞いた言葉。咲に対して告げられたものではなく、ちび王子との会話だったけれど……彼は確かに言ったのだ。お嫁さんにしたい「好き」だと。

「……こ、……こい、びとに……して、くださる、……ですか？」

「俺は咲が好きだ」

「……っ！」

　こんなの、絶対に夢だと思った。

　好きで、好きで、憧あこがれ続けて……焦こがれた人から、同じ気持ちを返してもらえるなんて。

　まさか妄もう想そうではないだろうかと怖こわくなった。実は自分は今、悠大の映画を観みていて、ヒロインにあまりにも感情移入しすぎてしまっているとか……怖すぎる。

　けれどまっすぐに見つめてくる悠大の眸ひとみは、画面越しではなかった。ここに、生身の、悠大がいる。台本に書かれているわけではない彼の言葉を、聞かせてくれている。

「初めて会った時から、うさぎみたいに癒いやしオーラ全開な奴やつだなーと思ってた。疲つかれた時にふと咲の顔が浮かんで、もふらせろーって冗じよう談だんみたいに考えたりさ」

　うさぎに似ていると、以前にも何度か言われた。自分ではまったく似ているなんて思わないが、そんなふうに思い出してもらえるなら、いっそ本当にうさぎになりたい。

「でも咲は、俺のファンだろ。前にも話したが……大ファンだと熱ねつ烈れつに言ってくる奴ほど、現実の俺がそこから少しでもはみ出た途端に『幻げん滅めつした』って一転して大だい嫌きらいになるもんだって、俺は何度も経験しちまってる。みんながみんなそうだなんてもちろん思っちゃいないが、つい警けい戒かいしちまう。だから傲ごう慢まんな言い方だとは思うが……咲との距きよ離りも、当たり障さわりのない程度にとどめとこうって、初めは思ってた」

　傲慢どころか、悠大ほどの俳優なら当然の考え方だと思う。むしろこの人は、ファンに対してとても優やさしい。咲は一緒に調査に回ることで、そんな姿をたくさん見てきた。

「それなのにおまえ……ありえねぇくらい可愛かわいいんだもん」

「えっ」

　もん、と泣き言のような口調で言ってしまう悠大こそが、なんだか可愛いのだが。

「俺が何やらかしても、幻滅どころかますますキラッキラした瞳ひとみで見つめてくるし。猪ちよ突とつ猛もう進しんに進んじまうとこ責められても仕方ないはずなのに、文句ひとつ言わずにどこまでも健気けなげに追っかけてくるし。挙あげ句くの果てに俺がとんでもねぇ我が侭まま言っても、おまえの心はどこまで広いんだ!?　ってツッコまずにいられねぇ懐ふところの深さで全部受け入れてくれるし……そんなひとに俺は今まで会ったことがなかった。……惹ひかれるなって言うほうが、無理な話だ」

　嬉うれしいのに、困ってしまった。悠大の言ってくれていることが半分も分からなかったから。

　何やらかしても？　……何をやらかしたというのだろう。

　猪突猛進なところを責める？　……責める必要がどこに？

　健気？　我が侭？　受け入れる？　……これは本当に、自分との関係のことだろうか。悠大こそ、咲のことを買い被かぶっているのではないだろうか。

　不安が胸を過よぎったが。

「……でも俺は。この気持ちをなかなか認めるわけにはいかなかった。今なら分かる。──そうしないと、おまえのことめちゃくちゃにしちまいそうだったから」

　──めちゃくちゃに？

「怖い？」

「……え、と……？」

　何が怖いのだろう。幸せすぎて怖いけれど、たぶんそういう話の流れではないはず。

「前に話したよな？　俺は、大事なものほど独どく占せんしたい」

　翡ひ翠すいの珠たまの来歴を教えてくれた時、確かに悠大はそう言っていた。

「本当に大切なものは他人に触さわらせたくない。俺だけが開けられる綺き麗れいな箱の中に閉じ込めて、誰だれにも見せないで、できることなら存在にさえ気づかれないように……」

　苦しそうな表情で、唸うなるようにそう告げた彼に、ハッとした。

　何度か見せてくれたこの表情、この眸の色しき彩さい──まなざしに、断だん片ぺん的てきな記き憶おくが一筋に結ばれるのを感じた。

　大事なものほど独り占じめしたい悠大。

　甲かつ冑ちゆう廊ろう下かで、冗談だと言いながら「閉じ込められる覚かく悟ごをしておいてくれ」と言った悠大。

　そして、今……好きだと気持ちを教えてくれたのに、どこか躊躇ためらいを見せている悠大。

「……もしかして、悠大さんは……僕のこと、……閉じ込めたいんですか？」

　尋たずねた瞬しゆん間かん、彼の表情がすとんと抜ぬけた。地じ雷らいを踏ふんでしまったのかもしれない。咲は自意識過か剰じような自分を恥はじた。

「す、すみません……それじゃまるで、僕のこと独占したいくらい大事って言っ、」

「閉じ込めたい。俺だけが可愛がりたい。咲が本当にうさぎだったらいいのにって何度も思った。おまえがちゃんと意志を持ったひとりの人間だって分かってるのに、──おまえが飼える動物だったらいいのにって気持ちを、俺は抑おさえられない」

　目を伏ふせて、悠大は一気に吐はき出した。それはまるで懺ざん悔げのようで、何度か冗談めかして告げられていた言葉が彼の本心だったことを咲はようやく理解する。

　どこまでも陽ひの当たる場所にいる人だと思っていた。

　さまざまな作品で人々の心を動かし、笑え顔がおにさせている、太陽みたいな人だと思っていたのに。

「……そんなことで、苦しんでたんですか？」

　声が震ふるえた。ものすごく胸が痛くて。

　この人の作品が大好きで、この人の映画に救われて──自分が感謝ばかりしていた時も、この人は苦しんでいたのだと思ったら、胸が張り裂さけそうなほどの愛いとしさを覚えた。

「……そんな、こと？」

　ゆっくりと、悠大が顔を上げる。

　咲は両手を伸のばした。初めて、彼の頰ほおに触ふれる。自分は何度も何度も頰に触れられていたのに、この人の頰に触れるのは初めてだった。

　両手で挟はさんだ瞬間、胸に甘あま酸ずっぱい想おもいが膨ふくらんだ。それはまるで、自分がこの人に拒こばまれていないことを確かめる行こう為いのように感じた。

　もしかして悠大は、何度も、何度も、繰くり返し、そうして咲との距離を測っていたのだろうか。まだ逃にげないか、もう少し近づいても逃げないかと……それは言い換かえれば、逃がしたくないという願いのようで。

　初めて、この人の本質に触れられた気がした。

　甲冑廊下で知りたいと渇かつ望ぼうした生身の悠大に、やっと、手が届いた。

「僕も、言いましたよね？　悠大さんが会いに来てくれるなら、部屋に閉じこもるくらいなんでもないって。そういう性格なんです、って。……もし、悠大さんが、……その、僕のこと、か、飼ってくださるなら……う、う、嬉うれし、くらい、ですよ？　本当に」

　悠大が息を吞のむ。仰ぎよう天てんしたように見開かれた目に、自分が映っているのが見えた。

　──あ、閉じ込められてる。

　そんなふうに思った。胸には喜びしかなかった。

「……え、と。とりあえず、お試ためしで……か、飼ってくださるのはどうですか？　……それでもしも、飼うほどのものじゃなかったってなったら……ちゃんと出て行きますから。悠大さんの負担になったりしないように気を付け、」

　ガシッと手首を摑つかまれた。

「…………ほんっとにおまえは、どこまで可愛いんだよ……！」

　可愛いとは、一体。何も特別なことを言ったつもりはないのだけれど。

　真意を問う隙すきもなく、手を引かれる。甲冑廊下に連れていかれた時と同じだ。担かつがれていたあの時とは違い、今は立ち止まろうと思えばそうできる。けれど咲は自分の意志で、悠大についていった。

　進んだ先は、思いがけない場所だった。

　おそらく王宮の裏手に位置するのだろう。庭の先に、石いし塀べいに囲まれた一角があった。こちらに足を踏み入れるのは初めてだ。

　そして石塀の内側に入った途と端たん、咲は息を吞んだ。

「この庭って……！」

　四角く囲まれた一面に、薔ば薇らの株が植えられていた。まだひとつも咲さいていない。すべて、白い蕾つぼみ。

　石塀の感じにも見覚えがある。間ま違ちがいない。ここは──『秘密』が撮さつ影えいされた場所。

　悠大にもらったあの一輪が今にも咲きそうなのは、室内に移したせいで暖かくなったからかもしれない。

　まだ咲いていないけれど、ここで答えを教えてくれるのかと思った。けれど悠大の足は止まらず、なんとその庭を通り越こしてしまう。

「あっ、あの……？」

「後でな」

　咲は息が切れているのに、悠大は全然だ。

　庭を通り過ぎると、突とつ然ぜん、石造りの建物が現れた。古めかしくてどっしりとした一いつ軒けん家やのような造りは、無骨でいて、どこか頼たより甲が斐いがある。

　悠大が扉とびらの鍵かぎを開け、中に入れてくれる。

　外からは想像がつかなかった、快適そうな生活空間が広がっていた。使われた形けい跡せきのある暖だん炉ろに、ゆったりとしたカウチソファ。テーブルの上には果物が載のり、木の椅い子すが三さん脚きやく。奥にはキッチンと、さらに部屋らしき扉が……。

「咲」

　視界が遮さえぎられた。たくましい腕うでに抱だき締しめられていたから。

　悠大の体が、びっくりするくらい熱い。急激に鼓こ動どうが激しくなった。早歩きしてきたせいだけでなく、恋こいのときめきと、さらに彼の胸が打ち鳴らす鼓動に釣つられた。

　──なんか、僕より速い……？

「俺のものにしていいんだな？」

　ドクッと心臓が高鳴った。

「……は、はい。好きです。悠大さんのものにしてほし……んっ」

　唇くちびるが塞ふさがれていた。

　彼の腕の中、ほとんど真上を向かされて、唇に食くらいつくようにくちづけられていた。

　熱に覆おおわれる。薔薇の蕾越ごしのキスとはまったく違う。

　熱くて、柔やわらかくて、予測のつかない動きをして、今、ここに悠大が、妄もう想そうなんかではない生身の彼が、本当にいるのだと思った。

　生まれて初めてのキス。

　唇を引っ張られる感覚に、吸われているのだと気づいた。開いた唇に熱く濡ぬれたものが割り込んでくる。自分のものではない匂においを感じた。これが唇を合わせるということ──人と触れ合うということなのか。

　びっくりして、それなのに触れた瞬間から気持ちよくて、これがキスというものならもっとしてほしいと思った。

「……咲、咲……咲……」

　うわ言のように繰り返される掠かすれた声は、全部、触れ合った唇を通して咲に伝わる。

　幸せすぎて胸が震えた。きっと足も、手も震えている。舌と舌が触れ合って、搦からめられたりしたら……もう立っていられない。

「んっ、……ぅん……っ」

「可愛かわいい」

　座り込んでしまいそうな体を抱き留めてそう言った悠大は、難なく咲を抱き上げた。

　気が付けば、お姫ひめ様さま抱っこと呼ばれる体勢になっていた。

　どこかへ運ばれる。運ばれながらキスをされる。無意識のうちに悠大の首に腕を回していた。これではまるで自分に引き寄せているみたいだと我に返った瞬間、キスが深くなる。

「クソッ、可愛いー……！」

　唸うなり声はくちづけとともに落ちてくる。これはきっと自分に向けられた言葉だろうと推察できるのに、咲には理解できない。自分のどこが可愛いのか、まったく分からない。

　──可愛くなりたい。

　熱いキスに翻ほん弄ろうされながら咲は思った。

　ほんの少しでも、悠大に好きでいてもらいたい。

　一いつ生しよう懸けん命めいキスに応こたえようとしているうちに、いつの間にか体勢が変わっていた。悠大に伸し掛かかられている。状じよう況きようを把は握あくしたくて身動きを取ろうとしたが、脚あしの間に筋肉質な大ふと腿ももが挟まり、体の両側にはたくましい腕が拘こう束そくするように添そわされていた。動けない。けれど背中に柔らかな弾だん力りよくを感じる。まるでベッドに横たわっているみたいな……。

「……ン！　……あっ……」

　突然、脇わき腹ばらに悠大の手を感じて、裏返った声を上げてしまった。

　唇が離はなれる。間近から見下ろされる。褐かつ色しよくの眸ひとみはギラギラと輝かがやいていた。それが欲よく望ぼうの色だと、初めて見るのに理解した。

　本能として備わっているのかもしれない。自分が捕ほ食しよくされそうな雰ふん囲い気きを察知するという能力は。

「……あっ、あの……っ」

「俺のものだ」

　それはまぎれもない独どく占せん欲よく。

　真正面からぶつけられて、腹の底から甘く痺しびれる。本当にこのままここに閉じ込められるのかな、と思った。そうなったら嬉うれしいと思ってしまった。

　再び降りてきたキスは、さっきまでよりもっと熱い。

　唇を吸い上げられて、はふ、と息を吐はくと、上うわ唇くちびると下唇を順番に食はまれた。「咲」と熱っぽく名前を呼ばれたら、それだけで体から力が抜ぬけてしまう。悠大の声には魔ま力りよくがある。

　潜もぐり込んできた舌に、口こう蓋がいを舐なめられる。びっくりするくらいゾクゾクした。咄とつ嗟さに逃げそうになった体をすかさず引き戻もどされる。んっ、んっ、と鼻にかかった声が漏もれた。絡からみ合う粘ねん膜まくがいやらしい水音を立てる。こくんと喉のどが鳴って、まざりあった唾だ液えきを飲んでしまう。そのことに気づいて震ふるえた。奇き跡せきの水を与あたえてもらったような気持ちになった。

　──悠大さん……！　悠大さんと、キスしてる……！

　もう何回触ふれ合ったか、すでに数えられる範はん囲いを超こえているのに、今さら感動した。

　今、この瞬しゆん間かんもまた、初めてのキスだと思った。その相手が悠大であることが、本当に奇跡だ。こんなふうに悠大に唇を合わせてもらえるなんて、想像したこともなかった。きっと考えないようにしていた。叶かなうはずがない恋だと思っていたから。

　好きな人とキスしていることが信じられなくて、信じたくて、夢中で彼の舌に応えた。呼吸が苦しくて、怖こわいくらい気持ちよくて、もうわけが分からない。

「……そんな気持ちよさそうな表情して……！」

　がぶっと首筋にかぶりつかれた。そして胸を這はう手のひらを感じた。

　ハッとして自分を見下ろすと、信じられないことに素すっ裸ぱだかだった。ぎょっとして体を隠かくそうとしたら、すかさず四し肢しを押さえ込まれる。何の色気もない貧相な裸ら体たいを晒さらしてしまう。しかも咲のものは兆きざしていた。キスしてもらっただけでこんなはしたないことになるなんて、考えてもみなかった。

「やっ、だ……」

「俺を拒きよ絶ぜつするの？」

　背筋が凍こおるような、酷こく薄はくな笑えみが間近に迫せまる。

　びっくりした。いつか観みた映画の暗殺者より冷ややかな空気を感じたからではない。拒絶しているなんて誤解されたことの方に驚おどろいた。

　ぶんぶんとかぶりを振る。震える声を絞しぼり出す。

「恥はずか、しいから……！　よ、夜に……」

　カーッと頰ほおが熱くなるから、きっと真っ赤になっているはずだ。

　すると悠大は微笑ほほえんだ。なぜか一転して、蕩とろけそうなほど甘い笑みになる。

「たったこれだけで恥ずかしいとか、咲はどれだけ俺を喜ばせたら気がすむんだ？」

　絶句した。恥ずかしがったら喜ばれるなんて、意味が分からなすぎて。こういう時は、相手が恥ずかしいと嬉しいというのが一いつ般ぱん的てきなのだろうか。経験もなければ予備知識も皆かい無むで、どう振ふる舞まうべきなのか分からない。

「大だい丈じよう夫ぶ。夜は夜でするから」

「えっ」

　鎖さ骨こつにくちづけられる。燃えるように熱く感じる。カリッと歯を立てながら、悠大はこちらを見上げてきた。視線が絡む。心臓が爆ばく発はつしそうなくらい恥ずかしい。

「やっ、ちがっ……暗くなるまで待ってほしいって……」

「俺の咲の可愛いところ、見せてくれない気？」

「っ！」

　もしかして普ふ通つうは見せるものなのだろうか。そういえば映画ではたいてい互たがいの表情が見えるくらいには薄うす明あかりがある。いやしかしその後は暗転するわけで……あれは上映の年ねん齢れい制限的な問題なのだろうか。本当はみんな、恋人にはすべてを曝さらけ出しているのだろうか。

　悠大はいつもどうしているのだろう。そう考えた途と端たん、過去の恋人たちに嫉しつ妬とした。

「そんなにショック？　でも諦あきらめてくれ。せっかくの咲の『初めて』をみすみす見み逃のがすとか、ありえねぇから」

　──み、見たいってこと……？

　そんなふうに聞き取ってしまったのは、自分の耳がおかしいのだろうか。

「……な、にも、おもしろくない、ですよ？」

　震える声で訴うつたえるや否いなや、悠大が噴ふき出した。思いがけず、屈くつ託たくのない笑顔を見られてホッとする。

「セックスにおもしろさは求めてねぇよ！　あー、もう……マジで可愛い」

　あんまり何度も可愛いと言われると、もしかして自分の知っている「可愛い」以外に、他ほかの意味が何かあるのだろうかと思ってしまう。

　誤解だったらどうしよう。囁ささやかれるたびに、こんなに喜んでしまっているのに。

「俺は咲が好きなんだ。好きな人が、自分のせいでどんな表情をするか、どんな反応をしてくれるか、知りたいと思うのが……抱だき合うってことなんだよ」

　ちゅっと軽く唇を盗ぬすんだ後、悠大はキスを首筋に落とした。そのまま下がっていく。四肢を押さえていた手足も再び動き出した。脇腹を撫なでられ、大腿をゆっくりとなぞられて、たったそれだけでびくびくと体が跳はねる。

　変な声が漏れそうで、唇を一生懸命に引き結んだ。

「声、聞かせて」

　できるわけがない。必死にかぶりを振る。

「なんで？」

「……だって、変な声に決まっあぁんっ」

　仰のけ反った。前まえ触ぶれもなく、下か肢しをいじられたから。全身が熱くなる。裏返った変な声を上げてしまった羞しゆう恥ち心しんと、あられもない場所を摑つかまれていることへの恥ずかしさと、直接的な刺し激げきとで、もう、どうすればいいか分からない。

「可愛い」

「ど、こがっ、ですか？　……やっ、放して……！」

「ん？　どこって、これも可愛いぜ？」

「っん！」

　摑まれたそれをゆるゆると扱しごかれて、咲は身み悶もだえた。

　信じられない。他人の手に触れられるというのは、自分で触さわるのとはこんなにも違ちがうことなのか。しかもただの他人ではない。悠大だ。好きな人だ。

　恥ずかしくて、気持ちよくて、放してほしいのに体のどこにも力が入らない。あっ、あっ、とあられもない声を上げてしまう。悠大が何度も「可愛かわいい」と囁く。　>>>♥

　くちゅくちゅといういやらしい音が聞こえた。その音を立てているのがどこなのか、混乱する頭が突つき止める前に、耳に舌を差し込まれて何も考えられなくなった。

「可愛い」「咲、好きだよ」と惜おしげもなく囁かれる。そんなに熱っぽく囁かれたら、自分が本当に可愛い生き物になれたような錯さつ覚かくに陥おちいってしまう。

「あっ、あっ、ゆー、だいさっ、……あーっ……！」

　目の前が真っ白になって、四肢が痙けい攣れんした。呼吸が苦しい。

　自分が吐精してしまったことに気づいたのは、生なま臭ぐさいにおいが鼻び腔こうを掠かすめたから。耳元で、ぺちゃっと何かを舐める水音がした。胸を喘あえがせながら、いつの間にか閉じていた目を開いてそちらを見ると……。

　悠大が指を舐ねぶっていた。その手が濡ぬれている。なんだか粘ねばついたもので。

「──っ!?」

「初めての咲の味だ」

　なんて美しい笑顔。ファンが見たら卒そつ倒とうするレベルだ。

「わーっ！　なっ、なっ、何舐めてるんですかっ」

「咲の精え」

「ばかばかばかっ！　悠大さんのばかっ！」

　飛び起きて手近にあった布で悠大の手をごしごし拭ぬぐう。自分が放ったいやらしいものを好きな人に舐められたなんて、ショックすぎて涙なみだが溢あふれた。

「咲に、ばかって言われた」

　どうして嬉しそうなのか。

「……も、やだ……」

「この程度で？」

　その言葉が胸に刺ささる。呆あきれられてしまったのだろうか。

「だ、って……舐める、なんて……っ」

「舐めるのはこれからな？」

　そう言って悠大が摑んだのは咲の脚あしで。

　グイッと引きずられて、彼の前に無防備な下肢を曝け出してしまったことを自覚する隙すきもなく、突とつ然ぜんその刺激はやってきた。

　熱いものに包まれた感覚。腰こしがとろける。ものすごい快感に襲おそわれる。

「……あーっ!?」

　ビクビクッと腰が痙攣した。あまりの快感にパニックになって、何が起こったのか分からなかった。シーツの海で体が跳ねる。あんあん喘ぐ声が自分のものだと気づけなかった。

「咲、咲……！　食っちまいたい。可愛い……！」

　下半身を持ち上げられる感覚がして、苦しさに目を開いた。そしてようやく自分の置かれている状じよう況きように気づいた。

　あろうことか咲の下肢は悠大に抱かかえられ、昂たかぶりを彼に咥くわえられていた。さっき達いったばかりなのに。すっかり勢いを取り戻もどしたものを、まるで美味おいしいもののように悠大が舐めまわす。いやらしい舌の動きがつぶさに見える。恥ずかしすぎて正気を保っていられない。

「いやぁーっ」

　ぼろぼろと涙が零こぼれた。もがいて逃にげようとするのに、下肢をがっちりと抱えられていて動けない。竿さおをねっとりと舐め上げて、亀き頭とうを口に含ふくむ姿がはっきりと見えた。恐おそろしいのに目を逸そらせない。悠大が……憧あこがれ続けたあの悠大が、自分の性器をそんなに美味しそうにしゃぶる姿はあまりにも衝しよう撃げきで、それなのに煽せん情じよう的てきで……とぷりと先走りが溢れた。

「……もっ、悠大さ……っ、やめてぇ……そん、な、えっちな、こと、しないでぇ……っ」

「っ！　……萌もえ死にさせる気か……！」

　悠大の唇くちびるが容よう赦しやなく体中を辿たどる。「俺の知らないところがないように、舐め尽つくすから」と宣言された。本当に、舐め尽くされた。足の指の間なんていう思いもよらぬ場所にまで舌が及および、咲はようやく、お風ふ呂ろに入っていないことに気がついた。

「……だめっ、汚きたなっ、から……！　お風呂……！」

「後で一いつ緒しよに入ろうな」

　まったく取り合ってもらえなくて、恥ずかしいのにそんなところが感じてしまって、もう泣きながら喘ぐことしかできない。

　すべて暴あばかれていくような気がした。

　こんな、自分でも知らなかったいやらしい姿が次々に現れて、悠大に呆れられたり嫌きらわれたりしないかとそれだけが怖こわかった。

「ゆ、だいさんは？」

「ここにいる。遠えん慮りよなく意識飛ばしていいぞ。ちゃんといるから。咲がわけ分かんなくなるくらいえっちなことしてるの、全部俺だから。怖くないだろ？」

　悠大だから怖いのに。好きな人だから、怖くてたまらないのに。

「……気も、ち、い？」

「感じてくれて嬉うれしいぜ？」

「ちがっ、……悠大さ、も、気持ち、いい？」

　よろよろと上半身を起こす。自分の放ったものや汗あせやらでどろどろになったみすぼらしい体が目に飛び込んできて、いたたまれない。

　けれど今はそれよりも、悠大のことが気になった。

　まだ、服を一枚も脱ぬいでくれていない。こんなにも自分は気持ちよくさせられているのに。

「……僕も、させてください」

　彼のシャツに手をかけたら、咎とがめるように手首を摑まれた。

「今日はいいから」

「……な、んで？」

「咲の隅すみ々ずみまで愛せるだけで、今日は充じゆう分ぶんだ」

「……恋こい人びと、って、そんな、ですか？」

　一方的に与あたえてもらうばかりなのは嫌いやだ。

　悠大にも気持ちよくなってほしい。こんな自分でも、この人を気持ちよくできるなら。

「……何されるか、分かって言ってるのか？」

　褐かつ色しよくの眸ひとみが、苛いら立だちのようなものを孕はらむ。

「っ…！　ごめ、なさい……！　なんの、知識もなくて……」

　ふはっと笑われた。一いつ瞬しゆん前までの苛立ちの色は、どこかへ消えている。

「あーもう、可愛すぎて毒気抜ぬかれるわ」

　頰ほおを、むにっと摘つままれる。とても久しぶりな気がした。この手にはもっとすごいことをされているのに、こうして触ふれられただけでときめいてしまう。

「知識がないのは大だい歓かん迎げい。全部、俺だけに教えられとけばいい。そうじゃなくて、何されるかも分かんねぇのに軽々しく煽あおるなって言ってんの」

「分からないけど……悠大さんだから。全部、なんでも、…………う、嬉しいです」

「っ！」

　衝撃を受けたような表情の後、はーっと長い溜ため息をつかれる。何か失敗しただろうか。

　咲は慌あわてて言葉を重ねた。

「あのっ、どうか僕にも教えてください。悠大さんはどうされたら気持ちいいですか？　恋人ってどうするものですか？　僕も悠大さんに気持ちよくなってほしいんです……！」

　口を塞ふさがれる。熱いキスで。舌を絡からめて荒あら々あらしく吸われたら、なすすべもなくとろとろに溶とかされてしまう。

　気づけばベッドに横たえられていて、その自分を見下ろしながら……悠大が服を脱ぎ捨てる姿が目に入った。

　均整の取れた肢し体たい。映画で何度も観みたことがある。おそるおそる手を伸のばしたら、しなやかな筋肉に覆おおわれた腹筋に触れた。温かくて、泣きそうになった。

　そのまま何気なく腹を辿ろうとしたら、手がすべった。その下の、布に包まれた盛り上がりに触れてしまう。

「っ！　煽るな！」

　手を摑つかまれてびっくりした。今のはもしかして。

「……ゆ、だい、さん、の……？」

「なんだ、わざとじゃなかったのか」

　わざと何をするというのか。その盛り上がりは、やはり悠大のものだったらしい。あまりの存在感に何か物体を入れているのではないかと思ってしまったが、よく考えるとそんなことをするはずがない。

「……おっ、おっきい……」

　呟つぶやいたら、突とつ然ぜん悠大が前のめりにうなだれた。

「…………天然言葉攻ぜめ、怖こえぇ……！」

「えっ？　あのっ？　僕のと全然サイズが違ちがうって思っ…」

「暴走するからやめろ」

　くるりと体を反転させられて、シーツにうつ伏ぶせにされたのは、ただ単にこっちを見るなという意味だと思った。むしろ自分のはしたないものも彼の目に晒さらされなくてよかった……なんて、一瞬でも考えた自分の無知を恥はじたい。

　大ふと腿ももに手をかけられて、後ろに引かれた。何この体勢？　と思った時には、腰だけを高く掲かかげて、その後ろに悠大がいるというとんでもない形になっていた。

「っ!?　何して……ああっ！」

　尻しりにかぶりつかれた。手のひらで包まれて揉もみしだかれる。さっきもその辺りをキスで辿られたことは覚えているが、なんだか違う。ただの一通りの愛あい撫ぶではなく、何か目的を持っていじられているような気がした。

「こんなところまで咲は可愛かわいい」

　可愛いの基準がおかしいと思う。咲はとうとうそう確信した。

　双そう丘きゆうを左右の手のひらで包まれて、体が揺ゆさぶられるくらい揉まれる。シーツを摑んで前に逃げようとするのにできないのは、大腿に器用に脚を絡められ、拘こう束そくされているから。

　あらぬ場所に舌のぬめりを感じた。

　信じられない。信じたくない。怖すぎて確かく認にんできない。ぺちゃぺちゃという水音と、明らかに舐ねぶられている感かん触しよく、そして熱い息が言葉にするのも憚はばかられる場所に与えられている。

　咲は泣きながら喘あえいだ。怖くて、気持ち悪くて、気持ちいい。昂りを咥えられた時より衝撃が強い。見ていないのにこの攻こう撃げき力は恐ろしい。

　固いものが入ってきた。違い和わ感かんがものすごい。

「痛い？」

　尋たずねられて、言葉の意味ももう理解できずガクガク頷うなずいた。

「ごめん。ちょっとだけ我が慢まんして。確かこの辺に……」

　固いものが傍ぼう若じや無くぶ人じんに中で暴れ回る。中がどこを指すのか、知識もないのに分かってしまう。これがセックスなのか。こんな恥ずかしいことを、世の中の人はみんなしているのか。どうやって正気を保てばいいのか分からない。

「ああっ！」

　ビクッと体が跳はねた。痛いくらいの快感が背筋を駆かけ抜けた。

「見つけた。ここだな？」

「やーっ！　あっ、あっ、なにっ!?　それ、こわい……っ」

「可愛い。咲、可愛い」

　泣き喚わめいて身み悶もだえているというのに、悠大は容赦なくその場所を抉えぐってくる。蕾つぼみを開かれているような感覚に、恐おそれと快感と悠大に助けてほしいと願う気持ちとがごちゃ混ぜになる。

「俺のこと、好き？」

　ガクガク頷いた。気づけばうわ言のように「すき、すき」と繰くり返していた。

「そろそろ大だい丈じよう夫ぶかな。……俺ももう、限界だ」

　もう体のどこにも力が入らない。

　再びくるりと体を反転させられて、仰あお向むけになる。悠大がこちらを見下ろしている。

「咲、涙なみだとよだれでぐちゃぐちゃ。……可愛い」

　可愛いわけがない。そう思うのに、ちゅっと唇を盗ぬすまれて嬉しくなる。

　大腿を抱かかえ上げられた。脚あしの間に悠大がいる。凶きよう器きのように猛たけ々だけしいものが視界に入った。ごくり、と唾つばを飲む。これから何が起ころうとしているのか……分かってしまった。

「咲、──愛してる」

　凄せい絶ぜつな色気を放った悠大がそう告げるなり、熱い塊かたまりが、自分のそこに宛あてがわれるのが分かった。

　ぐぷっ……と、押し開かれる。

「……あっ、あぁっ……はいっちゃ、う……っ」

「ん。咲の中、入れて」

「──っ！」

　ものすごい圧あつ迫ぱく感かん。そして熱。

　指なんて、何本束ねてもこの質量にはかなわないと悟さとった。

　指とは違う。これが悠大のもの。押し開かれる苦しさを感じながら、それはつまり一ミリも隙すきなくくっつけているということかなと思った。隙間なんかなかった場所にみちみちと悠大が収まって、ぴったりと嵌はめ込まれるこの感覚が、繫つながるということかなと思った。

「……っ、痛くないか？」

「好き……！」

　唇くちびるから零こぼれ落ちたのは、会話になっていない告白だった。

　悠大が相好を崩くずす。苦痛を感じているみたいな難しい表情だったのが、笑えみまじりになる。

「知ってる。俺も」

　胸が熱くなる。

　誰だれにも渡わたしたくないと思った。この人を。額に汗を浮うかべながら、おそらく衝しよう動どうを抑おさえながら、それでも笑ってくれる悠大が、好きで、好きで、この人の全部が愛いとしいと思った。

　誰にも見せたくない。その気持ちが、今分かった気がする。

　世界的映画俳優であるこの人を独どく占せんすることなんかできないと分かっているけれど、もう自分以外の誰ともこんな濃のう密みつな交わりを持ってほしくないと思った。

「……クソッ。ごめん、馴な染じむまで待ってやれない！」

「っ!?」

　何が起こったのか分からなかった。せっかく埋うずめてくれた彼のものがずるずるっと抜けていく感覚に焦あせりを覚えた次の瞬しゆん間かん、ものすごい快感に咲は甘い悲鳴を上げた。

「ああんっ」

　瞼まぶたの裏がチカチカする。

「可愛い……っ！」

　めちゃくちゃに体が揺さぶられていた。自分を見下ろす悠大の姿がブレてはっきり捉とらえられない。ものすごい腰こしの動きと、自分の中に埋められたものの刺し激げきが連動していることにさえなかなか気づけなかった。

　体がずり上がりそうになり、夢中で摑んだのは、ベッドについていた悠大の手。嵐あらしに吞のみ込まれて押し流されてしまわないための命いのち綱づなのように、唯ゆい一いつの柱のように、咲は彼の手に縋すがった。

　繫がった場所が淫いん靡びな音を立て続ける。あられもない泣き声を上げて、眼めを開けるたびに、悠大の眸ひとみに捕とらえられた。

「咲、咲、咲！」

　惜おしげもなく呼ばれる自分の名前。初めて呼ばれた時の感動が、この情熱によってまた新たに胸に甦よみがえる。

　好きな人に存在を認識してもらえること、好きな人に好きになってもらえること、好きな人に求めてもらえること、どれも信じられない奇き跡せきだと思う。

「……好き！」

　腕うでに縋りつき、頰ほおずりをする。されるがままになっていた脚を彼の腰に絡からめた。すると繫がりが深くなる。

「好き、好きぃ」

「咲」

　頤おとがいを強ごう引いんに摑まれた。体が折りたたまれるのではないかと思う苦しさの中、熱い唇が与あたえられる。夢中で吸いついた。吸って、吸われて、呼吸を奪うばい合い、分け合う。普ふ段だんとは違う悠大。こんなに荒あら々あらしくてがむしゃらに求めてくれる人だなんて知らなかった。その姿を可愛いと思った。そして初めて知った。可愛いという気持ちは、愛しいという想おもいにとてもよく似ている。　>>>♥

「可愛い！」

　繰り返される悠大の声に、自分の気持ちも重なる。同じ気持ちかどうかは分からないけれど、ただ、ただ、幸せだった。

　悠大の荒々しい律動は続く。咲はもう息も絶え絶えで、それでもなんとかついていこうと必死になった。

　もう声も出ない。唇だけが「好き」と紡つむぐ。

　そして何度目かも分からない絶頂にまた駆け上った時──悠大が最さい奥おうを抉ってきた。痙けい攣れんするような小刻みな動き。奥に、奥に……情熱を放たれたのだと理解する前に、ふっと意識が遠ざかる。

「……咲、愛してる」

　どさっと自分の上にくずおれてきた悠大と、初めて肌はだと肌をぴたりと合わせて……気持ちいいなぁと思ったのが、最後の記き憶おくだった。
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「許さない」

　不ふ穏おんな科白せりふを吐はいたのは、まさかの兄だった。

　いつもの夕食の時間になっても咲の体力は回復しなくて、悠大も絶対に傍そばを離はなれないと言うから、今日だけは別々に摂とることを許してもらおうと、悠大が晩ばん餐さん室に話しに行ってくれた。

　ブライダルメイトとして唯一ともいうべき兄との時間を守れなくて反省していたら、まさかのその兄本人がこの離れに飛び込んできた。

　まだベッドの中にいた咲は、驚きよう愕がくしすぎて硬こう直ちよくしてしまった。

　狂きよう乱らんの時間の後、悠大が風ふ呂ろに入れてくれたし、シーツ類も新しいものと取り換かえられているが、まだ濃密な空気が満ちている気がする。

　慌あわててベッドから降りようとしたが、長時間あられもない体勢を取らされていた体は自分のものではないみたいに動いてくれなくて、さらにはまだ下半身には恋こい人びとの物が入っているかのような違い和わ感かんがあって、まったく取り繕つくろえずに、おそらくすべての事情を晒さらしてしまった。

　そんな咲に、晴季が半泣きで抱だき着いてきたのだ。

「咲～！　いやだー。おれの弟がーっ」

「にっ、さ……」

　ケホケホッと咳せき込んでしまった。掠かすれた声しか出ないことが申し訳なく……と思ったところで、ハッと気づいた。そういえば少し前、兄の掠れ声を風か邪ぜかと心配して悠大に「婚こん約やく者様のせいだから」と助言をもらったことを思い出す。

　──こっ、こういうことだったんだ……！

　どうして声が掠れるのか分からなかった自分の無知さが、今さら恥はずかしくなった。

「お兄ちゃーん、話を聞いてくださいよー」

「はっ！　悠大さんってそういえば、初対面の時からおれのこと『お兄ちゃん』って呼んでましたよね。まさかあの時から咲のこと狙ねらってたんですか……!?」

　晴季の後を追うように寝しん室しつに入ってきた悠大に、晴季がとんでもないことを言いだした。

　──兄さん！　そんなことありえないよ……っ。

「いやー、無意識だったが、もしかして本能で分かってたのかもなぁ……俺の嫁よめになる子だって」

「デレデレすんなーっ！」

　晴季の態度は、王太子妃として洗練されたものとは違ちがい、まるで王国のことを何も知らなかった頃ころに兄弟三人でじゃれ合っていた時に戻もどったような気がした。

　なんだか兄を近く感じて懐なつかしい。

「咲、私も入っていいか？」

　廊ろう下かから声をかけてきたのは王太子殿でん下かだ。いくら身内になるとはいえ、さすがにベッドに入ったままで対応するわけにはいかない。

「おまえは駄だ目め。俺たちの寝室に入れてやれるのは、お兄ちゃんがギリ。ほんとは誰も入れたくねぇし、誰にも会わせたくねぇんだけどなー」

「……なんかさらりと物ぶつ騒そうなこと言ってますね」

「大だい丈じよう夫ぶだ、晴季。これが悠大の本ほん性しようだから。通常運転だ」

　完かん璧ぺきな王子様の笑みで、殿下が言う。

　──殿下はご存じだったんだ……。

　なんだか少し悔くやしい。兄弟みたいな存在なのだから、むしろ知っていてくれて喜ぶべきなのに。いつの間にこんなに贅ぜい沢たくになってしまったのだろう。

「咲、体がつらいかもしれないが、リビングの方に移動できるか？」

　晴季が抱き着いてきている横から悠大に体を支えられ、触ふれ合った手にホッとした。

「……っ！　何その可愛かわいい顔……お兄ちゃんはショックです……」

　──え？　僕どんな顔してた……？

　自分では分からなくて、挙動不ふ審しんになってしまう。

　悠大のエスコートで、なんとかリビングに移動した。テーブルセットには椅い子すが三さん脚きやく。なぜか咲が、悠大の膝ひざの上に座ることになった。

「俺はただの椅子だから。咲のための特別な椅子。ほら、今はもたれかかってる方が楽だろ？　おいで、咲」

　とろとろに滴したたるはちみつみたいな甘いまなざしで手を差し伸のべられたら、ふらりと言うことを聞いてしまうというもので。

「……なにこのデロ甘……」

　晴季のツッコミも耳に入らない。人前でこれはなんだか変だと気づいたのは、すっかり悠大の膝の上に落ち着いてしまった後だった。

　テーブルを挟はさんで殿下と晴季が並んでいる。少し離れた玄げん関かん扉とびらの前に、直立するリヒト。

　実はこの建物は、彼ら三人が密ひそかに酒盛りするための場所らしい。一応は悠大のアトリエとして国王から借り受けている。大学時代はここを拠きよ点てんに、さまざまな自主制作映画を撮とったそうだ。

「えー、改めてご報告させていただきます。このたび、私、佐原・フランシス・悠大は、辻占咲さんと生しよう涯がいの伴はん侶りよとして結ばれました。どうぞ末永くご指導、ご鞭べん撻たつのほど、よろしくお願い申し上げます」

　幸せいっぱいの輝かがやく笑え顔がおでぺこっと頭を下げた悠大が可愛い……なんて見み惚とれている場合ではなく、咲も慌てて追つい随ずいした。

「うう……おれの可愛い弟が……嫁に……」

　嘆なげいている兄には申し訳ないが、そんなふうに言ってくれることがなんだか嬉うれしかったりもする。本当は咲も、王太子に嫁とつぐ兄に淋さびしさを感じていたから。

　大切な兄弟の幸せを祝福することと、淋しく感じてしまう気持ちは、別でいいのだ。どちらも抱いだいていい感情だと、ようやく分かった。

「おめでとう、悠大。こうなってくれることを、私は信じていたよ」

「お膳ぜん立だて、どーも。正直、ふたりで調査してこいって放ほうり出されなかったら、こうなれたのはもっと何年も先だっただろうな」

「えっ！　古地図の調査ってそんな意図があったんですか!?　ジェイ、ひどい！　おれのためだとか言ってたくせにーっ！」

　ぎゃんぎゃん嚙かみつく晴季を愛いとしそうな眼めで見つめる殿下に、ちょっと照れてしまう。

「もちろん、私の晴季のことを一番に考えている。だが、できれば大団円を目指しているとも言っただろう？」

　そういえばそんなことを言っていた気がする。

「悠大は表現者であるがゆえに、感性に著いちじるしい凹おう凸とつが見られる部分がある」

「感性の凹凸？　……もうちょっと分かりやすく教えてください」

「端たん的てきに言うと、我が侭ままだ」

　グッと悠大が喉のどを鳴らした。「うるせぇ」と悪態を小さくついたところを見ると、本人も自覚しているらしい。

「俳優として活かつ躍やくしたい、自分の魅み力りよくを見せつけたい、人々を楽しませたいと常に願っていると同時に、心を暴あばかれたくない、大切なものを抱いていることに気づかれたくない、本当に好きなものは自分だけが独どく占せんしたい、と頑がん是ぜない子どものように駄だ々だをこねる。そのふたつの感性が同居している」

「……おまえ、それここで言う必要あるか？　羞しゆう恥ちプレイか？」

「おまえと咲がどれほどお似合いかという話をしているのだ」

「どこが！」

「そういう悠大の我が侭な凹凸──そこに、咲の感性がそのまま嵌はまったということだ。違うか？」

　──僕の感性？

「あー……なるほどね。雅みやびな表現だな。確かにそうだ。俺が欠点だと思ってなんとか直そうと苦しんできた歪いびつな部分を……咲は『そんなことで苦しんでたんですか？』呼ばわりで、そのまま受け入れてくれたしな」

　ドキッとした。それはふたりだけの、秘ひめやかな会話のつもりだったから。

　けれど……悠大が欠点だと思っていたことは初めて聞いた。咲には全然、そんなふうには思えないのに。

「……じゃあ、咲のことは？　悠大さんは、咲のことも、そのまま受け入れてくれるんですか？」

　真しん剣けんな晴季の声に、悠大は即そく座ざに頷うなずく。

「もちろん。このままの咲がいい。咲のこと全部分かったわけじゃねぇし、むしろ思いもよらぬ反応でびっくりさせてくれるんだが、それがなんでかいちいち心に響ひびくんだ。俺の知らなかった、俺が求めていたらしいものを、ひょいと現して嵌め込んでくれる。……そんな存在に惹ひかれなかったら噓うそだろ。──俺は咲が欲しい。もしも咲にも欠けている部分があるなら、今度は俺が、それを補える存在でありたい」

「そっ、なの、とっく……！」

　掠れてほとんど声にならない。伝えたいのに。知ってもらいたいのに。

　咲は咄とつ嗟さに、身み振ぶり手振りで示した。あなたはとっくに、僕の欠けている部分を埋うめてくれています、と。

　出で逢あう前から救われてきた。悠大がいたから、今の自分があるとはっきり言える。

　そんな必死さが伝わったのか、悠大はとろけるように微笑ほほえみ、晴季は頰ほおを赤くして「負けた……」と呟つぶやいた。そして殿下が声を上げて笑う。

「おまえたちも私たちと一いつ緒しよに挙式するか？」

　それはもちろん冗じよう談だんだろう。けれど悠大は、静かにかぶりを振ふった。

「俺は、咲のこと、公おおやけにしたくない」

　咲も頷く。これは狂きよう乱らんの時間を過ごした後、ベッドの中で、真剣に話し合ったことだった。

「俺たちの関係は、大事な人だけに知っていてほしい。もちろんちゃんと入にゆう籍せきするし、式も挙げる。本当はふたりきりで挙げたいところだ。俺だけが咲の一番きれいな姿を独り占じめしたいからな。だが……俺の愛する咲を育はぐくんでくれた辻占の家族には、ちょっとくらいなら分けてやってもいいと思ってる。──ありがとうな、晴季。咲が、今の咲でいられるように、一緒に生きてきてくれて」

　とんでもない言い分だと思ったのに、喉のど元もとが熱くなり、涙なみだが零こぼれた。

　晴季も泣いている。さっきまでのどこか冗談まじりだった半泣きではなく、ぼろぼろと幾いく筋すじも涙を流していた。

「なにこの人……！　ジェイもたいがいだけどっ。どんだけデロ甘なんだよっ。……咲、よかったなぁー」

　顔をくしゃくしゃにした泣き笑いでそんなふうに言われたら、また新たな涙が溢あふれてしまう。

　──兄さんの弟でよかった……！

　心からそう思った。そしてこれからもずっと、兄弟でいられるのだと改めて誇ほこりに思った。

　ひとしきりわんわん泣いて、咲は悠大に、晴季は殿下に涙を拭ぬぐってもらって、泣き止やんだらお腹なかが減って、いつの間にか殿下が手配しておいてくれたピクニックランチのような軽食で腹の虫を抑おさえてから、少し真ま面じ目めな相談に入った。リヒトも加わる。

　まず挙式までは、今まで通りそれぞれのブライダルメイトとして過ごすこと。咲は引き続き自室を使い、あまり目立った行動は取らないよう気を付けるようにと、主に晴季から注意を受けた。

　──飼ってもらえるのは、もうちょっと先か……。

　少し残念な気がする。

　挙式の後、咲はいったん帰国する。そして悠大との新生活に向けての準備を始めることにした。咲としては、できれば充希が成人するまでは一緒に暮らしたいという気持ちとの間で葛かつ藤とうしたけれど……。

「そういえば充希、王国の大学に入りたいって前から言ってるんだけど……。翡ひ翠すいと翡翠うさぎの関係のこと、研究したいんだって。本当に入りたいならちゃんと勉強して、自力で入れって言ってあるけど」

「晴季らしいな」と目を細めた殿でん下かは、「ならば充希と叔父おじ上うえには、状じよう況きようを話した上で、彼らの望みを聞かせてもらおう。私はそれを全力でサポートする」と答えた。

　充希と叔父のことを考えると、ものすごい我が侭を言っているような気がしてきて、申し訳なくなった。けれど悠大があまりにも嬉しそうに、「俺にもやんちゃで可愛かわいい弟ができるのかー」だの「ジェイ、叔父さんに挨あい拶さつする極ごく意いを教えてくれよ」だのと口を挟むから、変化するのは悪いことではないのかもしれないという気持ちになってきた。

　それから話題は古地図のことへ移る。

「調査はあと六ヶ所残ってるんだが」

「ならば二、三日いちゃいちゃした後で、残りを調べておいてくれ」

　──いっ、いちゃいちゃ……！

「一部賛同しかねる言葉が聞こえましたが、そこには目を瞑つぶって……！　咲、ほんと何日か静養しろよ。かっ、体のつらさは、分かってる。用事ができたら悠大さんをこきつかえばいい」

「あ、やべぇ。姑しゆうとめの嫁よめいびり勃ぼつ発ぱつの気配だ」

「誰だれが姑ですかっ」

「認めていただけるようにがんばります、お義母かあ様」

　きゃっきゃとじゃれ合う悠大と兄に少し疎そ外がい感かんを覚えていたら。

「話は以上だ。部屋へ戻もどるぞ、晴季。私も婚こん約やく者とのいちゃいちゃを所しよ望もうする」

　堂々と宣言した殿下によって、晴季は運ばれていってしまった。リヒトも一緒に去っていく。

　シンと静まり返った部屋にふたりきりになり、妙みようにもじもじしてしまった。悠大があまりにも満ち足りた甘いまなざしを向けてくるから。

「咲、ありがとうな」

　突とつ然ぜんの礼に、首を傾かしげる。

「扉を開けたりしたら、閉じ込めたくなる一択たくだと思ってたのに……俺は今初めて、閉じこもりたいと思ってる。咲と一緒に」

　──飼わなくて、よくなっちゃったんですか？

　掠かすれ声で尋たずねたら、慈じ愛あいに満ちた眸ひとみでかぶりを振られた。

「うーん、なんだろうなぁ、この気持ち？　こんな感情は生まれて初めてで、うまく説明できないんだが……閉じ込めたい、飼いたい、俺だけが独どく占せんしたい、って気持ちは相変わらず胸にあるんだが、それよりもただ、一緒にいたい。──傍そばにいて、抱だき合って、可愛がって、見つめ合いたい」

　──そんなの、僕だって。

　小刻みに頷いてみせると、微笑みと甘いキスをくれた。

「俺の恋こい人びとである咲のこと誰にも見せたくないって気持ちはやっぱり強いのに、さっき、あいつらに見せつけてやったの……なんか気持ちよかった。これが俺の宝物だぜーって。自分がこんな感情を抱いだくようになるなんて、想像したこともなかった。俺はこれから、咲と一緒に、新しい自分をどんどん発見していけるのかもしれない。……あー、もう、ほんと可愛い。俺の咲」

　くぅーっと抱きしめて頰ずりされて、じわじわと頰が熱くなる。

　なんだか悠大がさっきまでとも違ちがう。また初めて出逢う悠大だと思った。そんな彼もまた愛いとしいと思った。

　──どんな悠大さんでも、好きなのかも。

　胸の中で呟いた真面目な結論が盛大な惚のろ気けであったことに、咲自身は気づいていなかった。





＊　　＊　　＊






　それから二日間の静養はひそかに別べつ棟むねで過ごし、明日あしたから調査に戻る夜、悠大に自室まで送ってもらった。

「少しだけ、中に入ってもいいか？　……離はなれがたくて」

　悠大も同じ気持ちだったと知って、ものすごく嬉うれしい。

　そしてふたりで二日ぶりの室内に足を踏ふみ入れたら──窓辺で、花が咲さいていた。

　赤い花束とは別に一輪だけ挿さしている、あの白い蕾つぼみが綺き麗れいに開いていた。角度的に中心の色は一目では確かく認にんできなかった。

　勢いよく俯うつむいた咲に、悠大は不ふ審しんそうだ。

「……え、と。咲いてて、びっくりして……」

「ああ」

　それだけで通じたらしい。悠大は先に窓辺へ歩み寄り、その薔ば薇らを手に取った。

「この花が咲いたら伝えたいことがあるなんて、思わせぶりなこと言ってたのが懐なつかしいな～。たった五日前なのに」

　本当に、あれから数日で咲の世界は激変した。

『秘密』をきっかけに顔を上げられるようになって以来の、大きな変化だ。

「どうぞ、咲。植物園で中心だけピンクの蔓つる薔薇を見てたのって、これを連想してたからだろ？」

　差し出してくれる気配を感じる。けれど顔を上げられない。

「もしかして、ほしくなかった？　……そうだよなぁ。どんなマニアックな自主制作作品の話題でも嬉しそうに乗ってくるのに、『秘密』にだけは触ふれようとしなかったし」

「違うんです！　……え、と……あの映画が特別すぎて、簡単に話題にできなかったんです」

「どういうこと？　……はい、薔薇は背中に隠かくしたよ。俺の顔見て話して？」

　そろそろと顔を上げると、悠大は宣言通りにしてくれていた。

　この人になら話せるかな、と思った。……いや、悠大にだから聞いてほしい。

　想おもいが通じ合うまでは、こんな過去のエピソードは重すぎると心のどこかで思っていた。人生を救われたのは咲の一方的な事情で、そんなことを話されたら悠大の負担になるに違いないと。

　自分はただ、この人に感謝して、一生ひそかに応おう援えんし続けていけたらいいと……そう思っていたけれど、今は違う。

　自分は、この人の恋人なのだ。

　心を通わせ、これから一いつ緒しよに生きていこうとしている人。

　だから、聞いてほしいと思った。

　自分がどんなふうに悠大に救われて、どれだけ支えられてきたか。あなたを応援できる自分というアイデンティティに、どれほど助けられてきたか。

　好きな人に、自分のことを知ってほしいと、強く思った。

　静かに彼の前まで歩み寄って、褐かつ色しよくの眸を見上げた。

「……楽しい話じゃないんですが、いいですか？」

「俺を楽しくさせてくれなんて、大事な恋人に要求してないこと、分かるよな？」

　笑え顔がおだけれど、怒おこっているのかもしれない。ごめんなさい、ありがとう、と礼を言ってから、咲は口を開いた。

「……前に、声が出なくなったことがあるって、お話ししましたよね？」

「ああ。初めて会った時に、チラッとだけ」

　労いたわるようなまなざし。胸が甘く疼うずく。

「……中学一年の時でした。声が出なくなったのは両親が亡なくなった精神的ショックだろうと、お医者様には言われました……」

　今も思い返すのがつらいあの頃ころのことを、咲はできるだけ淡たん々たんと語った。

　とにかく家族に申し訳なくて、自分が情けなくてたまらなかったこと。部屋に籠こもってしまったこと。そこから出るきっかけをくれたのが、悠大の映画だったこと。それからたくさん悠大の作品を観みて、芸大での自主制作作品にまでたどり着いたこと。

　そして『秘密』に出で逢あった時の、自分の根底から揺ゆさぶられるような衝しよう撃げき。

　約一年ぶりに出た声が、『秘密』の制作者である悠大の名前だったこと……。

「……それがきっかけで、少しずつ声が出せるようになっていきました。『秘密』に出逢わなかったら……僕は今でも、苦しみの中にいたかもしれません。──ありがとうございました」

　脳のう裏りに甦よみがえるあの頃の悠大と、目の前に立っている恋人の悠大、どちらに対しても深い感謝を伝えたかった。

　長い話を黙だまって聞いてくれた悠大は、そっと溜ため息をつく。

「……俺の方こそ、ありがとう、咲」

　どうして悠大が礼を言ったりするのだろう。

　きょとんと見上げると、悠大はなぜか泣き出す寸前のような微び妙みような笑みを浮うかべた。

「あの時期の俺は、迷いの中にいた。物心がつく前からカメラの前にいて、いろんな人間を演じ続けて……俺は、俺という人間が分からなくなってた。だから自分を見つめ直すために、休業したんだ。作る側の勉強もしてみたかったなんて、単なる言い訳だ」

　悠大にそんな葛かつ藤とうがあったなんて、考えてもみなかった。

　いつも、どの作品の悠大も本当に素す晴ばらしくて、力をもらい続けていたのに。

「そんな選せん択たくだったから、自主制作作品の評価なんてボロボロでさ。所しよ詮せんエンターテインメントの世界で培つちかわれた程度の表現だなんて教授連にこき下ろされて、エンタメ舐なめんなよ！　って憤いきどおってた」

「ええっ!?　そんなこと言われるんですか!?」

「言われるんですよ。まあ、当たってたんだけどな。でもそれは単純に、表現に向いてるジャンルの違いもあったって、今は納なつ得とくしてる。たとえるなら『芸術』は世間に『問い』を投げかけるもの、『エンターテインメント』は世間からの問いかけに『答える』ものだ。俺に『芸術』の才能はなかった。だが自主制作した作品のことは、自分だけでも誇ほこりに思おうって思ってた。──今、それがようやく、本当に誇りになったよ。咲のおかげで」

　悠大が身を屈かがめてきて、こつんと額がくっついた。

　胸が震ふるえる。悠大の言葉は、存在は、どうしてこんなにも咲を揺さぶるのだろう。

「あの薔薇の本当の色、知りたくないんだ？」

「……いえ。その……知りたいと、ずっと心の片かた隅すみで思い続けてきました。それが……いざ知れるかもしれないってなったら、味わい続けてるあの映画の余よ韻いんが、終わっちゃうんじゃないかと思ってしまって……もったいなくて……」

　ふはっと笑われる。

「なんだそれ。咲、めんどくせぇなぁ」

「……すみません」

「可愛かわいい、って言ってんの。伝わってる？」

　遠えん慮りよしつつも、こくんと頷うなずく。こうして言葉を交かわせるようになっても、言葉にされない本当の気持ちは伝わってくるものなのだと知った。

　声が出ない、話せないということにばかり、こだわりすぎていたのかもしれない。そんな必要はないと、『秘密』はちゃんと教えてくれていたのに。

「その余韻、俺が終わらせてもいい？　なんか、昔の俺がずーっと咲の心を占しめてると思ったら、ちょっと嫉しつ妬とするから」

　その言葉に隠された本音はなんだ。探さぐろうとしたけれど、表情からも言葉通りの意味しか読み取れなかった。

「……はい。よろしくお願いします」

「ん。じゃあ、目を閉じて、両手を出して？」

　言われた通りにする。両手を揃そろえて受け取る形にしたら、なぜか右手にだけ花の茎くきを持たされて、左手はくるりと返される。手の甲こうを上に向けた形で……一本の指に、拘こう束そくを感じた。

　──え？　ゆ、指輪？

　そうとしか思えない。しかもそれは、咲の感覚に間違いがなければ、薬指。

　心臓がバクバクと荒あれ狂くるう。

「はいどうぞ、目を開けて」

　許しを得て、そ…っと。

　開いた視界に、薔薇を模かたどった翡ひ翠すい色いろの指輪が飛び込んできた。

　息を吞のむ。そして薔薇の花を見る。外側が白く、中央に──情熱の色が秘ひめられていた。

「やった、勝ったぜ」

　あまりにも嬉しそうに悠大が笑うから、「え？　え？」と戸と惑まどっていたら。

「指輪を先に見てくれて嬉しかった。咲、──結けつ婚こんしような」

　まさか、それでは、これは、そういう意味の……？

「加工が間に合ってよかった。王国産の翡翠の珠たまを削けずるなんて怖こわくてできないって何なん軒けんか断られてさー」

「……まさか、これ……!?」

　悠大の母親が前国王から賜たまわったという、あの翡翠の珠では。

　綺麗な球体だったはずが、繊せん細さいな花びらを彫ほり込まれた薔薇に姿を変えている。

　悠大は確か、「よっぽどの相手じゃなけりゃ、これは贈らねぇだろうなぁ」と言っていたはずで……。　>>>♥

「明日あしたからの調査に使うから、ちゃんと嵌はめてくるんだぞ？」

　ちゅ、と唇くちびるに落とされたキスに、喜びと恐おそれで咲はおののいた。





＊　　＊　　＊






　残り三日で調査をすべて終え、古地図について話し合った。

　悠大が採っていた位置情報を現代地図にすべて書き写し、資料をそろえて五人で国王に報告に行った。そこで、グラディウスからあの動物園での場所を割り出した方法の報告を受けていた国王が、もしかしたら同じ方法で未み採さい掘くつの翡翠の在り処かを推測できるかもしれないと言いだし、今度改めてグラディウスに教えを乞こうことになった。翡翠うさぎの出現率との関係も、さらなる調査を進めている。

　その話の翌日、充希と叔父おじが王国に到とう着ちやくした。

　結婚式まであと二日。明日はリハーサル、明後日あさつてが本番となる。

　国中がお祝いムードで、街も空港もロイヤルウェディングへの準備で国旗と飾かざりに溢あふれている。

「咲ちゃーん！　ちょっと、どういうこと!?　佐原悠大と!?　あの、咲ちゃんを救ってくれた神様と!?」

　王宮で顔を合わせるなり、充希がそう言って飛びついてきた。それから咲の背後にいた悠大を見て、「あっ、佐原悠大さんだー。すげぇ、本物!?」ときゃっきゃと喜び、握あく手しゆとサインをもらってようやく落ち着いた。叔父もそっと握手を求めていたから、どうやらファンだったらしい。知らなかった。

　順番が違ちがってしまったが、改めて悠大と咲から交際の報告と挨あい拶さつをすると、ただただ祝福してもらえた。晴季の時は王太子殿でん下かに対して厳しい問いかけをした叔父も、一言たりとも反対する素そ振ぶりを見せない。「私の時と違う……」と小さく呟つぶやいた殿下には、少し申し訳なくなってしまった。

　けれどそれには理由があって、充希的には「だって王子様と兄弟同然の大親友なんでしょ？　悪い人なわけないじゃん」で、叔父の主張は「咲が一いち途ずに想おもい続けて実らせた御ご縁えんに水を差すほど、朴ぼく念ねん仁じんじゃないつもりだよ」だった。

「一途に、か……いいな」

　と悠大はそのフレーズが気に入ったらしく、にやにやしている。

「はー、それにしても、王子様に続き世界的俳優様まで射止めちゃうなんて、うちの兄ちゃんたちって何気にすごいねぇ」

「おまえも充じゆう分ぶんすごいぜ、充希。やんちゃで可愛いとは聞いてたが、ここまでスルッと懐ふところに入ってこられるとは思ってなかった。その人ひと懐なつっこさは人生での武器になる」

　誰だれとでもすぐに打ち解けられる弟のことを昔から尊敬していたが、悠大にそう言ってもらえるとますます鼻が高くなった。

　それがお世辞などではなかったことは、その後やってきたちび王子との出会いで証明された。

　明日のリハーサルのための練習で王宮に来ていたちび王子が、『さきの、かぞくに、ごあいさちゅしゅる』とわざわざ立ち寄ってくれたのだが……。

「うっわー、なんだこのミニチュア王子様は!?　すげぇ！　可愛い！　遊ぼうぜ！」

　顔を見るなり充希がそう言って誘さそいかけ、一いつ瞬しゆん、たじっとなったちび王子だったが、充希がすかさずヤーデルブルク語で言い直したところから意気投合して遊び始めた。

　大人たちが話している横ではしゃぎまわっていたふたりは、そのうち日本語のレッスンをはじめ、一時間後には。

『母さま、みちゅきを、にんじゃのことばの、せんせーに、やとってくだしゃい！』

　と頼たのみ込むところまで心を通わせていた。我が弟ながらすごすぎる。

　たくさんの人たちが集まって思い思いのことを話していると、とても賑にぎやかだ。その光景を眺ながめていると、突とつ然ぜん、パタパタッとちび王子が駆かけ寄ってきた。

『さき～、さき！　さき！　ぼくは、あした、はるっきの、ヴェールを、もつ！』

　咲はいつものようにしゃがんで目線を合わせた。両手を広げてこられたので、反射的に抱だき留める。

『はい。大役ですね。よろしくお願いします』

『はうっ。さき、うちゅくし……はっ、いやいや、えーと……』

　チラッと視線が流れる。なぜか向こうの方で充希が、ウン！　と力強く頷いた。

『ぼく、きんちょー、してきたなぁ。……おまじない、して、ほしいなぁ』

『おまじない、ですか？』

『ん！　ほっぺに、ちゅーだ！』

　ぷくぷくの頰ほおを差し出してきたちび王子に戸惑っていると、背後から抱き寄せられて、引き剝はがされた。見るまでもない。この腕うでは悠大だ。

『こーらー。誰の入れ知ぢ恵えだ～？』

　悠大が唸うなると、ひゃーっとちび王子が逃にげ出した。充希も一いつ緒しよに駆け出す。それを見て大人たちが爆ばく笑しようする。

　なんだかもうハチャメチャだ。けれどそんな場所が──ここにいる人たちが、愛いとしいと思った。

　左手の薬指に嵌めてもらった、翡翠の薔ば薇らを、そっと撫なでる。

　悠大に出で逢あって、恋こいをして──ここに至るまですべての出来事に、咲は心から感謝した。

「……悠大さん、大好きです」

　隣となりにいてくれる悠大にこっそり囁ささやくと、彼は薔薇の指輪を嵌めた手を握にぎり、何も言わずに微笑ほほえんでくれた。

　俺も好きだよ、愛してる、と……声にはされない想いを、咲はちゃんと受け取った。







　あとがき




　はじめまして、こんにちは。水みな瀬せ結ゆ月づきと申します。このたびは拙せつ著ちよをお手に取ってくださり、ありがとうございました。

　おかげさまで、次男編を出していただけました。嬉うれしいです！　ありがとうございます！

　前作『翡ひ翠すいの花はな嫁よめ、王子の誓ちかい』は、本作にも登場しました長男の晴はる季きと王太子殿でん下かのお話です。シリーズではありますが、完全に独立した話となっておりますので、こちらから手に取ってくださった方も問題なくご覧いただけると思います。




　挿さし絵えは前作に引き続き、明みよう神じん翼つばさ先生です。もう、素す敵てきすぎてどれほど悶もん絶ぜつさせられたか……！　ゴロゴロゴロ（萌もえ転がる音）。人物はもちろんのこと、翡翠うさぎたちのもふもふっぷりにやられまくっています。細かいところだと前作五十九ページの殿下の笑え顔がおともふもふおしりのツーショットとか、好きすぎてもうどうすればいいか分からない……ゴロゴロゴロゴロ。

　今作はまだラフを拝見しているだけの状態なのですが、すでに大興奮です！　キャララフのちび王子なんて「さき、しゅきだ（ハート）」のセリフつきで、可愛かわいすぎて、あれはもう罪です……。そして悠ゆう大だいのかっこよさがパワーアップしていて、担当さんと騒さわいでしまいました。完成が本当に楽しみです。読者様にも一いつ緒しよに悶絶していただけたら嬉しいです！




　さてさて、拙作、少しでも楽しんでいただけましたでしょうか？

　すっごく楽しく書かせていただいたので、おもしろかったーと思ってもらえたら本当に嬉しいです。よろしければ、ご感想などお聞かせくださいね。

　プロフィールの方にも書きましたが、先日、ようやくブログを作り直しました。お仕事情報や同人誌発行のご案内が中心の、のろのろ運営になると思いますが、ご興味がありましたら覗のぞいてみてくださいね。時々ＳＳも載のせられたらなーと、野望だけは抱いだいています。




　最後になりましたが、今回もいろいろとお世話になりました担当様、本当にありがとうございました。いつかご恩返しできるようにがんばります。

　拙作の制作・販はん売ばいにお力ちか添らぞえくださったすべての皆みなさまに、心より御お礼れい申し上げます。




　それではまた、どこかでお会いできることを祈いのっています。

　今回はこのページをめくってくださってもいちゃラブはありませんが（前作のおまけには、みなさん気づいてくださっただろうか……）、みなさまのご健康と、ご多幸と、いちゃラブ遭そう遇ぐう運をお祈り申し上げます。
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